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1）　ヤブコウジースダジイ群集

　　Ardisゴ。－Castanopsietumsiebold員（Tab．2）

　　　　若狭湾沿岸地域の丘陵地斜面に残存する自然植生の大部分は、スダジイ、

　　　シロダモ、ヤブニッケイ、イタビカズラ、飼桶イタチシダなどの群集区分種

　　　によって識別されるヤブコウジースダジイ群集に属する常緑広葉樹林である。

　　　とくに大島半島、内外海半島、音海半島、常神岬など湾内に突き出た半島部

　　　では比較的広い面積で発達するヤブコウジースダジイ群集をみることができ

　　　る（宮脇・奥田1975，藤原1981）。また湾内にうかぶ御神島，鳥辺島，蒼島，

　　　冠者島，磯葛島，冠島などには、神社の神域あるいは紐つき林として保護さ

　　　れてきた自然度の高い常緑高木林が残されている。沿海部では、福井県三方

　　　郡宇波西神社，同論神神社，同小浜市若狭姫神社，同黒駒神社，同高浜町伊

　　　血栓神社，同大飯町日枝神社，京都府舞鶴市西大浦瑞雲寺，同東大浦田井の

　　　社叢林など多くのヤブコウジースダジイ群集の残存社寺林がみられる。大島

　　　半島では、ヤブコウジースダジイ群集は大飯町大島の宮留，日角浜の社叢林

　　　にみられるほか、半島北の海抜50～200mの範囲の丘陵尾根斜面には、スダジ

　　　ィの優占する林分が発達している。大飯原子力発電所構内でも、群落高の低

　　　いスダジイ萌芽林から自然度の高いヤブコウジースダジイ群集の林分まで、

　　　人為的影響の程度に対応した各種段階のスダジイ林をみることができる。

　　　　発電所構内でしばしばみられる群落高が11～12mと低く、多くは亜高木層

　　　を欠いた3層構造のスダジイ萌芽林では、本地域に分布するヤブコゥジース

　　　ダジイ群集の主要な構成種であるナガバジャノヒゲ，ツルアリドゥシ，ソヨ
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ゴ，シュンラン，サカキ，シシガシラ，アセビ，テイカカズラ，ヤブコウジ

などを欠き、出現点数も16～19種と平均30種前後の出現種数をもつやブコウ

ジースダジイ群集の典型林分に比較しても少ない。これらのスダジイ萌芽林

は薪炭林としてくりかえし伐採されることによって成立している（宮脇・

藤原　1976，リョゥブースダジイ群落の項参照）。スダジイ萌芽林はヤブコウ

ジースダジイ群集の退行相として区別される。

　半島部および沿海部の海抜10～150mの範囲に発達する社叢林や農家の裏山

の残存林の大部分は、種類組成は貧弱ながらヤブコウジースダジイ群集の典

型的林分形態を示しており、林床にはヤブツバキ，アオキ，ベニシダ，ヤブ

コウジ，テイカカズラなどヤブッバキクラスの代表的植物が多数生育してい

る。これら沿海部のヤブコウジースダジイ群集は亜高木層や低木層に生育す

るヒメユズリハ，ヤマモモなどによって特徴づけられるヒメユズリハ亜群集

に区分された。京都府舞鶴市西大浦野原，同東大浦田井の社寺林では、林床

にホソバカナワラビ，アリドウシをともなった比較的自然度の高い林分がみ

られた（Fig．7）。

　沿海部からやや沿岸地域を内陸に入った海抜20～150mの丘陵斜面下部には、

高木層にシラカシ，ウラジロガシ，モミなどアカガシーシラカシ群団の要素

を混じえたヤブコゥジースダジイ群集が発達している。福井県小浜市宮盛，

同国富，民謡名田，同三方郡美浜町田代，京都府舞鶴市下福井，滋賀県高島

郡今津町天増川にみられたスダジイ林はシラカシ，ネズミモチ，シキミ，フ

ユイチゴ，赤酒カナワラビ，オオキジノオなどの種群によって特徴づけられ

るシラカシ亜群集に区分された。これら内陸部のヤブコウジースダジイ群集

の生育領域は上部でヒメアオキーウラジロガシ群集，シキミーモミ群集に、

下部でイノデータブノキ群集，シラカシ群集に接している（Fig．8）。
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Fig・7・ヤブコウジースダジイ群集の林床に生育するホソバカナワラビ

　　　　　　（舞鶴市野原）。

　　　　　Der　immergr域ne　Farn加。繍463α71伽ko㎜t　oft　in・der　Bod－

　　　　　enschichtdesArdis重。－Castanopsietu斑

　　　　　sieboldli　vor（20m　U．NN，Nohara，Stadt　Maizuru）．

　　　　　　　　　　　一　・．　一，・　一　．　　　　　　・騨辱騨馨轟i

　　　　　　　　　　響？響：・慧1警1璽1轡考響癒警1警㌶諭擁l

Fig，8．山麓に残存するヤブコウジースダジイ群集の社叢（小浜市宮川）。
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2）　イノデータブノキ群集

　　polysticho7Perseetumもhunbergii（Tab．3）
　　　　若狭湾沿岸の三方五湖の周辺地域、北川や南川たよって形成された小浜平

　　　野そして佐分利川の下流域などの沖積低地の大部分は現在水田、畑地として

　　　利用されているが、乾田や畑地そして人間の居住地に利用されるような水田

　　　中の微高地や、沖積低地と接する丘陵、山地斜面下部には社寺林や屋敷林と

　　　して断片的に残存するイノデータブノキ群集がみられる。また沖積低地の土

　　　壌の厚い平損な立地ばかりでなく、若狭湾に突出する常神半島，内外海半島，

　　　大島半島，内浦半島など海に近い山地、丘陵の土壌の湿潤な凹状斜面にも、

　　　高木層にケヤキ，エノキ，ムクノキなどの夏緑広葉高木をともなったイノデー

　　　タブノキ群集が発達している。出島など湾内に点在する島々にもナタオレノ

　　　キ，カラタチバナ，ムサシアブミなどフロラ的に暖地生の植物をともなった

　　　イノデータブノキ群集が発達している（宮脇・奥田　1975）。

　　　　これらの若狭湾沿岸地域に発達するイノデータブノキ群集は、高木層に優

　　　面するタブノキ，ケヤキ，エノキ，ムクノキ，林床に生育するイノデ，キチ

　　　ジョウソウなどの湿性立地指標植物によって特徴づけられる。このほか群落

　　　を構成する主な植物としてシロダモ，ヤブッバキ，ヤブニッケイ，アオキ，

　　　ヤブラン，サネカズラなどヤブツバキクラスの植物が多数みられる。

　　　　大島半島の鋸崎に発達するイノデータブノキ群集は、海岸風衝低木群落で

　　　あるマサキートベラ群集に隣接し群落高も4～8mと低く出現種数も17～18

　　　種と少ない。しかし種組成的には同半島北部の出演にみられる沖積低地のイ

　　　ノデータブノキ群集と同様、林床に生育するトベラ，ヒメユズリハ，ニシノ

　　　ホンモンジスゲなどの種群によって、沿海部のイノデータブノキ群集のトベ

　　　ラ亜群集としてまとあられる（Fig．9）。
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Fig．9　沿海部の沖積低地に残存するイノデータブノキ群集（大飯町慰留）。

　　　　Im　alluvialen　Tiefland　an　der　MeereskUste　erhahenes

　　　　Polysもicho－Perseetumthumbergll（2m
　　　　護．NN，Miyadome，Oi－cho）

　大島半島をはじめ他の半島部の丘陵、山地斜面の凹状地など立地的にはイ

ノデータブノキ群集が成立すると判定されるところに、タブノキ林の代償植

生であるクマワラビーケヤキ群落が発達している。クマワラビーケヤキ群落

は、イノデータブノキ群集が人為的あるいは自然の撹乱の後に、湿潤かつ土

壌の不安定な立地に対応して成立した二次的持続群落である。

　内陸部の沖積低地と接する適湿で土壌の厚い丘陵，山地斜面下部には、林

床にシュロ，チャノキ，イヌマキ，ネズミモチ，フユイチゴをともなったイ、

ヌマキ亜群集が生育している。福井県小浜市国分小浜神社，同大飯町福谷枝

神社，京都府舞鶴市平井などでみられた社寺林のように、シラカシ群集の生
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育する立地に隣接したところでは、林床にシラカシ，ナンテンなどシラカシ

群集の要素をともなったイノデータブノキ群集の林分がみられる。

　若狭湾沿岸の沖積低地の大部分はイノデータブノキ群集の成立する潜在立

地とみなされるが、とくに土壌分類上乾田や畑地として利用される灰色低地

土壌の発達する地域や宅地として利用される沖積低地は潜在自然植生として

イノデータブノキ群集が判定される。沖積低地でも土壌にグライ層の発達す

る湿田や後背湿地などでは、もはやイノデータブノキ群集は成立できず、ハ

ンノキ，ヤチダモ，トネリコの生育する湿地林となっている。

3）　シラカシ群集

　　　Querceむurnmyrsinaefol重ae（Tab．4）
　　　福井県嶺南地方および京都府北部の舞鶴市や同綾部市周辺の丘陵地にある

　　　神社や寺院そして農家の裏山には、自然性の常緑広葉樹林であるヤブコウジー

　　　スダジイ群集，ヒメアオキーウラジロガシ群集にまじって高木層にシラカシ

　　　の優奏するシラカシ群集が発達している。一般にシラカシ群集は土壌の厚い

　　　平担な台地上や温暖で陽性な丘陵斜面下部に生育しているが、福井県小浜市

　　　口名田の南川沿の河岸など一部のシラカシ林は冷涼湿潤な立地にも発達して

　　　いる（Fig．10）。

　　　　シラカシ群集は高木層に優占するシラカシと林床に生育するチャノキ，ナ

　　　ンテン，シュロなどの車群によって特徴づけられるが、このほか林床にはヤ

　　　フツバキ，ピサカキ．アオキ，サカキ，ナガバジャノヒゲ．ジャノヒゲ，ベ

　　　ニシダなどヤブツバキクラスの常緑植物も多数生育している。

　　　福井県華南地方を流れる南川の河川沿の丘陵斜面には、薪炭林としてくり

　　　かえし伐採されることにより成立したシラカシ萌芽林が多くみられた。
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ダK一＋，ハ7α功漉04933’碑4ガ3煽　りヨウメンシダ　K一＋，頭53＝ム∫gz63〃駕勉ブσ加ηガ卿η　ネズミモチ　S一戸。2，　肋θ曜7zπ3　g如∂7α　ツルグミ　S－1。2，
搦。’勿彪g’α加α　カナメモチ　S一＋・2，　7’7αo加！03ρθ7溺㍑勉　α3ガα’∫α6η3var．切’θγ吻θ4露魏　テイカカズラ　S一牽，乙〃ゴoρ6ヵ！σ砂ρ勿！10　ヤブラン　S一亙・2，

、4γ漉3ぬ　ブα〃。窺oo　ヤブコウジ　K－2・2，　レαoo切∫z6魏　ブαρo痂。降口　アクシバ　S一＋。2，伽。πン辮忽3　舘9∂o！ゴ毎πz43　マユミ　S一一←，E諺07理解衡3　σの’π3　var、

θρガθ物3　コマユミ　S一＋，Cα7醗40〃。／20ε如。妙σvar．　g！σ∂θプ万7ηo　ミヤマカンスゲ　K一率，（h形κoo勿。σ　ヒメカンスゲ　K一一←，レαoo勿癬辮　雇プ如膨　ウスノキ

K一一←，in　216：Q紹κ鰐　3θ35〃σ∂～短　ツクバネガシ　S一＋，Q粥プ。πεoσ短αδ〃お　アベマキ　B　1－1。王，正伽ηo，ηθ〆誌ブαρo加。α　var．　o∂如5α’o　マルバマンサク

S－2・2，5盗θ　ρα’ηz認α　チマキザサ　S一＋・2，理。θρg微3　ρ罐zg6｝～ε　ナワシ窃グミ　S一＋，みθ磁03α3α　ブ砂。忽。σ　ヤダケ　S一＋，Zク。短α　oびσ〃b　1確　var．

θ”ψ”60　ネジキ　S一＋，レゴ∂z4物忽甥　4”α’α’z〃η　ガマズミ　S一＋，Mθg720／短　30／宛肋／ゴα　タムシバ　S一＋，Cα〃廊αゆ。　ゴoρo癖oo　ムラサキシキブ　S一＋，

”寛　　グαヵ0吻0α　シャガ　K一＋，1）勿3002ぞ　g7ごZごゴ〃7ηθ　K一畢，　W応’θ万0　67㍑0彪γδ0∫リノ3　ヤマフジ　K～＋，漉ゴ召プ0　ガ～0かZうθσ　キヅタ　K一＋，　砂70♂α

ブσヵ。π宛σ　イチヤクソウ　K一＋，in　2021Q～4θγoz43　g♂αz460　アラカシ　B1－1・1，S一牽・2，殴飯θ3ガ簿～σ　モミ　B王一2・1，C2フヵ’o魏θ7如　ブαρo窺6σ

スギ　B1－1．01，膨癖θ7め刀07め観ゴα　フジ　B1一＋，Mσgπo～如。ウ。砂認α　ホオノキ　B2一＋，C～θ’1370δ07う加870ゴε　リョウブ　S一＋・2，P彫π粥
〃θγθoπ鍛如　カスミザクラ　S一＋，メ10α72∫んoραπ（篇　36ゴ｛2ゴoρ勿〃。躍θ3　コシアブラ　S一牽，1～んκ3　3π‘0640，zθσ　ノ＼・ぜ　S一＋，7’万ρθ’α1θ∫α　ヵαπ記π如∫σ　ホツツジ

S　＋，勿。η彪　o〃α1⑳”αva「．θ”功露詫。　ネジキ　S一＋，　R1～0404θη（170π　々σθ辮飽7ゴ　ヤマツツジ　S一＋，πんz43　≠万‘ノ～ooσゆα　ヤマウルシ　K一＋，5魏〃。κ

o々吻σ　サルトリイバラ　K一一ト，、430駕吻　々ooッαηκ辮　var．7忽θ30碑ε　アツミカンアオイ　K一＋。

調査地　Lage　d．　Aufn　203：Arakura，　Maizuru－shi舞鶴市荒野，53：Yatabe，　Imat◎mi，　Obama－shi小浜帯今富谷田部，　216：Mutsuai曲。，　Ayabe一
京都府　，睦合町，202：Kongoin，　Kawara，　Malzuru－shi舞鶴市鹿原金剛院，※　K：Pr齪．　Klyoto京都府，　F：P酸f．　Fukui：福井県。
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Fig．10．河岸の急傾斜地に生育するシラカシ群集（小浜市口名田）。

　　　Ein　Quercteummyrsinaefoliae－Bestand
　　　　am　steilen　Hang　ent　lang　des　Tals（300m廿・NN，Kuchinada，

　　　　Stadt　Obama）．

4）　ヒメアオキーウラジロガシ群集

　　　Aucubo－Quercetumsalicinae（Tab●5）
　　　　若狭湾沿岸部から内陸部にはいると、ヤブツバキクラス域の植生はしだい

　　　に常緑カシ類を主体としたアカガシーシラカシ群団の植生が多く出現してく

　　　る。京都府と県境を接する福井県嶺南地域の丘陵，低山地帯とくに南川上流

　　　域の海抜100m以上では、河川沿の丘陵斜面に、社寺林や農家の裏山の残存林
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として、高木層にウラジロガシの優占するヒメアオキーウラジロガシ群集が

発達している。沿海部のヒメアオキーウラジロガシ群集は、サカキ，スダジ

イ，ナガバジャノヒゲ，チャノキ，オニカナワラビを識別種とするサカキ亜

群集に区分される。また嶺南地域南部の京都府側では、ヒメアオキーウラジ

ロガシ群集は上林川や由良川の上流域の海抜200～400mの範囲にかけての渓

谷斜面や低山地斜面の下部に残存する社寺林として生育している。内陸部の

ヒメアオキーウラジロガシ群集は、ジャノヒゲ，シラキ，ツリバナ，トラノ

オシダ，ナライシダ，ツルアリドウシを識別種とするシラキ亜群集に区分さ

れる。

　ヒメアオキーウラジロガシ群集は高木層に優占するウラジロガシ，低木層

のヒメアオキ，チャボガヤ，ハイイヌガヤなど日本海要素の植物によって特

徴づけられるが、北陸地方，近畿地方北部そして中国地方の山陰側など巳本

海沿岸地域に広く分布するアカガシーシラカシ群団の植生を代表する群集の

一つである。

　近畿地方北部のアカガシーシラカシ群団の分布領域は、若狭湾沿岸部では

海抜200～400mの範囲に、また内陸部では海抜100～500mの間に位置してお

り、上部でブナクラス域に接していると考えられる。現在これらの地域の丘

陵，低山地の大部分はコナラ林，アカマツ林などの代償植生によって占めら

れているが、この地域の潜在自然植生として、ヒメアオキーウラジロガシ群

集やシキミーモミ群集が考えられる。大島半島では海抜250～350mの範囲に

ヒメアオキーウラジロガシ群集の成立する潜在生育域が位置すると推測され

る（潜在自然植生図参照）。
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　2．常緑針葉樹林　　ImmergrU貧e　Nadelholzwa　lder

5）　シキミーモミ群集

　　　Iilicio－Abieむetumfirmae（Tab．6）

　　　　福井県の嶺南地域から、京都府，滋賀県の県境に沿って位置する三十三聞

　　　山（842m），百里ケ岳（931m），三国岳（776m），八ケ峰（800m），頭巾山

　　　（871m）などの山稜南麓の内陸部では、若狭湾沿岸地域ではほとんどみら

　　　れないシキミーモミ群集が出現してくる。近畿地方北部のシキミーモミ群集

　　　の多くは海抜300～500mのヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部に

　　　かけての範囲にある丘陵，山地などの乾性立地であるが比較的土壌の厚い尾

　　　根部や凸状斜面に生育している。一般にモミ林はきびしい土地的環境条件に

　　　対応した持続群落であることから、群落の分布は局地的かつ非帯状的で、ま

　　　たまとまった林分は少ない。
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Tab． 6．　シキミーモミ群藥

　　　玉11icio　一 Abieもetum firmae
I」aufende　　Nr．：

Fel（玉一Nr．：

Datum　d．　Aufna誠me　ぐ82）

Grbβe　d．　Probef亙乞che

H6he　u．　Meer（m）：

Exposition：
N・ig・・g　8）・

Hδhe　d．

Deckung

H6he　d．

．Deckung

玉｛δhe　d．

Dec悲ung
Hδhe　d、

Dec装ung

（㎡）：

Baumschicht　－1　　（m）：

d．　Baumschicht　－1　　　（％）

Baumschicht－2（m）：
d．Ba雛mschicht－2　　（％）　：

Strauchschicht　　（m）　：

d．　Strauchschicht　　（％）　：

K二rautschicht　　　（m）　　：

d．　Krautschicht　　　（％）　：

Arteぬzah1；

通　し　番　号
調　査　番　号

調査年月　理

調　査　薗　積
込　抜　高　度
方　　　　　　位

傾　　　　　斜
高木第1厨の高さ
高木第1属植被率
高木第2層の高さ
高木第2層植被率

低木縢の高さ
低木層墨蹟率
草本鰯の高さ
草本履植被率
出　現　種　数

156

YM
　46

　9
　20
200

280

NW
　5
　20

　80

　3

40

0．3

圭0

39

185　2玉9

YM　OM
　28　　17

　9　　9
　18　　17

200　200
440　500
SE）　SSE
　25　　20

　22　　28

　70　　70

　13　　王4

　50　　50

　7　　　4

　50　　60
0．3　0，2

　40　　王0

　40　　34

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：
〆1∂ゴθ3　ノ｝7辮α

Q麗θ70％3　αo麗’（2

〃／ゴ0伽脚　　彫〃9ゴ03Z〃η

　〆夏勿3〃σθζ2　αρゴ。〃σ∫α．

Kennarten　d．． uerba織des，　Ordnun u．Klasse

群集標徴種および識別種

　モミ

アカガシ

シキミ

B2
B2

　キツコウハグマ

群醗，オーダー，クラスの標徴種

　ウラジロガシ

Bl
S
S

B2
S

K

4・4　　4・4　　4●4

1．1　　　王・2　　　1●2

2・2　　・　2・2

　・　　・　2・3

i・2　　・　　1。2

　。　　　十　　　　。

　Q㍑θ70％3　3α1ゴ。勿。

　翫2フα　ブαメ）0痂0α

　殴7漉3彪　ブαρ0窺6α

　A砂0／ゴ’3θ（Z　εθ2・ゴ0θσ

　∠）2ッ0〆｝躍7ゴ3　θ2ッず加’0ε0紹

　C勿η0勉0規％辮　ブ0カ0痂0観η

　0ク加。カogo％　ブθ〆）o窺α63

璽　〃6謬　クθ4日目α4’0ε0

〆1㍑（聯戯2　ブ（ゆ0勉0α　var．　δ07θα♂ゴ3

〆10θ7　3ガθウ0／4ゴ0ηZ4規

！Zθ∬　　oプθπα♂θ

〆10α駕々0カα7Zακ　3麗（2ゴ0カぬッ”0ガ4θ3

＆ノ3甜0ρん7θ8η2α　んy4ηη9θ0ゼ49ε

1ぞμδZ43　～Zαん0鴛8鴛3ゴ3

品ρ珈甥　 ブα♪0勿6御彿

Cηが0俄θ厚α　ゴαカ0窺00

〃8κ　剛00プ0カ04α

＆γμ〃認0か日6プ富　ンZψ0ン躍0α

α彦（卿Zα6ご夕♪α万3　0配κ3α

㌻1αooゴ窺26解　　3規σ〃露　、7ar．　91α∂7震剛

磁溺α規6〃S　ブαか0晦Cα

ル∫α9刃0～緬　S認盆蜘～ゴθ

痔6短ε　ブ（ψo癖‘α

’潅9～43　ブ4ρ0痂ごα

5ヒノ冨3α霞d7α　プ6戸α刃ゴμ

5海伽癬αプ砂傭6αvar、 客躍87艶η8（∫絃　 f．　7θρの～ε

　ピサカキ

　ヤブコウジ

　シロダモ

　ベニシダ

　ヤフニッケイ

　ジャノヒゲ
随伴種

　ソヨコ B2，

B2
S

S

K
S

K
S

K

ヒメアオキ

コハウチワカエデ
イヌツゲ
　　　　　ゆ　　　コシアフフ

イワガラミ

ミヤマフユイチゴ

シラキ

スギ

アオハダ

シシガシラ

ヒノキ

スノキ

マンサク

タムシバ

アセビ

イヌフナ

マツフサ
ツルシキミ

B2，

B2，

B2
Bi

　・　2・2　2・2
2．2　　2．3　　2．2

3．3　　2．2　 率。2

2．2　一←・2　　＋

　・　　＋　＋・2

　十　　　　・　　　・

　・　　・　＋・2

　・　　　・　　　十

S1，21．1＋
K　　　L2　　・　　・

S1．21、21．2
S　　　＋　　＋　　率
K　　　　　1．重　　率02　　　牽

S　　　L玉　　・　　率

S　　　＋　　　・　牽・2

K　　　　・　　。　＋・2

K　　　　牽　　　。　　率

S　　　一ト　　・　玉．2

S　　　L工　　＋　　　。

S　　＋・2　　＋　　　。

K　　　 ＋。2　　玉●2　　　　●

B1　22　2．1　　。
S　　　÷　　。　　。
S　　　L2　　＋　　　。

S　　　＋　牽・2　　・

B2　　・　　＋　　。
S　　　＋　　＋　　。

S2．23．3。
S　　　牽　　牽　　　・

重く　　　・　　準　　＋

K　　　　・　2．3　　＋

i

ω
刈

拙現1．羅の鍾Auβ（塁r（圭em　le　e癌mal　i鷺　Lfd．　Nr．　玉56：C／認ん忽　　δα76〃躍7び寛　　リョウブ　　S一＋，Rん㍑3　≠万。タ～o‘（zη）α　ヤマウルシ　　S一千，5海∬oκ　o屠7～α　サ

ルトリイバラ　S一牽，μの震772観72カ‘プ。α’μ7π　オオカメノキ　S一＋，　遅y4紹貿g8α　ヵα窺cz4如’α　ノリウツギ　S一＋，的4γαη9θα　勉πσ　コアジサイ　S一＋，　湾。θγ

クα／？72θ’旧規　　var．　脚θ’ε銘窺z‘耀θ　、ヤマモミジ　S一＋，Rん04049”4プ。η　麗㍑4ゆ6ε　34δ碑），　7～ψメ～oヵ～蕗如辮　　ユキグニ・ミツノ｛ツツジ　　S－　2・2，ゐ舞づ970　z6辮δθ〃。’α　クロモジ　　S一

k1．，7施鰐b力舘∫．．．．．．．．40如∂2㍑’o　アスナロ．．．S一．．LLK一．．1」，ムゆ≠07ε4解。／zアθ　魏匂μ8！ガ。ηα；ナライシダ1　K一＋。2，M銘。加〃α　z‘η4〃α’α　．．ツルァリドウ．．シ．．．．．．．．K肝．．＋．．．．・．．．2．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

0．薇εηzo徽3繊4～〆α’蜘痂4ε　va．r．ゴの。海α6ε　コチヂミザサ　K一＋，Cα躍κ　忽短ゴ　コカンスゲ　K－1。2，5加2悔α　観〃07σ　イワウチワ　K・一2・3，in　I85：拷”欝
4θ鴻緩〃07α　アカマツ　　81－1・1，Q～♂8γo～4ε　3θ72’σ∫ζz　コナラ　　B　1一＋，Cヒzη）切z43　如ぎ鋸07α　アカシデ　　B　2－2・3，Cζz3’oπ8α　o紹欺露α　クリ　　B　2一＋，

働0漉0カαπα謬　辮幻0〃α刃3　タカノツメ

ウリカエデ　　K一周。2，～～1～04048｝7（∫70π

5ヲ～02官α　30”αア26”0ぽ463　var．　チ？～α872α

遡6g（70（Zか芳　コシノカンア．オ．イ　K一十

避γ70如　ブαρ0癖心αイチヤクソウ　K一牽

7～ψ腕θγ〃θ　　ウリハダカエテげ　B2－　1

＋，＆～3α♪α伽σ如チマキザサ
Cα〃詫σ厚）α　用0〃3　ヤブムラサキ

εθ∂α擁　ミヤマイタチシダ　K一＋，

ウルシ　K一十。

調性地Lage　d．　Auf識
Kiもa－kuwa．ta一一gun，王）r巨f．　Kyoto
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　　，∠万3ρoプz‘魏　5》7認！8‘～野2欝｝2　チ＝ゴユリ　K－　1。2，乙02蕗。θγ（z　gプ。認々ρ83　var．　g！α7～4κ／oεα　　ミヤマウグイスカグラ　　K一率・2，

　　　，1／ゴ0／α　腐0！σC8α　シハイスミレ　K一牽。露jn　2三9：通06プ　7η0ηO　var．　規αプ海02ηガZ〃％　エンコウカエデ　 B　i－L1　　／1067
　　．董，為／々。かα　36プ㎜∫α　ケヤキ　　82一　韮。1，（hゆ㍑¢43　♂εo加203々毎　　・fヌシデ　　｝32－1．1，Cαゆ麹z63フαρ02毎co　クマシデ　　132－

S－3・3，7’oγ㎎）・α　ηz46漉プα　var．羅漉。伽3　チャボガヤ　S一玉・2，C砂勿！o毎鰍ε　’～α77珈g’o痂θ　va．r．麗ηαハイイヌガヤS一牽。2，

S一＋，＆60π♪F溜μ3　～伽26θo～召’～43　ムラサキ・マユミ　K一＋。2，ゐyごoρoo馳〃～　392γごz∫z4解　 ホソバトウゲ』シバ　Kl一＋，0鑑yoρ’θγ∫3

F鉛忽87ッρoo8プα3　var．θ鉱々3　コタチッボスミレ　K～＋，．4㎎oノ～痂04θ3α7ηα∂〃猛　オオカナワラビ　K一＋，R’～z43　0鋭加gz4α　ツタ

i56：Mukugawa，王mazu…cho，丁欲ashi鵬段一gun，Pr猷　Shiga　滋賀婆姦高儀郡今津町椋川，185：Hora，Toyosato’
　　　　　　京都府北桑田郡葵山町豊郷澗，2191Berg　Ki組1oyama，　Ayabe－shi，　P酸f．　Kyoto　京．都府綾部市瀦羅山。

Miyama－Cぬ0，



　滋賀県高島郡今津町椋川，京都府北桑田郡美山町豊郷洞，同綾部市君尾

山でみられたシキミーモミ群集は下部でヤブツバキクラス域のヒメアオキー

ウラジロガシ群集に、上部でブナクラス域のチャボガヤーイヌブナ群集に接

して生育している。これらのシキミーモミ群集は、高木層に優占するモミと

低木層に生育するシキ・ミそして草本層のキッコウハグマなどの種群によって

区分された。群集の亜高木層や低木層には、ヤブッバキクラス域上部のアカ

ガシーシラカシ群団の標徴種であるウラジロガシ，アカガシなどの常緑カシ

類が多数生育しているのがみられた。

　大島半島では、シキミーモミ群集に相当するモミ林をみることはできなかっ

たが、半島南部の海抜250m以上の山地斜面尾根部に発達するアカマツ林の林

床にわずかではあるが、モミやアカガシの若令低木をみることができた。こ

のことから大島半島の海抜250m以上は潜在自然植生として、ヒメアオキーウ

ラジロガシ群集，シキミーモミ群集の成立するアカガシーシラカシ群団域に

あると推定される。半島部ではアカガシーシラカシ群団の上限はほぼ海抜35

0～400mで、そこでブナクラス域に接していると考えられる（潜在自然植生

図参照）。

　3．海岸風衝低木林　Wlndexponlerte　Gehb玉zvegetation　der　Fe｝sk疑sten

6）マサキートベラ群集

　　　Euonymo－Pittosporetumtobirae（Tab・7）
　　　　海に面し、海水の飛沫や潮風の強い影響を受ける海岸断崖地にはイノデー

　　　タブノキ群集，ヤブコウジースダジイ群集などの常緑高本林は生育できず、

　　　そこには群落高がユ～5mほどのトベラ，マサキなどの海岸風衝常緑低木群
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？ab．　7．　マサキートベラ群簗

　　　　　　　EUO轟ymO－PittOSpOretUm　t◎birae
　a：Untereinheit　vo漁　q卿。勉必罰　知！6σ如彫　　　オニヤブソテツ下位単位

　b：Untereinheit　von　飽欝θα　’1～㈱δo砂∫　　　　タブノキ下位単位
Spalte：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君昌　　落　　　言己　　号

しaufende聾r．：　　　　　　　　　通し番号
Fe玉d－Nr．：　　　　　　　　　調査番号
Datum　d．　Aufnahme　C82）　：

Grδβe　d．　Probefl琶che　（㎡）　：

Hδhe　u．　Meer（m）：

鷺xposit圭on：　　　　　　　’
N，重9。・gε）：

駁δhe　d．　Strauchschicht　　（m）　：

Deckung　　d．　Strauchschicht　　（％）

Hδhe　d．　Krautschic難t　　（m）　：

Dec装ung　　d．　Krautschicht　　（％）　：

Artenzah1　：

調査年月　日

調　査　面　積
海　抜　高　三
方　　　　　　位

傾　　　　　　斜

低木属の高さ
低木暦植被率
草本魍の高さ
草本層植被率
出　現　種　数

　74　　　　90　　　圭12　　　　72

KS　王くS　OS　OS
　10　　24　　i2　　7
　7　　7　　玉1　　11
　24　　　24　　　28　　　28

　32　　　　10　　　　40　　　　45

　5　　26　　8　　25
SE；　SE　　N　冠E
　45　　　10　　　80　　　15

2．5　　1。2　　4．5　　　2

　90　　　　95　　　　90　　　　95

0．8　　　－　　0．3　　0．3

　20　　　10　　　10　　　10

　12　　　12　　　13　　　23

1王圭　　　92　　　　86　　　　73

0S　KS　KS　OS
　11　　26　　21　　8

　11　　7　　7　　11
　28　　　　24　　　　24　　　　28

　30　　　圭00　　　　50　　　200

　10　　　　28　　　　25　　　　20

NW　　一　　一　　　聡

　40　　0　　0　　10
　4　　3　　4　　5
　85　　　　90　　　　95　　　　95

0．4　　0．8　　0．8　　0。2　－

　20　　10　　5　　5
　25　　　16　　　15　　　19

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．：
朽π0幼0プ9〃η　’0∂ガ紹

　理σ8σ9㌶π3　甥α070ρ妙〃σ

　施吻9玉筆　ブαρ0漉0π彿

？rennarten　　（玉．　　｛Jntereinheiten　：

群集標徴種および識別種

　トベラ

　マルバグミ

　ツワブキ

下位単位区分種

　オニヤブソテツ

　テリハノイバラ

S

K
S

5●4　　5◎4　　5。5　　5。4

　・　　　十　　　　・　　　・

2●2　　2。3　　　i●2　　2。2

牽　　　・　＋・2　　＋

（＝ン7げ0㎜伽溺　ノ召！0α’Z6㎜

Ro3α　ωゴ0んZ4プ厩0ηα

　銃α〃6〃㍑彿　砲δθ7漉駕解

　飽7εθα　酌π鷲∂θ79露

　P㍑％43　ゴσ甥03（2々％彫

　〃θ∬　勿∫曜η

Begleiter　：

　Cσ吻θ〃∫σ　ブ（ψo海。α

動ησ　グσρ0勉σσ

5漉〃αズ　o乃勿σ

勘θ4θア彪　 30α鴛ゴθη3　var．　解厩2窃

∠）αρ加zゆ海ツ〃％溺　’θη甜ηoηηπ

αη霞αη～0魏麗辮　ブσρ0痂0％甥

磁4θ7〃　γゐ0辮δθ0

乙〃ゆθ　か～認ツカ々ツ〃α

Cooα41ε4ε　07カゴα41σ’銘3

鴻Zκ麗6α　ゴ（ψ0晦0α

メ4毎ゴεガ0　グαカ0痂ごσ

5がγα80　∂！欝ηθゴ　f．　0δ鋤εσ

勘3’鋸0α　0θ瞬0

擁π9θ々。α　ソαカ。痂‘σ

C62㍑ζ　／8～κ00々～0γα

妙3脅παo加α　7ηαπ7ゴ擁αηα

0んηεα72〃昭島乏4溺　ア刃αん勿。∫　var．

ゲガ0／〔2　92ツカ00θ7ηε

伽01砂04ガ凝η3卿識0拐規var．

ωσ々ζz3αθ刃3θ

，η2εθ7忽，η

　ミヤマカラマツ
　タブノキ

　ヤマザクラ

　モチノキ
随伴種

　ヤブツバキ

ピサカキ

サルトリイノぐう

ヘクソカズラ

ヒメユズリハ

ヤブニッケイ

キヅタ

ヤフラン

アオツヅラフジ

アオキ

ヤブコウジ

ミツバイワガサ

ウシノケグサ

ハマウド
アオスゲ

ハマボッス

ワカサハマギク

タチツボスミレ

ヤマカモジグサ

K
S

K
K
S

S
S

S

K
S

K
S

K
S

K
S

K
S

K
K
K
S

K
K
S

K
K
K
K
K
K
K

2。2

　●

　●

　●

　●

　■

　●

5。5　　 3．3　　　　。　　　1●i

　o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・

2●2　　2顧2　　2．2　　　・

1。2　　→一・2　　　 牽　　準●2

．　　　2●2　　＋●2　　　1●2

牽　　　十　　　　・　　　・

・　　　十　　　十　　　十

・　　　牽　　　牽　　　十

・　　　。　　　十　　　　・

●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o

2。2　　　 ●　　　1。王　　2。2

　0　　　　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　・

　・　2・3　　・　　率
　●　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o

　・　　・　　牽　　王・2

　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　・

　一←　　　。　　　　。　　　・

＋　＋・2　　・　　・

　…　　　　　　　　　1．1

　・　　　十　　　　・　　　。

　・　　牽　　　・　　L2

　・　　＋　　率　　1．2

　・　　　●　　　。　　　十

　…　　　　　　　　　　　　十

　・　　　・　　　。　　　十

　■　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o

L2　　。　　・　　。
　十　　　・　　　。　　　。

　・　　　．　　　一←　　　十

　。　　。　＋・2　　。

　。　　　・　　　十　　　　・

　・　　　・　　　十　　　十

　・　　　◎　　　・　　　一←

　。　　・　　・　＋。2

　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■

　●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●

　●　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　■

　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　．

ま．ま　　2◎3　　3．3

ま．1　　＋　　　＋

＋　　　・　　1．1

1・2　　5．4　　3．3　　1．2

　・　　　・　　　率　　　十

1。1　　3．3　　2．2　　2．2

　十　　　　・　　　・　　　十

1。2　　1．2　　1．2　　＋●2

　十　　　　…

　・　　　。　　　十　　　　・

　・　　　十　　　　・　　　十

　●　　　2●3　　3・3　　4．4

　…　　　　　　　＋・2
1．1　　2．2　　2．2　　　0

＋・2　　・　　＋　　　。

　十　　　十　　　十　　　十

　十　　　　・　　　牽　　　　・

　・　2。3　　。　　・
　・　　　十　　　　・　　　十

　＋　＋・2　　・　　牽

＋・2　　。　　・　　・

＋・2　　・　　・　　。
　■　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　・

や・2　　・　　。　　・

　十　　　　・　　　・　　　。

　o　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　○

　十　　　　・　　　。　　　・

2・2　　。　　・　　・

1

ω
Φ

出現1醐の種Auβerdem　le　eimnal　in　L飼．　Nr．74：1～加3知〃。窺。α　ヌルデ　S一一←，1％3如。α加プ加g伽駕α　トボシガラ　K一＋・2，　1勉が加ηooガεsπs
翻偲幼昭鷹6　ツタ　K一＋，　湾砂6勉9総．．．．．Z諭廊3．．．．．．．．．ク．．．サ．スギカズラ．．．．．．．．K晶．．千．．1．．．．iぬ．．．．．90．．i．翔診励．183如3．．．．．．．．ノ∂．グ如惚ゴ．．．f．．ρ．駕∂．63∂伽3．．．．．．．．．ケ．ネザサ．S≧．．．＋．．．．，．K胤．．．率．．．．．．；．．．．．．．．．．．．翫。妙，η343

α♂α如εvar．の紹細3　コマユミ　S－1・2，y漉3π6⑳！毎　var．！oδ認α　エビヅル　S－L2，／窪7’θ，加5如ρ漉αψ3　葺モギ　K一一転ln　72：あη漉。η伽7π

ρゆ9癬z捌　サンシ譲ウ　S一＋，αo駕勧∫sゆθγ蝕εvar。！伽g加砂白粥　カワラナデシコ　K一＋，α伽。’∫3’θ魏〃。搬　センニソウ　K一＋，　i鷺Hエ：
Cθ7砿　oo鴻。　ヒメカンスゲ　K一＋，M欝oo灘加43　δ伽87～舘3　ススキ　K一十，働勿～θ4惣η238声πρθ7擁躍7～3　トキワイカリソウ　K一十，沌礁230帥024　’ガ帥ッ1如　var．

知ρo海6σ　ツリガネユンジン　K一＋，乙。海09触カク。毎。σ　スイカズラ　K一率，in　92：R伽εσ卿加8πα　ツタウルシ　K一＋，沁86：勲θ㍑プぬ　！o∂α’α　クズ　S一一ト。

2，　最卿～鋼㍑ζ3ブ砂。癖0943　マサキ　S一＋jn　731魚膿40εσεα　プαρ碑三紀α　ヤダケ　S一幸・2，Aセ。醗380　ε8冠‘8β　シ窃ダモ　S一一㌧K一＋，W伽”耀海　4ゴ！o∫α’雄2

ガマズミ　K一牽，鏡08㎎襯ε　力躍塵πε　ワシログミ　K一や，0力飯。♪og碑ブ砂。琵～露με　ジャノヒゲ　K一＋，7功罐6！o砂8簿η謝2α舘認ゴα〃η　var，魏躍耕～84加綱　テイカカズ

ラ　K一切。

糠髄王．age　d．　A蜘：Kap　N◎k・菖iri3誌，Osl｝i鵬a，Oi－cわ。，Oi一揖n，Pr凝．Fuku重翻襟大飯郡大飯町大鶴鋸麟。



落が発達する。若狭湾沿岸にみられる海岸風衝低木群落はトベラ，マルバグ

ミ・ツワブキ，オニヤブソテツなどの種群によってマサキートベラ群集にま

とめられる（F重g．エユ）。

Fig．11．海岸風熱地に帯状に発達するマサキートベラ群集（大飯町灘崎）。

　　　　An　（ien　windexponierte捻Felsk積sten　entwick：e玉t　sich　E　u　O鷺y

　　　　mo－Pittosporet登mtobirae　（25m廿．NN，Noko

　　　girizaki，Oi－cho）．

　マサキートベラ群集は海岸崖地の急傾斜地でも、土壌の厚いやや安定した立地に

生育しており、侵食難解など土壌の浅い立地の不安定なところに生育するワカサハ

マギクーミツバイワガサ群落やススキの優解する海岸風衝草原の生育地と区別され

る。

　福井県大飯郡大飯町大島半島先端の鋸騎にみられたマサキートベラ群集では林床

にオニヤブソテツ，テリハノイバラ，ハマウドなどの種群によって特徴づけられた
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群落高が三～4mと低い海岸前縁に生育するヤブソテツ下位単位と、タブノキ．ヒ

メユズリハ，モチノキなどの種群に特徴づけられる群落高が3～5mとやや高い風

衝の影響の弱まった海岸断崖後背地に生育するタブノキ下位単位とが区別される。

　マサキートベラ群集は自然状態ではイノデータブノキ群集やヤブコウジースダジ

イ群集の林縁群落として帯状に発達する持続群落であるが、人為的撹乱のおよんだ

海岸風衝地では、断片的な状態で生育し、ネザサーススキ群集など二次的海岸風衝

草原におきかえられている。
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7）　ワカサハマギクーミツバイワガサ群落

　　Cん7ッ3α窺加辮％初魏0々珈0ゴvar．ω盈α・34θπ3θ一3μ7σθσ∂1％耀～f．0・∂’・％εσ

　Gesellshaft‘（Tab．8）

　　　　若狭湾につきでた常神，内外海，大島，内浦など各半島の先端部には顕著

　　　な侵食崖がかなりの面積で発達しているが、マサキートベラ群集の生育地と

　　　同様海水の飛沫や潮風の強い影響を受ける立地の不安定な海岸断崖地にはミ

　　　ツバイワガサ，ツクバネウツギなどの落葉低木の優註する海岸風衝落葉低木

　　　群落が発達している。急峻で土壌の浅い岩角地では上層にクロマツの生育す

　　　る林分もみられるが、多くは群落高が20cm～3mの低灌木状に発達している。

　　　　福井県大飯郡大飯町大島半島にみられた海岸風衝落葉低木群落はミツバイ

　　　ワガサ，ツクバネウツギ，ワカサハマギク，アキカラマツを区分種とするワ

　　　カサハマギクーミツバイワガサ群落として区分される。ワカサハマギクーミ

　　　ツバイワガサ群落の構成種には隣接群落であるマサキートベラ群集の要素で

　　　あるトベラ，マルバグミ，マサキ，オエヤブソテッなどが生育しているほか、

　　　ネザサーススキ群集などの海岸風衝草原の種群も多くみられる。

　　　　ワカサハマギクーミツバイワガサ群落はすでに大島半島で報告されたタン

　　　ゴイワガサートベラ群落と同質の林分であるが、タンゴイワガサの和名をミ

　　　ツバイワガサに訂正するとともに、マサキートベラ群集とは別個の独自の群

　　　落単位に位置づけられた。
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Tab．　8．　ワカサハマギクーミツバイワガサ群落
　　　　　　　　C勿ツ3（z溺んθアη㍑魏　　辮α島ゴ7；oゴ　var．　ω｛z々03α9π3θ一5加ηθα

Laufende　　Nr．；

Feld一トぎr．：

1）atum　d．　Aufnahme　C82）

Grδβe　d．　王）robefl註che　（m2）　：

Hδhe　u．瓢eer（m）　：
王鑑xposition：

N，igung　8）、

Hδhe　d．

Deckung

H6he　d．
Deckung

Hδhe　d．

Deckung

Baumschicht　一ユ　　（阻）：

d。　Baurnschicht　一王　　　（％）

Strauchschicht　　（m）　：

d．　Strauchschicht　　（％）　＝

Krautschicht　（m）：
d。　Krautschicht　　（％）　：

A．rtenzah1：

∂如窺皮　f。　oう如30－Gesellschaft

通　し　番　号
調　査　番　号

調査年月　B

調　査　薗　鳴
海　抜　高　度
方　　　　　位
傾　　　　　　斜

高木覇の高さ
高木側鎖被率
低木層の高さ
低木空心被率
草本層の高さ
草本層植被率
出　現　種　数

ま06　　69　　70

0M　OF　OF
　8　　7　　8
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娃。山地夏緑広葉樹林　Montane　sommergrUne　Laubwalder

8）　ヒメアオキーブナ群集

　　Aucubo－Fagetumcrenatae⑯ab・9）
　　　　若狭湾沿岸地域に位置する西方ケ岳（764m）や青葉山（699m）そして内陸

　　　部の野坂山地西部にある雲谷山（787m），滝谷山（736m），武奈ケ嶽（865m）

　　　，駒ケ岳（7801n），三国岳（776m），由良川源流域に広がる京大芦生演習林、

　　　そして丹波高地の海抜800m以上の山地帯にはブナクラス域の自然植生を代表

　　　するブナ林が生育している。京都府北桑田郡美山町芦生の京大演習林をのぞ

　　　けば、これらのブナ林の多くは山頂部にわずかに残されているにすぎない。

　　　かつては海抜500m以上の山地帯に生育していたと考えられるブナ林の大部分

　　　はタリーミズナラ群集やスギ，ヒノキ植林などの代償植生におきかえられて

　　　いる。

　　　　若狭湾沿岸地域の山頂部に残存するブナ林については、西方ケ岳ではマル

　　　バマンサクーブナ群集が、青葉山からはクロモジーブナ群集が報告されてい

　　　る（宮脇・奥田　1975）。このように福井県嶺南地域は中国山地に広く分布

　　　するクロモジーブナ群集と、東北地方のB本海側や北陸地方など本州中北部

　　　の多雪地域を中心に発達するヒメアオキーブナ群集やマルバマンサクーブナ

　　　群集とのそれぞれの分布域の接点となっている（Sasaki　1964）。

　　　琵琶湖の北西部に位置する野坂山地および丹波高地に分布するブナ林の林

　　　床には、クロモジ，マルバフユイチゴなどクロモジーブナ群集と共通する種

　　　群もみられるが、群落構成種の多くはエゾユズリハ，ヒメアオキ，ムラサキ

　　　マユミ，マルバマンサク，チシマザサ，オオバクロモジなどヒメアオキーブ

　　　ナ群集やマルバマンサクーブナ群集の種群からなっている。このことから福
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井県嶺南地域の南部にある野坂山地西部の山地や丹波高地に生育するブナ林

はヒメアオキ＿ブナ群集あるいはマルバマンサクーブナ群集に属すると判定

される。

近畿地方北部の若狭湾沿岸部では、青葉山がク・モジづナ蘇の分布の

東限とみなされるが、内陸部では丹後山地と丹波高地を分ける由良川水系お

よび福知山盆地がクロモジーブナ群集とマルバマンサクーブナ群集やヒメァ

オキーブナ群集との分布境界域と推測される（Fig．12）。

Fig．12．

灘．

畿…8 羅1・

日本海側多雪地のブナ林を代表するヒメアオキーブナ群集（美山瞬三国岳）、

DasAucubo－Fagetumcre難ataeiste重ntypi
scher　F｛zgz6ε　07θ7zσ’ごz－Wald　auf　der　schneereichen　Seite　des　Ja

oanischen　Meeres（590m　U．NN，Mikunidake，Miyama－cho）．
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9）　スギーブナ群落

　　αッμo解θ7ゴσブ砂。加。σ一Fog膨307θ紹’σ一Gesellschaft　（Tab．9）

　　　　由良川の源流域に位置する京都府北桑田郡美山町芦生の京大演習林、その

　　　南部の品谷山（880m），奥八丁山（752m）そして同美由町豊郷の海抜700m以

　　　上の山地斜面の尾根部にはブナ林にまじってスギの優占する林分が比較的広

　　　範囲に発達している。一般にスギは土壌の浅い岩角地などやせた尾根に自生

　　　するが、天然のスギ林を形成する地域は限られている。ブナ林中にスギの混

　　　生する林分は中国山地の氷ノ山や扇ノ山などにも見られるが、これらのスギ

　　　林はクロモジーブナ群集の下位単位としてあっかわれている（宮脇　1983）。

　　　　芦生や佐々里峠にみられたスギ林でも高木層にはブナが混生し、林床にも

　　　オオバクロモジ，エゾユズリハ，ヒメモチ，チシマザサなどヒメアオキーブ

　　　ナ群集やマルバマンサクーブナ群集の構成種と共通する種群が多数生育して

　　　いることから、ヒメアオキーブナ群集などの下位単位として位置づけられる

　　　可能性も強い。しかしここでは、クロソヨゴ，イワウチワなどの種群によっ

　　　て特徴づけられる土地的持続群落としてスギーブナ群落を区別した。このス

　　　ギーブナ群落の植物社会学的位置づけは今後の検討にまちたい。

エ0）チャボガヤーイヌブナ群集

　　Torreyo－Fageもumjaponicae　（Tab．エ0）

　　　　若狭湾沿岸地域より内陸部にはいった福井曝嶺南山地南面の京都府北部の

　　　北桑田郡や綾部市にある海抜350m以上の山地はすでにブナクラス域に位置し

　　　ているが、現在ブナが優勢に生育しているのは海抜700m以上の高海抜地に限

　　　られている。このブナの優占林が発達しない内陸部の海抜350～700mの範囲

　　　の山地には、シキミーモミ群集，チャボガヤーイヌブナ群集そしてイヌシデ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一46一



クマシデ，アカシデなどのシデ類の優占する夏緑広葉樹林が生育している。

とくに土壌が厚く適湿な安定立地の山地斜面や尾根部には、高木層にイヌブ

ナの優占するチャボガヤーイヌブナ群集が発達している（Fig．13）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般にチャボガヤー

　　　　　　　　　織灘癖　　イヌブナ群集は日繭

Fig．13，　山地帯下部の土壌が厚く、適湿な安定地に生育

　　　　　するチャボガヤーイヌブナ群集（綾部市君尾山）。根筋沿に上昇して生育

　　　　Torreyo－Fagetum　japoni一　しているシキミーモミ

　　　　caein　der　u就eren　montanen　Stufe（5001n　群集に接し、上部は山

　　　瓦・NN・Berg　Ki憩ioyam｝，Stadt　Ayabe）．　　　　頂部にまでおよんでい

気候条件のおよぶ地域

に成立するイヌブナ林

であるが、そのため林

床にはチャボガヤ，ハ

イイヌガヤ，ヒメァォ

キ，ムラサキマユミな

どの日本海要素の種群

が多数生育している。

　京都府綾部市君尾山

（581m）や同舞鶴市弥

仙山（599m）にみられ

たイヌブナ林は、下部

でヤブツバキクラス域

からブナクラス域に尾
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る。また京都府北桑田郡美山町佐々里峠付近に発達するイヌブナ林は海抜70

0m前後でブナが混生してくる。

　今日、イヌブナ林の大部分はコナラ，アカシデ，クマシデ，イヌシデ，ク

リ，ミズナラなどの優占する夏緑広葉樹二次林やスギ，ヒノキ植林など代

償六区におきかえられている。

11）オクノカンスゲーイヌシデ群落

　　Cσ7θκプb／20εゴ∬伽σ一Cα7ρ勿％3≠30ん。π03々払Gesel五schaft（学ab。10）

　　　　チャボガヤーイヌブナ群集と同様、内陸部の海抜300～700mの範囲の山地

　　　では、尾根部や斜面上部に生育するシキミーモミ群集，チャボガヤーイヌブ

　　　ナ群集そして谷部や渓谷沿の湿潤で不安定立地に発達するチャボガヤーケヤ

　　　キ群集，ジュウモンジシダーサワグルミ群集に隣接して、湿性で土壌の厚い

　　安定立地の山地凹状斜面や谷部には高木層にイヌシデ，クマシデ，アカシデ

　　　の優証するシデ林が生育している。これらのイヌシデ林を構成する優占種の

　　　多くはイヌシデ，クマシデ，アカシデ，クロモジ，ダンコウバイなどイヌシ

　　　デーコナラ群団の心乱とサワシバ，アワブキなどケヤキ群団の種壷である。

　　　このため種組成的にイヌシデ林の多くは隣接して生育するウリカエデーコナ

　　　ラ群落やミズナラ林との共通種群も多く区別が困難な林分もみられるが、サ

　　　ワシバ，オクノカンスゲ，ジュウモンジシダなど湿性立地指標種によって特

　　感づけられる：オクノカンスゲーイヌシデ群落として区分された（Fig．14）。

　　　本来オクノカンスゲーイヌシデ群落はチャボガヤーイヌブナ群集，チャボ

　　　ガヤーケヤキ群集などとともに山地斜面に発達していたと考えられるが、現

　　在では自然性のイヌシデ林の大部分はウリカエデーコナラ群落，スギ・ヒノ
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キ植林などの代償植生におきかえられている。

　福井県内外海半島の久須夜ケ岳、大飯郡高浜町青葉山（699m）の海抜300恥

以上の北西斜面には、内陸部のオクノカンスゲーイヌシデ群落と種組成的に

もまた生育立地など生態的にも近似したダイセンスゲーイヌシデ群落が生育

している（宮脇・奥田　1975）。オクノカンスゲーイヌシデ群落とダイセン

スゲーイヌシデ群落の植物社会学的な関係については、今後さらに検討する

必要があるが、現段階では両群落の識別種群の相違や分布領域が内陸部と沿

岸部に分けられることなどからそれぞれ別個の群落として区別しておきたい。

　大島半島の海抜300m以上の山地斜面では沿海部のイヌシデ林であるダイセ

ンスゲーイヌシデ群落が潜在自然植生として成立すると考えられる（潜在自

然植生図参照）。

Fig．14．　山地凹状斜面に発達するオクノカンスゲーイヌシデ群落（美山町知見）。

　　　　Am　Unterhang　entwickelt　sich　die　Cα7θκ　ノ∂1ゴ。舘∬伽α一Co7ρ勿麗3

　　　　’30ん。ηoε肋一Gesellschaft（360m　u．NN，Chirni，Miyama－cho）．
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　5．山地渓谷林Mon捻ne　Schluchtwalder

12）チャボガヤーケヤキ群集

　　Torreyoradicantls－Zelkovetumserra
　　tae　（Tab．1ユ）

　　　　日本海沿岸の多雪地域のヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部に

　　　かけての丘陵、山地の崖錐斜面や渓谷沿には、高木層にケヤキ，イタヤカエ

　　　デ，エゾエノキが優占し、林床の低木層には常緑針葉低木であるチャボガヤ，

　　ハイイヌガヤが、草本層にはサワグルミ群団やシオジ一散ルニレオーダーの

　　要素であるヤブデマリ，ウリノキ，バイカウツギ，ジュウモンジシダ，ムカ

　　　ゴイラクサ，サカゲイノデ，ラショウモンカズラなどの湿性立地指標種が優

　　勢に生育するチャボガヤーケヤキ群集が発達している（宮脇　エ977，1983）。

　　　一般にチャボガヤーケヤキ群集は土壌の湿潤な崩積斜面など不安定立地に

　　成立する局地的持続群落であるが、その多くはスギ植林などの代償植生にお

　　　きかえられている。若狭湾沿岸地域では人為的干渉のおよばない内外海半島

　　久須玉ケ岳北面の急斜面や福井県遠敷郡上中町熊川沿の渓谷地の崖錐斜面に

　　わずかに残存しているにすぎない（Fig・15）。

　　　近畿地方北部に分布するチャボガヤーケヤキ群集は海抜ユ00～500mの範囲

　　　に生育し、ヤブッバキクラス域でイノデータブノキ群集の代償植生であるク

　　マワラビーケヤキ群落に、ブナクラス域でジュウモンジシダーサワグルミ群

　　集と接している。ヤブッバキクラス域の湿潤な凹状斜面や谷部に発達するク

　　マワラビーケヤキ群落は種組成的にエノキ，ムクノキ，クマワラビなどの種

　　群によって特徴づけられるが、林床に生育するアオキ，ヤブラン，ジャノヒ

　　ゲ，テイカカズラなどのヤブツバキクラスの種群によっても明らかにチャボ

　　ガヤーケヤキ群集と区別される。現在大島半島にはチャボガヤーケヤキ群集

　　　　　　　　　　　　　　　　一50一
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　　・・；蟹

・旛

蟄・煽

砿丁

1／

グ夢 はみられずクマワラビーケ

ヤキ群落が生育しているが、

半島南部の海抜200m以上の

谷部や崖錐斜面はチャボガ

ヤーケヤキ群集の潜在立地

とみることができる。　（現

存、および潜在自然植生図

参照）。

Flg．ユ5．　土壌の湿潤な崩積斜面に発達するチャボガヤーケヤキ群集

　　　　　（小浜市久三夜ケ岳）。

　　　　Torreyoradicantis－Zelkovetumser
　　　　ratae，das　sich　an　dem　feuchten　Sもeinschutむhゑngen　entwickelt

　　　　（480m　U．NN，Kusuya－dake，StadむObama）　．

　6．山地渓鶴林Montane　Bachrinnenwalder

13）ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　Polysticho－Pterocaryetum（Tab．エ2）

　　　　福井県灘南地方および県境を接する京都府や滋賀県の内陸山地の海抜400

　　　～700mの範囲にみられる製織や小川の流れる湿潤な二筋には、高木層にサワ

　　　グルミ，トチノキ，カツラなどの夏緑高木の優占する渓畔林が発達している。

　　　これらのサワグルミ林の林床にはチドリノキ，ウリノキ，ヤブデマリ（ケナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一51一



シヤブデマリ），ウワバミソウ，ムカゴイラクサ，サカゲイノデなどサワグ

ルミ群団、シオジーハルニレオーダーの種群が多数生育している。

　β本海沿岸の多雪気候条件下にある近畿地方北部に分布するサワグルミ林

はテツカエデ，ボタンネコノメソウ，ミズタビラコ，ミヤマハコベなどの日

本海要素の種群によって特徴づけられるジュウモンジシダーサワグルミ群集

にまとめられる（Fig．16）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近畿地方北部ではジュウモン

Fig．16。　山地渓谷の渓流沿いに生育するジュウ

モンジシダーサワグルミ群集（美山町東谷川）。

In　der　Bergsc｝｝1uchもwac｝1se捻（ies　P　o　l　y　s一

もicho－Pterocaryetum　（440m銭．

NN，Higashitanigawa，Miyama－cho）・

ジシダーサワグルミ群集は京都

府北桑田郡美由町芦生の京大演

習林内に比較的広い面積で発達

しているが、それ以外の山地で

は薪炭材として伐採されたりし

て、山腹斜面や小流河川の渓畔

にわずかに残存するだけである。

現在ではジュウモンジシダーサ

ワグルミ群集の生育立地の多く

はスギ植林地に三二されたり、

コミヤマミズーオニグルミ群落

などの代償植生におきかえられ

ている。
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14）　コミヤマミズーオニグルミ群落

　　乃！6α　ρ3θ認。ヵ6’ゴ01σ万3一ル8’1碑ε　o〃α短漉ノb1ぽσ一Gesellscha£t（Tab　．13）

　　　　日本海沿岸の多雪気候条件下にある若狭湾沿岸部や内陸部の山地にみられ

　　　る由良川，北川，南川などの河川の上流域の渓谷沿の崖錐斜面や渓畔には、

　　　ブナクラス域の自然植生であるチャボガヤーケヤキ群集やジュウモンジシダー

　　　サワグルミ群集が発達している。しかしこれらの渓谷林や渓畔林は古くから

　　　木材や薪炭材として利用され、大部分はすでに伐採されてしまっている。現

　　在では渓谷斜面や渓畔の多くはスギ植林地になっているが、一部には高木層

　　　にオニグルミ，フサザクラなどの優占する代償植生のコミヤマミズーオニグ

　　　ルミ群落が発達している。コミヤマミズーオニグルミ群落の林床にはチャボ

　　　ガヤ，ヤブデマリ，ジュウモンジシダ，ムカゴイラクサなどチャボガヤーケ

　　　ヤキ群集やジュゥモンジシダーサワグルミ群集の要素が多数生育している。

　　　オニグルミやフサザクラはケヤキ林、サワグルミ林が伐採された後に、先駆

　　　的二次林としてしばしば一斉林を形成している（Fig．17）。
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Fig．17．　山地渓谷斜面下部に一葺林を形成するコミヤマミズーオニグルミ群落の

　　　　　　二次林（今津町天増川）。

　　　　　Am　Unterhang　des　Berges　wachsen　dle　Bame　der　Pゴ16αカ30麗40ρ一

　　　　　6’勿／α擁ε一ノ震91σπε　o”αη紬2／b1彪一Gesellschafも，　di　e　den　　Sekundar

　　　　waldbllde島郵eichzeitig　in　die　H6he（210m　U・NN，Amasugawa，

　　　　　Imazu－cho）．
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　7．湿　生　林Bach－u難d（遊e玉1－Erlenwalder

15）エゾノサヤヌカグサーハンノキ群落

　　Zβθ73露07ッ90彦46ε一ノ1！鰍εブσρo忽。σ一Gesellschaft（Tab．エ4）

　　　　若狭湾沿岸の小浜平野や三方五湖南部の沖積低地の大部分は、現在水田と

　　　して利用されている。この沖積低地の土壌がグライ層のほとんど発達しない

　　　灰色低地土壌であり、現在乾田あるいは畑地，宅地として利用されていると

　　　ころはイノデータブノキ群集の潜在立地とみなされる。一方顕著なグライ層

　　　の発達がみられるグライ土壌や低位泥炭土壌が分布する湿細は、潜在自然植

　　　生としてハンノキ，ヤチダモ，トネリコなどの生育する湿地林もしくはヨシ、

　　　ガマなどの挺水植物の生える低層湿原が成立すると考えられる。小浜平野や

　　　三方五湖近郊の水田地帯の畦に植栽されているハンノキ林は若狭地方の田園

　　　景観を特徴づける要素の一つとなっているが、また沖積低地のハンノキ林の

　　　潜在立地を示す要素ともなっている。ヤプツバキクラス域の低位泥炭地に発

　　　達する自然度の高いハンノキ林は、古くから沖積低地が水田稲作地として開

　　　墾されてきたこともあり、ほとんど残されていない。河川の濫乱原などに断

　　　片的に残存するハンノキ林の多くは、自然もしくは人為的に林床の撹乱され

　　　た若令の再生林であるため群落の種組成的な比較が困難となっている。本調査

　　　ではブナクラス域のハンノキ林とは別のヤブツバキクラス域の沖積低地の湿

　　　地林としてエゾノサヤヌカグサーハンノキ群落が認められた。

16）マアザミーハンノキ群集

　　Clrsiosieboldii－Alneもumja．ponicae
　　（Tab．14）

　　小浜湾に流れこむ北川上流丞系の天増川源流域の三十三間山東山麓の湧水
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地には、樹高が15～18mのハンノキの優占する湿地林が生育している。海抜

550m前後の天増川源流域に生育するハンノキ林は林床に生育するマアザミ，

マツバスゲ，ホソバノヨツバムグラなどの種群によって、中国地方を中心と

してブナクラス域の山麓湧水地や山地谷頭の沼沢地に発達するマアザミーハ

ンノキ群集に属する群落と判定される（宮脇　1983）。

　滋賀県天綴川藻流域にみられるマアザミーハンノキ群集の生育立地は、湧

水が常に林床を流れる湿潤地であるが、土壌は砂質もしくは礫質で泥炭層の

発達はほとんど認められなかった。ブナクラス域の泥炭層の発達の貧弱な湧

水縁や谷頭の湿地に生育するハンノキ林は、ハンノキ，ズミ，サトメシダ，

ツボスミレ，ツリフネソウなどの愚智によってオオカサスゲーハンノキ群団、

ハンノキオーダーにまとめられる。若狭湾沿岸地域の山地は急峻でV字形の

谷地形が発達しており、ブナクラス域のハンノキ林が成立するような平坦な

谷のみられるところは少ない（Fig．18）。

Fig．18．　山地谷頭の湧水縁に発達するマアザミーハンノキ群集（今津町天増川）。

　　　　Am　Randedes　Quellv陰sserserltwickelt　sich　das　C　i　r　s　i　o　si－

　　　　eboldi卜A｝netumjaponicae（550m妓．NN，
　　　　Amasugawa，王mazu－cho）．
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7eb、　i　4．　湿生林
　　　　　　　Bach一鵬d　Quell－Erlenwalder
　1：ゐ8θ癬α02ツ90漉ε一／霊1脳3メαρo癬α一Gesellsc益aft

　2：C圭rsio　siebo量dii－A1燕e亡u磁

Spalte＝

Laufende　　鐸r．：

Feld－Nr．：

Datum　d。　Aufnaわme　C　82）

Grδβe　d．　Probef1吾che　（m曹）

H～5he　u．　Meer　（m）　：

Exp◎siもion：

聾eigung　8）・

H6he　d．

Dedくung

H6he　d．
Deckung

Hδhe　d．

Decku鍛9
Hδhe　d．

Deckung
王）eckung

Baumschicht－1（m）：
d．　Baumsc｝1ichも一玉　　（％）

Bau鵜schicht－2　（m）　：

d．　Baumschicht　－2　　　（％）

Strauchschicht　　（m）　＝

d．　Strauchschic溢t　　（％）　：

KrautSC｝亀icわt　　（m）　；

d。　　Krautschicht　　（％）　：

d．Moosschicht（％）
Artenzahユ：

：

：

Jap◎nlcae
群　落　書己　隅

瓦　し　番　号
調　費　番　号

調査年月　日

掛　査　面　積
塔　抜　高　度
方　　　　　解
職　　　　　斜
高木第1魍の高さ
高木第1属下被率
高木第2層の高さ
高木第2層昏昏率

低木層の高さ
低木冷罵被率
草本層の高さ
草本三岡被憂
欝苔膳の円陣率
出　現　種　数

エゾノサヤヌカグサーハンノキ群落

マアザミ一階ンノキ群集

　38　152

YM　OM
　36　　42

　9　　9
　20　　20

　70　250
　30　550

　0　　0
　　　　　18

　　　　70
　8

70

4　　3
玉0　　60

L4　1．2
60

　　　　5

22　　32

玉53

0M
　43

　9
　20
200

540

　0
　15

　75

　10

　10

　4
　20

0．8

　90

　34

Treηnarten　d．　Gese澱schaft＝

　レゴ。♂α〃粥α4麗αvar．3餌〃観碗3
　乙9θ73ゴα　02フ20ゴ493

Ken職一u．　？rennarten　d．　Ass。：

群落減分種

　アギスミレ
　エソ“ノサヤヌカグサ

群集標徴種および識別種

　マアザミ

　マツバスゲ

　ホソバノヨツバムグラ

群団、オーダーの標徴種

　ハンノキ

K
K

レ1

＋・2

　　〃3Z「μ㎜　　3ゴθδ0！（ゴ露

　cα2・θズ　∂ゴωθη醐層ε

　Gα伽”z〃諺磁甥var．
K二ennarten　　d．　Verbandes

加⑳ゆθ4鐸7κ招α如掬

u．　Ordnung：

K
K
K

●

●

・　　　牽

・　＋・2

・　　　十

●

o

÷

十

澄加π3　ブ0カ0吻0σ

躍α！Z43　ε2’召δ0♂4露

湾擁ツプ伽勉　4θ〃0ガ40ノン0η3

　Uゴ0如　 0θ紹0％η4α

　伽ρ0あθπ3　∫θが07ゴ

　レの獄πμ魏　ρ〃。α如甥

　鞠厩3θ如魏　α7〃θ郷6

　P〃θθ　た0鯵2α0ガ

　Rゐμ3　（z彿加9獺

var．　ず0η2θア甜03Z4η2

＆加20ρ加’08卿0　んア4ηηξ90ゴ493

晒4履η96α　カαη∫o麗～α’o

の砂♂ooo30伽6π3∫3　var．！θz4006α塑αf．躍030

〃θ躍‘πZ魏Ovar．加1認0εα
Roεα　ナπ忽〃耀07㍑

疎8Z6ε〃ε4脚　’30ん0幻0ε々琵

ル拐ππ3　9耀夕αηo

αz紹κ　4ゴ幼認α’（z

君0砂907塀挽　〃Z麗η∂θ乞9露

勿0の粥　’Zゆ4螂
PO砂ε毎0ノ～膨η　’γゆ∫θ70ン霧

中召θプ3如　詔ツα窺4々α

αθ0げηη〃3～43　♂万0々OCαゆ膨3

ズミ

　サトメシダ

　ツボスミレ

　ツリフネソウ

その他の種

　ヤブデマリ

　スギナ

　ミズ

　ツタウルシ

．イワガラミ

ノリウツギ

サワフタギ

ハイイヌツゲ

ノイバラ

ミヤマイボタ

ウワミズザクラ
カサス．ゲ
　　ナ　　　　　　　　　ロ

ミソソバ

シロ不

ジュウモンジシダ
サヤヌカグサ

クロバナヒキオコシ

B重　K
　　　　B2

　　　　S

　　　　B2

　　　　S

　　　　K

　　　　K

　　　　K

S

K
K
B1
王く

B董

B2
S

S
S

S

S
S

K
K
K
K
K
K

＋。2

4・3

重・1

　●

●

o

●

●

や・2

　十

　●
●

●

●

o

●

●

●

●

■

o

o

o

●

■

o

4・畦

　o

■

　○
王・2

率・2

　十

1・2

　●

　●

＋・2

　十

＋・2

　●

2・3

1・2

1・2

　÷

　十

5・5

2・2

1・2

　十

4。4

＋・2

　÷

1・1

牽・2

＋。2

牽・2

　●

2・3

　十

＋・2

牽・2

　●

＋・2

1・2

2・2

牽。2

牽。2

辛・2

2・2

5・5

　十

　十

牽・2

㎝
c◎

四聖1図ρ）種．．．顛．5erdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．．38：勘θ㎎7彪　如∂α如　クズ　S－1・1，勲αた7館　3偲η吻η3　var．魏α〃密ヘクソカズラ　S一＋，

Mガ30α窺13π3　3幼碑3蕗　ススキ　K－3捻，勘砂9伽癖η　痂加072の～εθ　ヤノネグサ　K－3・4，ノ～2加”α4如3　6θ泌∂吻θη3∫3　ケキツネノボタン　K－2・2，θ忽，癖η9σθSP．イ

ネ科の一種　K－2。2，Mo　3～α　4毎短加7α　ヒメジソ　K－1。2，％砂go，z罐刃　εゴ6∂o！4露　アキノウナギツカミ　K－1・2，＆かゆ鰐　z加。肱7σθ　アブラガヤ　K－1・韮，

ノz4η6駕ε　｛獅～43％3　var．　4θoψガθ7～ε　イ　K一＋，疎ψσ∫o万観z　o／3舞9｝2ε6　var。　画辮ク1宛〃∂！癩鋭ヒヨドリバナ　K一一一ト・2，β躍。π3　ノ｝oη403α　アメリカセンダングサ　K一

牽。2，κy”碗go　gプα6”珈。　ヒメクグ　K一牽，湾麗”o彿α　々6飴。々　・fボクサ　K一＋，乙μ4ω嬉如　6ρゴノ。飯。昭θ3　チョウジタデ　K一＋，、4”甜ηαoαη認記㍑1α勧甥ヘラオ

モダカ　K一＋，in　152＝磯鴫7〃3彪6α　o”05（Z　var．　1α卯誌　カマツカ　S一＋，αθ酌η　∂αゆ勿θ7加ε　リョウブ　S一一ト，廼ぢ3’9万α　かηo々ッ∂oオ2ッ3ヤマフジ　S一＋，
＆）γδ㍑3　00ンη，η㍑∫o　ナナカマド　S一＋，Cのん。’o∫oκz63　1～σγ7詐～g’o擁O　var。ηα”αハイイヌガヤ　S一＋，Wδ獄浄z雄zω7嬉舵ゴガ　ミヤマカマズミ　S一＋，　”θズ

8碑鋤♂如1o　フウリンウメモドキ　S一牽，勘み習。耀溺　3μ肋／劾溜タリンユキフデ　K一牽，勘ん確π廊徽　ρ4如認2ぞ　オオミズゴケ　瓢一＋・2，in　153：勘π加πo加33忽3
ず短。κ砂胆σ’α　ツタ　B2一＋，Uのz47ナ2z4㎜　4〃α∫α’～捌　 ガマズミ　S一牽，び加zμ3　メαρo窺。α　ハルニレ　S一牽，α紐。ク。（ガ凝η　g7σ6ガ1θ　var．　呪”’∫oαπ♂8　ヤマトウバナ

K一＋，0α”躍η　’耀61砂砂877ηπ”z　ヨツバムグラ　K一＋，ノ100勉如用　の露々毒死3θ　イブキトリカブト　K一＋，Cαπ♂α切惣9／19κπoεα　タネツケバナ　K一＋，動館ッ2ηκ3

0”カ131y〃π3ツリバナ　K一牽，5凄ゆ聞ε　ω露加4㎎θ　アイバソウ　K一牽，0ク！露”zθ撒3　獺4〃α’ガb’癬3　var．ブαカ。加。π∫　コチヂミザサ　K一一ト。

調査地　Lage　d．　Aufn．　38；Tada，　至matomi，Obama－shi，　Pr盗f．　Fukui　編井墜小浜市今欝多田，152，玉53：Fluβ　Amasugawa，　Imazu－cね。，Takashima－gun，
P癒f．Shiga　滋賀繋高島郡今津町三隅絹。



　8．山地先駆低木林　Monta澄e　Pionier－Strauchgesellschaften

17）タニウツギーヤマハンノキ群集

　Weigeiohortensis－Alnetumhirsuもaevar．
　＄ibiricae　（Tab．15）

　　　野坂山地西部の滝谷山、福井県嶺南地方の海抜400m以上のブナクラス域に

　　みられる自然性の崩壊斜面、林道など道路沿に人工的にできた切通し斜面や

　　崖錐斜面にはタニウツギ，ヒメヤシャブシの優回する崩壊地性低木群落が発

　　達する。この崩壊地性低木群落は日本海沿岸の多雪地域に広く分布し、タニ

　　　ウツギ，ヒメヤシャブシなどの種群によって特徴づけられるタニウツギーヤ

　　マハンノキ群集にまとめられる（Ohba　u．　S　ugawara　1979）。

　　　一般にヒメヤシャブシやタニウツギは貧養で立地の不安定な崩積土壌の堆

　　積する裸：地に活着、生育する先駆的陽生低木であることから、福井県内外海

　　半島のエンゼルラインなどの道路沿にみられるように、法面の早期緑化や法

　　面保全のためにしばしば植栽されるところも多い。

　　　タニウツギーヤマハンノキ群集の林床は常に砂礫の崩壊がみられ、きわめ

　　て不安定な立地となっているが、土壌の乾湿、隣接群落の相違によって林床

　　にみられる植物相は各二分ごとに大きく変動している。そのなかでフキ，ア

　　カソ，オミナエシなどは崩壊地性低木群落の林床に普通に多くみられる。
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Tab．15． タニウツギーヤマハンノキ群築

WeigelG　hortens玉s－
var．　sibirlcae

Alnetum hirsu宅ae

Laufende　Nr．

Feユd－Nr．

Grbβed．　Probefユ百che

H6he　U．　Meer　（m）

£xpositior｝　u，　Ne三9綾ng　（G

Hδhe　d．　Strauchschich記

Deckung　d．　Strauchschicht

Hδhe　d．　Krautsch三cht　　　（凱）

Deek韓ng　d，　Krautschicht

Artenzahl

（m2）

）

（期）

　　（％）

（％）

通　　し

調　　査

調　　査

海　　抜

方位およ

低木層
低木層
草本層
草本層
出　　現

4　　　　　ロ
曾　　　写

真　　号

面　　積

高　　度

び傾斜

の高

植被
の高

植被
種

さ

率

さ

率

数

　　　148

0逼一弓6
　　　　躊0

　　　420

　　　W25

　　　　　　5

　　　　8⑪

　　　　　0．4

　　　　40

　　　　29

Kennarten　d．　ASS、

〆11ημsρ朗4z4！o

玩～召ゴ9θ如ゐ0π97Z3歪∫

群集牛込種

　　ヒメヤシャブシ

　タニウツギ

S5遺
S2．2

Beg三eiter　　　：

　C！θ〃z70　1）ζ～7δfπεγ〃ゴ5

　盈7魏α辮θ〃3ブ0≠）0加00　var．0∂∫μ50メ0

　〆1ごθγ5fgウ0！ゴ2αηZ47刀

　Cα7「ρゴπZ‘3！α卸1〃0プ0

　＆ツ70ズグ0ρ0ηゴ00

　乙切4θ7ζ2θ7ツゴ乃プ000η）0

　厚夕4γα箆9θoρo毎。〃αオ。

　ノ～ノzμ5ゴζ7〃。洞房。

　メ10θプρ01ηzo’μ卿

　〆1087ρη～0”O　var．7ηα乃η0プ（Z々〃η

　（＝≧77θズ5／9η03！0‘乃♪，5

　0ρ々∫耀η忽∫雄z伽磁⑳ノゴμ∫vaLブの傭。με

　πμδz4ε‘70ごα確⑳1如3

　殴5！θ708θ履。漉εvar．5θ励。卯／θ厩。認ゴ5

　んオ7ゴηゴ0　かゴ〃0ε0

　レ∫0！σ々μ5ω2007ZO

　COη2カ2ピ7々220ζ「0鱒2〃3Z4πゴ5

　品〃49α碗go－o鷹O　var．03忽ゴco

　乙oo躍6α7αゴゴθoηO　var．θ∠o∫o

　勘！03ゴ’85ブく2ク02～ゴα7

　β0θ’～窺87fα∫γゴα45カゴ5

　Pb！ygOπε4魏ガ1痴77ηθ

　／肋ψんゴ‘07カく2θ｛2ガ”5ρ8プ物合

　勘～ニソ80㌶㍑撹〃Zな鴛∂θ航9訂

　厩θ擁349η置。彦。

　レゴが360ゴ8理8捻08

　功ρθγゴα4糀θγεc’μ7η

随　伴　種

　　リョウブ

　マルバマンサク

　コハウチワカエデ

　アカシデ
　　　　び　エコノキ

　カナクギノキ

　ノリウツギ

　ヌルデ

　イロハモミジ

　ェンコウカエデ

　ニシノホンモンジスゲ

　コチヂミザサ

　クマイチゴ

　イナ単調ク

　オトコエシ

　オオタチツボスミレ

　ツユクサ

　アキノキリンソウ

　ヤマニガナ

　フキ

　アカソ

　　ミズヒキ

　ヤフマメ

　　ミゾソバ

　ニガナ

　ヤマブドウ

　オトギりソウ

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

ユ，2

　十

　十

　÷

　十

　十

　幸

K3．3
K

K

K
K

K

K

K

K

K
K

K

K

K

K

K

K

L2
1．2

ユ．2

L2
1．2

ユ．2

　十

　十

　や

　÷

　十

　十

　十

　十

　や

Lage　d。　Aufn．　調査地rKawauch三δani，王磁azu－cho，　Takashi塒a－gun，

島郡今津町溝内谷，　Dat田n　d．　Aufn．　調査年月8；20．　Nov．1982

Pr～呈f、　Sねiga　滋賀票高

一60一



　9．海岸崖地風衝草原　W沁dexpo簸ierte　Rasen　der　KUste捻

18）ハマエノコローハマツメクサ群集

　　Setario pachystachyos－Saginetum　鶏axi－
　　mae（Tab．ユ6）

　　　　福井県大飯郡大島半島鋸騎の海岸断崖地前縁は海水の飛沫や強い潮風の影

　　　響を受けるきびしい環境条件下にさらされている。このような海岸最前線の

　　　自然裸地に接した海岸断崖地霧縁部の露岩の間の凹状地にうすく土壌の堆積

　　　したところにはハマゼリ，ハマボッス，オオウシノケグサ，ハマエノコロな

　　　ど玉年生あるいは2年生草本植物からなるハマエノコローハマツメクサ群集

．灘糠

Fig・19．鋸崎の海食崖にはハマエノコロ一鞭マツメクサ群集などの論義草原が発

　　　　　達している（大飯町鋸崎）。

　　　　Auf　den　K疫stenkliffSe貧twicke玉nsich　das　S　e　t　a　r　i　o　pac－

　　　　hystachyos－Saginetummaximaeundandere
　　　　windexponierte　Res　en　（25m　U．NN，Nokogirizaki，Oi－cho）．
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が発達している。すでに大島半島で報告されているオオウシノケグサーシバ

群落（F63如。σ　7πδ7α一Zoッ3毎　グσク。痂6α一Gesellschaft）やメノマンネン

グサ群落（εθ4％痂ブ砂。短6％甥一Gesel圭schaft）はともにハマエノコローハマ

ツメクサ群集にふくめられると考えられる（宮脇・藤原　1976）。　大島半

島鋸崎ではハマエノコローハマッメクサ群集の背後には、マサキートベラ群

集の代償植生とみられる海岸風衝草原のネザサーススキ群集が発達している

（Fig・19）　o

10．海岸砂丘植生　KIUsteRd這nen－Vegetation

　　　若狭湾沿岸地域の福井県三方郡美浜町松原や久々子海岸、同大飯郡高浜町

　　岩神や薗部海岸などには比較的広い砂丘海岸が発達している。また小規模に

　　発達する砂丘海岸も各地にみられる。しかし最近では防波堤、防潮堤また港

　　湾建設にともなう海岸線の埋立、改修などにより自然状態のよく保たれた砂

　　丘海岸は少なくなってきている。

　　　わずかに残された砂丘海岸に発達する砂丘植生は、常に海からの強い潮風、

　　飛砂、強い太陽光線などにさらされた不安定できびしい立地条件下に生育し

　　ているQ
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①
ω
i

Tab．16．　ハマエノコローハマツメクサ群鎚（9およびネザサーススキ群集（2＞

　　　　　　　　ユ：Setario　 pachystachyos －　Saginetum　 rn

　　　　　　　　2：Aru泊dinario　pygmaeo－Miscanthetum
Spalte＝

Laufende　Nr。：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnaぬme　（’82）　：

Gr6βe　d．　Probeflac払e　（㎡）　：

H6he　u．　Meer（m）：

Exposition：
N，igung　8）・

Hδhe　d．　Vegetation　（m）：

Deckung　d．　Vegetation　（％）　：

Artenzah王：

群　落　書目　号

通　し　番　号
調　査　番　号

調査年月　口

調

海

方

傾

植

植

出

査　面
抜　高

　生
　甲
山　目

積

度

位

斜

高

率

aximae
　sineτ1sis

ハ’マエノコローハマツメクサ蓬響集

ネザサーススキ群集

　88　　　　87　　　　84　　　玉10

KS　KS　KS　OS
　23　　　22　　　19　　　10

　7　　7　　7　　10
　24　　　24　　　24　　　28

　2　　L2　　－　　　9
　一　　　一　　　一　　　王5

　一　　一　　一一　NW
　一　　一　　一　　　10

0噛3　　095　　0齢5　　0．3
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　7　　4　　8　　11
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　17

　7
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0．4

　…
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　7
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19）　コウボウシバ群落：Co7θκρ％伽1α一Gesellschafも（Tab・17）

　　　砂丘海岸の前縁で砂の移動のはげしい立地には限られた種類の植物しか生

　　育できない。コウボウシバやコウボウムギなどのスゲ類は根茎を地下に深く

　　神長して砂の移動や飛砂に耐えて生育している。福井県大島半島の小浜湾に

　　　面して小規模に発達した砂丘海岸にはコウボウシバー種のみで構成されたコ

　　　ゥボゥシバ群落が生育している。

2のチガヤーハマゴウ群集

　　Imperatocyh獄dricae－Viticetumrotun．一
　　d　if　o　lia　e　ぐrab．17）

　　　　福井県大島半島にみられた小さな砂丘海岸において海岸線より後方の比較

　　　的安定した砂丘上には、群落：高が30～120cmの二二低灌木状に密生したハマ

　　　ゴウの優占するチガヤーハマゴウ群集が発達している（Fig．20）。

　　　チガヤーハマゴウ群集の構成種にはハマゴウにまじってチガヤ、ハマヒルガ

　　　オも高頻度で生育している。チガヤーハマゴウ群集は若狭湾沿岸地域ではもつ

　　　とも普通にみられる砂丘植生である。

21）ハマゴウーハイネズ群集

　　Vitici－rotundifoliae－Juniperetum　con－
　　f　e　r　t　a　e　（Tab．17）

　　　　福井県大飯郡高浜町岩神の砂丘海岸では、海岸前線と砂丘後背地のクロマ

　　　ツ植林の間の比較的安定した砂丘地には、常緑針葉低木のハイネズの優乱す

　　　る団塊状の叡山がみられる。群落組成や生育立地はチガヤーハマゴウ群集の

　　　それに類似しているが、群集標二種であるハイネズが優占することによって

　　　　　　　　　　　　　　　　　一64一



ハマゴウーハイネズ群集として区別される（Fig．21）。

、鯵欝「

灘譲．

覇1

磁r
簿．

簸

蕪1

盤鎌
Fig．20．　海岸礫地に発達するチガヤーハマゴウ群集の綾町性低木（大飯町大島）。

　　　　　Ander　Kiesk眞steentwickeltsich　das工mperatocyli．

　　　　　ndricae．Viticetumrotu捻difoliae
　　　　　（1mU．獄，Osh鋤，01℃益。）・

輪轍

訊シ、

薫絵鐘

、、

ﾕ螺麟窯懸

撫離

難購

轟轟欝．

Fig．21．　海岸砂丘地のクロマツ林の林縁に発達するハマゴウーハイネズ群集

　　　　　　　（高浜町岩神）。

　　　　　MantelartigesVitic圭rotundi£01童ae－Junip－

　　　　　eretumco難fertaeamPゴ鰍3飾翻6θ7μ一Forstaufde露

　　　　　KUsもen－DUnen（3m　U．　NN，lwagami，Takaha㎜一cho）．
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Tab．17．　海康砂丘樋生
　　　　　　　K茸stend員nen　Vegetation
　　　　　　　　1：Cσ㎎∬　ρz4η”α一Gesellsehaft　コウボウシバ群落

　　　　　　　　2：Imperato　cylindricae－Vitecetu醗　rotundifoliae　チガヤーハマゴウ群集
　　　　　　　　3：Viteci　rotundifohae－Juniperetum　confertaeハマゴウーハイネズ群集
　　　　　　　　盈：Mθε3θ湾魏伽4∫θ　禽∂〃ゴ。σ一Gesellschaft　スナビキソウ群落

Spalte：

Lauぞende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme　（’82）

Ort　d．　Aufnaぬme
Grδβe　d．　Probe£1蕊che

K6he　u．鍛eer（m）：
Exposition：
N・ig・・g　8）・

Hδhe　d．

Deckung

Hδhe　d．

Dec詮ung

（Signa王　　der

（㎡）1

Pr盗fekturen※）

Sもrauehschicht　（m）：

d．　Strauchschichむ　　（％）

K：rautsc難ichむ　（m）：

d．　　｝（rautschicht　　　（％）　　：

Artenza揺1

群　落　記　号
通　し　番　号
調　査　番　号

調　査　月 B

調査地（県名）

調　査　面　積
海　抜　高　度
方　　　’　　位

傾　　　　　　斜

低木層の高さ
低木暦植被率
草本属の高さ
草本麿植被率
出　現　種　数

128　　79
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出現1回の種　Auβerdem　le　einmal　in　Lfδ．　Nr．89二Co‘o認鰐　o砺6窃／α伽3　アオツヅラフジ　K一牽・2，C痂4廊甥．掴♪oη伽7ηハマゼリ　K一＋，乙yε珈oo雇σ
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イ　K一一←，in　671R躍πθκα09’oεα　スイバ　K一＋，in担0：ゐ。吻697αプoρo勾ゴ。σ　スイカズラ　K一＋・2，勘θ4θγ毎　εooπ4θπε　var．規α7薦規σ　ハマサオトメカズラ

K一＋，in　66：5切α7毎　加万（1甜　var．ρ06んン♂’σ6妙3　ハマエノコロ　K一＋・2。

調査地　Lage　d．　Aufn．：127，且28，65，66，67，68：0shima，　Oi－cho，　Oi－gun　大飯郡大飯町大島，79，89＝Kap　聾okogiri呂aki，　Oshima，　Oi－cho，

Oi－gun，大飯郡大飯町大脇鋸崎，玉40：Iwagmi，　Takahama－cho，　Oi－gun　大飯郡高浜町岩神。　※F：P戯f．　Fukui福井票。



22）スナビキソウ群落　Mθ∬67ε魏海詔毎3ゴ∂”詫。－Gesellschaft（Tab・17）

　　　福井県大島半島の適湿で比較的有機物に富んでいる後背砂丘地には、多年

　　　生草本のスナビキソウの優占するスナビキソウ群落が発達してる。スナビキ

　　　ソウは横に長くはう地下茎、よく分枝する地上部そして厚く両面に圧毛を密

　　生した葉をもち、きびしい環境条件の海岸砂丘地に適応した形態を示してい

　　　る。スナビキソウ群落にはスナビキソウのほかに、高被度、高頻度にハマヒ．

　　　ルガオが混生している。

　1L海岸崖錐地草本群落　Schuもthalden－Flure簸der　K飴もen

23）オニヤブマオーハマウド群集

　　Boehmerio－Angeliceもum　laponicae
　　（Tab．エ8）

　　　若狭湾沿岸の常神，内外海，大島，内海などの各半島の先端部にみられる

　　海岸侵蝕崖下の岩礫地など、岩の間の湿性で土壌の堆積したところにはハマ

　　　ウド，オニヤブマオなど好窒素生の高茎広葉草本植物の優占するオニヤブマ

　　　オーハマウド群集が発達している。海岸崖地など海から運搬された有機物が

　　堆積したところではオニヤブマオーハマウド群集が帯状に生育する状態もみ

　　　られる（Fig．22）。
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Fig．22．海岸崖地下部など海から運搬された有機物が堆積したところに生育する

　　　　　ハマウド（大飯町大島）。

　　　　肋9θ1磁ブ砂。物σauf　dem　Sp廿1saum　am　Meer（1m罎．NN，Meeres。

　　　　k冠ste　von　Oshima，Oi－cho）．
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Taむ．18・ オニヤブマオーハマウド群集

BoehmeriG－Angehce乞um japon三cae

も我矯£ende　Kr・

罫ξ｝ld一聾r・

師βed．　Probe艶che
£XPOS｝もio訟　U・　　Neigung　（o

驛ﾂheδ．　Vegetati。n（m）

L）豊cku：｝g　 d－　　Vegetation

識rt畝1zahl

（m2）

）

（％）

通

調

謁

方位
植

．権

出

し　　番　　号

査　　番　　号

査　　颪　　積

および傾斜
　　生　　　高

　　被　　　率

現　　種　　数

　　　　　77

KS一ま3
　　　　　　2

　S£40
　　　　　G．8

　　　　　70

　　　　　　9

玉《en螂記en　d・Ass　＝

．；r一一　　β06ノηη8擁0／ZO∫03θγガ‘60

　　／主η9θ／καノθか072ゴ00

1：．動
　　〃3ゆ～ζzoぬ旋27ηoμγ露ゴσ刃（2

　　COα7μ々4ε　0γウゴα〃ζZごZ45

　　碑θ7砂。カρμ5加鋤磁3var．αプθπα磁5

　　3磁0γゴ00ゴγ比距ε　var．カ00んツ5’αご1Zア5

　　布μ2η28復514‘ご4㍑ε

　　Cα1夕3’曜ゴ0　ε0’ゴ0㌶θ〃0

　　加〃～ツプZ43ブ0ρ0ηゴα43

群集標徴種

　オニヤプマオ

　ハマウド

髄　催　種

　ハマボ’ツス

　　アオツヅラフジ

　ハマベノギク

　ハマエノコロ

　　クサスギカズラ

　ハマヒルガオ

　　ハマエンドウ

3．3

2．2

3．3

L2
L2
ユ．2

　十

　十

Lage　d，　Aufn・　調査地　：Kap　Nokogirizaki，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
郡大飯町鋸崎，Datum　d．　Aufn．調査年月B＝24．

Oi－cho，

Ju1三　1982．

〇三一gun，　Pr琶f．　F曲u三 禰井曝大飯
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Tab．19．カサスゲ群集

　　　　Carlcetunl

Laufende　Nr．

Feld－Nr．

Grδβed．　Probeflache　　（m2）

Hδhe　U，　Meer（m）

Hdhe　d．　Vegetation　（m）

Deckung　d．　Vegetation　　　（％）

Arte鷺zah｝

dispaエatae

通　　し　番　　号

調　　査　　番　　号

調　　査　　齎　　積

海　抜　　高　度

植　　　生　　　高

植　　　被　　　率

出　　現　　種　　数

　14

1－6

　9
240
　0，8

　go

　4

Kennart　d．　Ass：

cα7θκ4ゴ3カα1σ如

Beg沁iter：

　動砂go脇魏地襯∂θ㎎露

　E娩0ε’θ卿σ銘甥δθ〃α伽剛var．η20知3

　加ρoπθαδ〃加プ〃α

群集標徴種

　カサスゲ

随　伴　種

　ミゾソバ

　ウワバミソウ

　ムカゴイラクサ

5。5

1．2

十

十

Lage　d。　Aufn．　調査地；Berg　Komagatake．　Kaminaka－cho，　Onyu－gun，

遠敷郡上中町駒ケ岳，Da加m　d．　Aufn．調査年月日122．　Juh　1982。

Praf．　　Fukui　　福井県

　12．湿生草原　Niedermoor－Vegetation

24）カサスゲ群集

　　Caricetum　　dispalatae　（Tab．19）

　　　　河川の後背湿地やヨシ，ガマなどの挺水植物群落の発達する低層湿原の岸

　　　辺には高茎のカサスゲの密生したカサスゲ群集が生育してる。一般にカサス

　　　ゲ群集の構成種は貧弱で平均出現種数は少ないが、カサスゲ群集は低層湿原

　　　のスゲ型植生としてもっとも代表的な群落である（Miyawaki　et　Okuda

　　　1972，宮脇他1982）。

　　　　福井県遠敷郡上中町の駒ケ岳東側斜面の小流水縁にカサスゲの優占する植．

　　　分がみられた。
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13．河辺冠水草原　Auenwiesen－und　R6hricht－Vegeもation

　　　若狭湾に流れこむ中小河川の北川，南川，佐分利川，関屋川，池内川そし

　　て由良川上流水系の上林川の流域には、ツルヨシ群集，セリークサヨシ群集

　　　そしてミゾソバ群集など各種の流水辺草本群落が発達している。

25）ツルヨシ群集

　　Phragmitetumjaponicae（Tab．20）
　　　北規の支流の遠敷川、池内川そして由良川上流の上林川など河川の上流～

　　　中流域にかけての急流辺にはしばしばッルヨシの優占するツルヨシ群集がみ

　　　られる。ッルヨシ群集は、河辺のヤナギ低木群落を形成するネコヤナギ群集

　　　（Salicetum　gracllistylae）などとともに流れの速

　　　い流水縁に帯状群落を形成する（宮脇・奥田　1975）とくに川幅の狭い山間

谷部の水田地帯を流れる小河

川では地上走出枝を長く横に

葡つたッルヨシが優勢に繁茂

する状態がみられる。ッルヨ

シ群集にはタウコギクラス，ヨ

モギグラス，ヨシクラスなどの

群集が多く生育している。

Fig．23．　内陸部の山間谷地を流れる申小河川沿いに発達するッルヨシ群集

　　　　　（綾部市光野町）。

　　　　Entlang　des　flieβe鍛denB（芝gba（滋s　vorkommendes　P　h　r　a　g　m　iひ

　　　　etum　japonicae（200mu．NN，Mitsuno－cho，StadtAya．

　　　　be）．

　　　　　　　　　　　　　　　　一71一



刈
卜O
I

Tab　20．　河辺冠水草療
　　　　　　　　Auenwiesen～Vegetat】on

1：Ph「agmitetum　laponicae　ツルヨシ群集
2：0enantho－Phalaridetum　arundinaceae
3：Polygonetum　thunbergii　ミゾソバ群集

Spalte：

Laufende　　Nr．：

Feld一｝ξr．＝

Datum　d．　Aufnahme　C　82）

Ort　d，　Aufnahme（Signal　der　Pr銭fek七uren※）

Gr6βe　d．　Probeflache　（㎡）

Rδhe　u．　Meer（m）：

Exposition：
N・ig・・gど）・

H6he　d．　Vegetaticn　（m）：

Deckung　d，　Vegetation（％）　：
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襟　　生
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出　現　帰

日
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積
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位

斜

高

率

数
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207　206

KS　KS
　6　　5
　7　　7
　23　　23

　K　　K
　55　　25

　83　　83

　0　　0
L5　　2
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　3　　4
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S
4
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6
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　F　　F　　K　　F
　9　　12　　玉　　1．5
　60　　　60　　　83　　　30

　8　　一　　一　　一

　5　　0　　0　　0
L2　　玉．1　　王．2　　0．8

　90　　　　90　　　　70　　　100

　6　　6　　3　　6
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　勘プ09甥露θ3　ブ0ρ0窺6α
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　勘！夕90ηπ〃Z　’ん麗η∂8㎎露
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　〆17ガθ翅∫3如　 力厚ηoθρ5

　勘砂90窺4㎜　　3彦’θゐ0’4露

群集標二種

　ツルヨシ
群集標嘱目

　クサヨシ
群集標臨画

　　ミゾソバ

その他の種

　アメリカセンダングサ
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　ヨモギ

　アキノウナギツカミ

5．5　　5．5　　5．5　　5！集　　5．5

o

●

●

o

1．2

1・2　1・2　　・
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　●

出現1圓の種　Auβerdern　je　einmal諭　Lfd．聾r．161；ゐ餌oo3αψ〃獅η　知加πゴ偲吻　テンニンソウ　＋，理σ’oε≠θ磁　撚6θ〃α伽彫　var．規のκ3　ウワバミソウ　＋・2，

海3ρσ’ゴθηε　’θ∬∫oη’ツリフネソウ　＋，in　41：0θη碑〃～θゴα凋η勿α　セリ　牽・2，動庸θ如初　α700π3θ　スギナ　1・2，G！θ酌。彫α　々94θηzo8α　var．　g昭η4お　カキド

オシ　＋，in　42＝的〃060砂’o　魏07漉魏α　ノチドメ　＋，0♪μ潮朗π3　魏伽如’ゆ〃忽3　var．知ρo勿。鰐　コチヂミザサ　＋，1～κ甥斜メoρoηゴ。％3　ギシギン　＋，in　208：
ρ∂砂90η班η　η0403π吻　　オオイヌタデ　　＋，　in　39：丹∠θα　々α彫σoゴ　ミズ　　＋，飽窺6π辮　 ∂ゴ3邸10α’z6魏　　ヌカキビ　　＋，A4ゴ0703！㎎勉鰐　　z厚辮伽θκ携　 var．　ヵ。砂3∫σoんッπ搬　　アシボ

ソ　　牽。

調査地　Lage　d．　Aufn．206，207，208；Fluβ　Ikeuchigawa，　Ikeuchi，　Maizuru－shi舞鶴市池内池内川，16L　Fluβ　Kitagawa，　Kutsuki－mura，

Takashima一一gun高脇郡朽木村北川，4L42：Shiraish五，Onyu，　Obama－shi小浜布遠敷白石，39：Tada，　hnatomi，Obama－shi小浜市今審多田
※K：P戯f．Kyoto　京都府　　S：P癒f．　Shiga　滋賀興，F：P酸f．　Fukui福井曝。



26）セリークサヨシ群集

　　Oenanth　o－Phalaridetum　　arundin　aceae
　　（Tab．20）

　　　　舞鶴市を流れる池内川の中流～下流域にかけての、増水時には冠水するよ

　　　うな流水辺には、クサヨシの優占するセリークサヨシ群集が発達している。

　　　一般にセリークサヨシ群集は流れのゆるやかな有機物に富んだ富養iな砂質粘

　　　土の厚く堆積した用辺に生育している。

27）ミゾソバ群集

　　Polygonet鷺mもhunbergii（Tab．20）
　　　　河川の中流～下流域にかけての流れのゆるやかな水際は、季節的な水位の

　　　変動のはげしい不安定立地であるが、そこには一般にミゾソバ，ヤナギタデ

　　　などのタデ属植物を主としたタウコギクラス（Bidentetea　tr－

　　　iparむiむae）に属する1年生草本群落が発達している。

　　　　水辺の1年生草本群落であるミゾソバ群集の構成種であるミゾソバは、し

　　　ばしば水際の湿潤な砂質粘土が礫間にうすく堆積した河床に、カーペット状

　　　に密生した群落を形成する。

　14・湧水辺植物群落　Quellflur－Gesellschafte鷺

28）エチゼンダイモンジソウ群落

　　εα短ノ勉gσαoθ7ゴノ6磁一Gesellschaft（Tab。21）

　　　　福井県にだけ分布の限られるエチゼンダイモンジソウの優占する植分が遠

　　　敷郡納田終の渓谷で調査された。植生高は20cmで70％の植被率を占め、エチ
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ゼンダイモンジソウが優占している。ほかにもアカバナ，アケボノソウ，ニ

ガナなどの多潤地を指標する多年生草本植物が生育している。この植分はエ

チゼンダイモンジソウを区分種としてエチゼンダイモンジソウ群落にまとめ

られた。

　エチゼンダイモンジソウ群落は渓谷部の半陰地で湧水のみられる岩板上に

生育している。近縁のウワバミソウーモミジチャルメルソウ群落と比較して

明るく、乾燥した貧栄養立地を指標している。

　本報でエチゼンダイモンジソウ群落は1植分調査されただけであるが、分

布が福井県だけに限られる地域性の強い植生である。生態的な同位群落に中

国，四国，九州地方からウチワダイモン2ソウーイワタバコ群集が報告され

ている（宮脇　1981，1982，1983）。
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29）ウワバミソウーモミジチャルメルソウ群落　E1認。舘θ駕σ％駕δθ”σ≠αvar・

　　駕のπ3－Mゴ”61σαoθ7勿σ一Geselischaft　（Tab．2i）

　　　京都府北桑田郡美山町の山地渓谷より福井県，滋賀県，京都府の日本海側

　　　に分布の限られるウワバミソウーモミジチャルメルソウの植生調査資料が得

　　　られた。植生高は20～45cmで70～80％の植被率で占められている。草本層に

　　　は優占種のモミジチャルメルソウ，ウワバミソウのほか、ミズタビラコ、ボ

　　　タンネコノメソウ，コチャルメルソウなど、また、ヌマハコベータネツケバ

　　　ナクラスの種群を混生している。また、蘇苔類のジャゴケ，ホウオウゴケ属，

　　　チョウチンゴケ属，シノブゴケ属などを伴うことが多い。これらの油分はモ

　　　ミジチャルメルソウ，ウワバミソウを区分種としてウワバミソウーモミジチャ

　　　ルメルソウ群落にまとめられた。　ウワバミソウーモミジチャルメルソウ群

　　落は上方を樹冠で庇陰された多忌地に生育がみられる。滲出水が常にあり、

　　　立地は岩盤上に細面の堆積した状態にある。雨縁群落のッリフネソウ群落が

　　　隣接してみられることもある。

　　　　ウワバミソウーモミジチャルメルソウ群落に近縁の群落として中国地方か

　　　らは、コチャルメルソウーウワバミソウ群落が報告されている（宮脇1983）。

30）ヒメレンゲーナルコスゲ群集

　　Sedosubtilis－Cariceむumcurvico11is
　　（Tab．21）

　　　　ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部で、草丈約20cmのナルコス

　　　ゲが団塊状に渓流沿いや渓流中の小岩上や誌上に生育している。ほかにもミズ

　　　タビラコ，コチャルメルソウ，ミゾホオズキなどが伴生しており、ナルコス

　　　ゲを標徴種としてヒメレンゲーナルコスゲ群集にまとめられた。
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Tab．21．　湧水辺植物群落
　　　　　　　　Quellfユurengeseiischaften

i：5a切％9σα067の磁一Gesellschaft
2　：Eン8’oε∫θ〃2σ　μ解∂θ’毎’α　　var．　解の腕∫一Mπθ〃α

3：Sedo　subtiHs－Cariceもum
Spalte：

Laufende　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme　（’82）

Grδβe　d．　Probef1琶che

Hδ短eu．　Meer（m）：
猛xposition：
N・i墓・・gε）・

Hδhe　　d．　　K二rautschicht

Deckung　 d．

Deckung　　d．

Artenzah1：

（mり

　　　　　　　　（m）：

Krautsc難icht　　（％）

Moosschicht　（％）

αoo7ηzθ一Gesellsc妓aft

　curvicOllis

群　落　記　号
通　し　番　号
調　査　番　号

調　査　月 B

調　査　面　積
海　抜　高　度
方　　　　　　位

傾　　　　　　斜

草本層の高さ
草本癩植被率
解苔腿植被逸
出　現　種　数

エチゼンダイモンジソウ群落

ウワバミソウーモミジチャルメルソウ群落

ヒメレンゲーナルコスゲ群集

　16　　　181　　　189

YM　YM　OM
　8　　24　　30

　7　’9　　　9
　23　　18　　18
1．5　0、35　　　1

380　　　500　　　360

NW　　E　SW
　80　　80　　80

　20　　45　　20

　70　　80　　70
　一　　一　　　玉0

　7　　3　　4

ま88　　　12　　180

0M　　王　YM
　29　　4　　23

　9　　7　　9
　18　　22　　18
0．2　　0．25　　　0．6

440　　　240　　　500

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　0　　0　　0
　20　　30　　20

　70　　60　　90

　30　　90　　－

　9　　9　　4
Tre繍arten　d．　Gesellschaft：
　＆Zκ雛α9α　αC9γ鋲）～毎

　M露θ〃α　　αoθ7∫鷺α

　αα’0ε’酬α伽6θ〃譲蹴var．〃吻駕3
Kennart　d．　Ass．：

　ω72κ　　0μ角リガ00〃ゴ3

Keno一一　　u．　Tren翻arten　　d． hδheren　　£i轟heiten　：

群落区分種

　エチゼンダイモンジソウ

　モミジチャルメルソウ

　ウワバミソウ
群集心隔種

　ナルコスゲ

上級単位の種
　　ミズタビラコ

　コチャルメルソウ

　ボタンネコノメソウ

　アカバナ

　タネツケバナ
　　ミゾホオズキ

　チャルメルソウ
その他の種

　ダイコンソウ
欝苔類

　ジャゴケ

5．5　　・

　●　　　一←

　・　　5・5

○ o

　魯　　　　　　　　　　0

4・4　3・3

1。2　＋。2

●

●

●

o

●

●

十

1。2　　3・3　　5。5

　7ン忽0勿0が3　∂7θρ∫ρθ3

　Mゴ’θ〃0　カσ麗0卯070

　C加ツ303ρ加忽御ノ中陣ゴvar．々∫o癖39
　励”0∂歪Z‘鯵2　ρy7プガ0ぬ0！0ク1曜溺

　ω耐σ斧2麹θ　ノ1θ∬駕0εα

　M伽4！鰐ηの。伽甜卜3var．ゴ妙。耽。
　ル1μ9〃（Z　3’ツ10ε0

－
　0θ忽彫　ブ0ρ0痂α‘獅

MOQse：
　COη0αψんα伽2η　00勿0銘ηZ

●

●

　0

1・1

　●

●

o

●

■

十

〇

●

o

■

●

●

○

十

●

十

●

●

，

●

の

●

十

1・2　＋・2

2。3

　0

o

o

　●

1・2

十

。

　●

2・2

　●

●

●

●

o

●

●

i

→o

出現1回の種　Auβerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．圭6：5漉7磁　6禰σ6〃認。　アヶボノソウ　＋，C＠惣ズ　∂1θρ加7ゴ‘αゆα　ショウジョウスゲ　＋・2，な碗3

4θη’α∫o　エガナ　＋，！13〃δθ≠伽幼醐gゴゴvar．　ooηgθε∫o　トリアシショウマ　牽，吻ρ伽。翻　sp．オトギリソウ属の一種　＋，1～妙駕勿ε紹g伽辮　7ψα万。ガ4θε　アオハ

イゴケ　　i・2，Z）躍ηoプ〃θ搬　加13～4∫α　ケゼニゴケ　　1・2，in董88：伽ρσ”醜3　’9鋸。万　ツリフネソウ　牽・2，のρθプゴ。π吻　θプθo如解　オトギリソウ　＋，躍1θα　勿勉α擁　ミ

ズ　　＋，βりP々η彪　　πooα8一α麓gガ09　キブりナギゴケ　　＋・2，β勿。勘y腕g面卿72　万。π！ごz7θ　タニゴケ　　3・3，　in　12：戸b砂go毎κ㎜　　”3μπδ8名g露　　ミゾソバ　　＋，　R（zπ麗πo”π3

cα窺。毎朋sおケキッネノボタン牽，Pκθα魏。邦go！記αアオミズ＋・2，Pり砂go脇↑ηッ◎肱sα∫o鰍辮ハナタテ　＋，in玉80：z4s擁！δθ魏聯τδθγ痔∫アカショウマ　率。

澗査地　Lage　d．　Lfd．翼r．　16：Nodaoi，醤a狛sh◎一mura，　Onyu－gua，　Pr配　Fukui　福井県遠敷郡名田庄村納朗終，181，180：Berg　Zukinyama，　Mlyama－
cho，　Kitakuwaもa－gua，　Pr義f．　kyoto　京都府北条田郡美山町頭巾山，189，188：F玉uβ　　｝iigashitanigawa　Miyama－cho，　Kitakuwata－gun，　Pr駐f．　Kyoto　京都府

北桑頒郡美山町葉谷川，　12：Berg　Komagata短　Kamlnaka－cho，　Onyu－gun，　Pr証．　F磁ui福井票遠敷郡上中町駒ケ岳。



　ヒメレンゲーナルコスゲ群集は比較的低温で流れの速い河川上流部にみら

れる。生育地は降雨に伴う増水で冠水するほかは乾燥しており、エチゼンダ

イモンジソウ群落，ウワバミソウーモミジチャルメルソウ群落に比べても向

陽地となっている。構成種のナルコスゲは岩隙に深く根をはり、しかも密に

群生するため、流水に対する抵抗性にすぐれている。ヒメレンゲーナルコス

ゲ群集には群苔類が常在的に生育し、水分の保持機能に役だっている。

　15．夏緑広葉樹二次林Solnmergr賢ne　sekundare　I．aubwalder

31）ウリカエデーコナラ群落

　　ノ16θ707α如θ9ゴノ∂1脇窺一Qπθγ6π33θγ7厩α一Gesellschaft（Tab．22）

　　　若狭湾沿岸地域およびその内陸部にかけての丘陵、山地には、農村や山村

　　　の里山として古くからくりかえされた火入、伐採などにより、常緑広葉樹林

　　　が成立するヤブッバキクラス域では自然植生であるスダジイ林やウラジロガ

　　　シ林の大部分はアカマツ林やコナラ，アカシデ，クリ，リョウブなど夏緑広

　　葉樹の優勢な落葉二次林におきかわっている。またイヌブナ林，イヌシデ林

　　　など自然性の夏緑広葉樹林の成立するブナクラス域下部においても高木層に

　　　コナラ，アカシデ，クリなどの優占する代償植生が広がっている。とくにコ

　　　ナラ林は福井県嶺南山地およびその山麓などブナクラス域下部に広く発達す

　　　る代表的な代償植生である（Fig．24）。

　　　近畿地方北部の丘陵、山地に発達するコナラ林の構成種には、高木層や亜

　　　高木層にコハゥチワカエデ，ウリカエデ，ウリハダカエデなどのカエデ類や

　　　キンキマメザクラ，カスミザクラ，ウワミズザクラなどのサクラ類が多数生

　　育しており、特定属の種類が優勢に繁茂しているといった特徴がみとめられ
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る。またコナラをはじめリョウブ，クロモジ，ネジキ，ヤマツツジ，ヤマウ

ルシ，ツクバネウツギなど同じ代償植生であるアカマツ林の構成種と共通す

る種群も多くみられる。これらの特徴をもつ若狭湾沿岸地域に発達するコナ

ラ林は、高木層に優占するコナラやウリカエデ，カスミザクラなどの種群よっ

て識別されるウリカエデーコナラ群落として区分された。

　福井県小浜市，同大飯郡大飯町，そして京都府舞鶴市西大浦など海抜10～

3001nの沿海部の丘陵、低山地にみられるウリカエデーコナラ群落（ベニシダ

下位群落）の林床にはヤブッバキ，ヤブコウジ，ジャノヒゲ，テイカカズラ，

ヤブラン，キヅタなどのヤブツバキクラス域の種群やヤ壷イタチシダ，ベニ

シダなど常緑シダ類が特徴的に生育している。

　一方京都府綾部市，同北桑田郡美山町，滋賀県高島郡今津町など海抜

100－800mのヤブッバキクラス域からブナクラス域にかけての内陸部の丘陵、

　　　　　　　　　　　．　　　　山地に発達しているウリ井上デーコ

ナラ群落（アオハダ下位群落）の林

床には、アオハダ，クロモジ，ホツ

ツジ，ミヤマガマズミ，オオカメノ

キ，ウリハダカエデ，タムシバ，ノ

リウツギなどブナクラス域の心念が

優勢に生育している。

Fig．24．舞鶴湾に面した丘陵斜面に発達するウリカエデーコナラ群落

　　　　　（舞鶴市佐波賀）。

　　　　、46θプ　07σ如69ガノb／脇魏一（2御θ70御3　3677α彪一Gesellschaft　am　Hang　des

　　　　Plateaus　an　der　Bucht　von　Manazuru（至5m　U．NN，Sabaka，Sta－

　　　　dt　Maizuru）．
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32）タリーミズナラ群集

　　Castaneo－Quercetum　crispulae　（Tab・23）

　　　　若狭湾沿岸部では海抜400rn以上、そして内陸部の福井県嶺南地域の山地で

　　　は海抜300m以上はコナラ，クリ，ミズナラ，イヌシデなど夏緑広葉樹の優勢

　　　に生育するブナクラス域となる。また夏緑広葉樹林帯の自然植生を代表する

　　　ブナ林が発達してくるのは海抜500m以上の山地である。しかしブナクラス域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のブナ林、イヌブナ林などの

自然植生の大部分は、古くか

らくりかえされた伐採、火入

などの人為的干渉により、海

抜400～900聡の範囲の山地帯

は代償植生であるタリーミズ

ナラ群集，ウリカエデーコナ

ラ群落，スギ植林におきかえ

られている（Fig．25）。

F19．25．　内陸部の山地にはタリーミズナラ群集などの夏緑広葉樹二次林が広く発

　　　　達している（今津町天増川）

　　　DasCastaneo－Quercetumcrispulaeist
　　　heutzutage　mi重andem　sQ㎜ergru且en　sekund護ren　Wai至dern，童m’ber－

　　　gigen　Bi㎝e負land　weiガverbreitet　sihd（600m汲．NN，Amas㎎a－

　　　wa，王maZU℃ho）．
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　島国山地および近畿地方北部のブナクラス域に発達するミズナラ林は高木

層に優占するクリ，コハウチワカエデ，アズキナシなどの種群によって特徴

づけられるタリーミズナラ群集である。タリーミズナラ群集は、沿海部では

内外海半島久島山ケ岳や青葉山の山頂付近に発達している。一方面陸部では

福井県と滋賀県の県境を形成する野坂山地西部の雲谷山（787m），三十三間

山（842m），三重嶽（974m），三二ケ嶽（865m），駒ケ岳（7801n），百里ケ

岳（93ユm）などの山稜や、福井県嶺南地域と京都府との県境を形成する丹波

山地にある八ケ峰（8001n），三国岳（776m）の海抜500m以上はタリーミズナ

ラ群集が広く生育している。

　滋賀県高島郡今津町や朽木村そして京都府北桑田郡美由町三国岳（776m）

などの山地に発達するタリーミズナラ群集の林床に生育するヒメアオキ，エ

ゾユズリハ，ムラサキマユミなど日本海要素の種下によって特徴づけられる

ヒメアオキ亜群集がみられる。また丹波高地北部の長老ケ岳（9工7m）には、

群落高が6～14mと低く、多くは亜高木層を欠いた丁令の樹林からなるオ

オイワカガミ亜群集がみられる。

　16．常緑針葉樹二次林　Nadelholz－reiche　Sekundarwalder

33）ヤマウルシーアカマツ群落

　　1～勧ε〃ぢ6ぬooσゆ。「躍π忽346鴛3切070－Gesellschaft　（Tab．24）

　　　　福井県三方郡三方町、同遠敷郡上中町、同小浜市、同大飯郡など若狭湾沿

　　　岸地域の丘陵地には古生代堆積岩類（主として砂岩，粘板岩，輝緑凝灰岩）

　　　を母材とした乾性褐色森林土壌が発達しているが、そこにはアカマツ植林あ

　　　るいは半自然的に成立したヤマウルシーアカマツ群落がヤブコウジースダジ

　　　イ群集，シラカシ群集，ヒメアオキーウラジロガシ群集，シキミーモミ群集

　　　の代償植生としてひろがっている（Fig．26）。
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　　蟹繋講　．・
　、一難纒

Fig．26．若狭湾沿岸の半島，丘陵に発達しているヤマウルシーアカマツ群落

　　　　　（大飯町和田山）。

　　　　R勧5”ゴ。加607加一P加％34θηεゴノZoプσ一Gese圭lschaft　auf　dem　Pla－

　　　　teau　der　H：alblnsel　in　der　Bucht　von　Wakasa（200m　U．NN，Wad－

　　　　ayama，Oi－cho）．

　福井県嶺南地方南部の県境沿の山地帯ではアカマツ林の生育する立地は山

地斜面の尾根部に限られ、代わりにコナラ，クリ，ミズナラなど夏緑広葉樹

を主とした代償植生が多くなってくる。

　一般にヤマウルシーアカマツ群落は亜高木層を欠き3層構造の林分が多い。

ヤマウルシーアカマツ群落の林床には、生育立地に対応したいろいろな段階

の種類組成、階層構造がみられる。大島半島の海抜20～250mの由地、丘陵地

にみられるヤマウルシーアカマツ群落は、林床に生育するシロダモ，ヤマモ

モ，サカキ，ベニシダ，トキワイカリソウなどの種群によって特徴づけられ
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る。沿海部に発達するヤマウルシーアカマツ群落の大部分はヤブコウジース

ダジイ群集を潜在自然植生とする立地に生育していると判定される。また沿

岸部や内陸部の急峻なやせ尾根などにみられるヤマウルシーアカマツ群落は、

林床に生育するナツハゼ，アクシバ，サイコクミツバツツジ，ホツツジ，イ

ワナシなど多くのツツジ科植物によって特徴づけられる。内陸部に生育する

ヤマウルシーアカマツ群落はヒメアオキーウラジロガシ群集，シキミーモミ

群集を潜在自然植生とする立地に生育していると考えられる。

　17．暖地生先駆低木群落　Thermophile　Pめnier－S加auchgese11schaften

34）クサイチゴ一心ラノキ群集

　　Rubo　hirsuむi－AraIietum（Tab．25）

　　　　若狭湾沿岸のヤブッバキクラス域の一般舗装道路、林道などの道路沿また

　　　造成地、土砂の廃棄場などの周辺には暖地生先駆低木群落であるクサギーア

　　　カメガシワ群団に属するクサィチゴータラノキ群集が発達する。

　　　　一般にクサイチゴータラノキ群集の群落高は5～8m前後で上層にアカメ

　　　ガシワ，カラスザンショウ，タラノキ，ハゼ，ネムノキなどの陽地生の先駆

　　　的夏緑樹が優占し、林床にはウツギ，クサギ，ヌルデ，ゴンズイ，コウゾ，

　　　キブシなどの落葉低木をともなっている。クサイチゴータラノキ群集の生育

　　　立地は不安定な崩積砂礫地であることから草本層にはイタドリ，アカソなど

　　　の寺外が高頻度に生育している。また土壌の水分状態、隣接群落の違いなど

　　　によって林床の植物相は群落ごとに大きく変化している（Fig．27）。
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Fig．27．道路沿い，土捨場などに先駆的に発達するクサイチゴータラノキ群集

　　　　　　　（大飯町大島）。

　　　　　Als　Pioniervegetation　entlang　der　Wege　e漁twickelt　sich　auf　ab－

　　　　　ge里adenemBodendasRubo　hirs登ti－Ara｝圭etum

　　　　　’（15m　U．NN，Oshima，Ol－cho）．
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CQ
鉢

Tab．25．　クサイチゴータラノキ群藥

　　　　　　　民ubo　　hirsuti－Ara玉ietum

Laufende　　Nr．：

Feユd－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme　（’82）　二

Grδβe　d．　Probeflache　（m2）
H6he　　u．　　Meer　（rn）　　：

Exposition：
N・igung　8）・

H6he　d．
Deckung

Hbhe　d．

1）eckun竃

H6he　d．
Deckung

Baumschicht　一ユ　　（m）　：

d．　Baumschicht　・．1　　　（％）

Strauchschicht　（m）　：

d．　Strauchschicht　　（％）　＝

Krautschich毛　（m）：
d．　Krautschicht　　（％）　：

Artenzahユ＝

通　し　番　号
調　査　番　二

二　査　月　田

調　査　面　積
海　抜　高　町
方　　　　　位
傾　　　　　斜
高木属の高さ
高木麟植被率
低木厨の高さ
低木騰植被率
草本艘の高さ
草本三脚被率
出　現　種　数

126　　22　　47

0M　YM　YM
　50　　16　　40

　9　　9　　9
　21　　玉7　　20

　50　　50　　70
　ユ5　　 360　　 4io

NE　SW　　W
　20　　30　　35

　5　　8　　7
　70　　70　　80

　2　　2　　3
　40　　30　　40
0．3　　0、5　　0．8

　20　　40　　50

　45　　40　　32
K：enn－　u．　Trennarten　d．　Ass．：
　oθ御’9ガ6～　07θ刃αガα

　PO砂90窺4辮．6同期∫4σ三日

　α（ZOぬツ7Z13　カ7αθ00κ

　C’θ70dθπ0170％　’短0ん0ガ0海％海

　伽ε4330η召’ゴ（Z　々α2ガη0々ガ

　ハ3’θ7α9θ履0ガゴθ3var．3θ漉0勿／伽0醐1ゴ3

Kennarten　　d．　Verbandes：
MO〃0’κ3　ブαク0吻0μ3

沌のた。　知々6万∬勿

飴9αηZ　（Z〃α疵0ゴゴθε

R乃ε43　3鐸ooθ4｛2η9α

〆17α！毎　　θ〆認σ

Co　7η鰐　∂7αoんツρ04｛z

尺御∂忽3　07厩α曜〃b～脇ε

趨‘η謝α　（7π飲～3ゴ0ゴ018∫

CO2βηκ3　00η〃0θθ増（Z

π1z麗3　プαθo擁。α

　《40グ御3　60吻δyoゴ3

Begleiter＝

　β0曲勉θ万α　〃ゴ0復砂ガ3

　Mガ36α搾ず々μ3　339ア～θ刃33’ε

　湾。んツ忽η酌θs　／a冨7ガθガ

　PO砂90ηπ辮　ノぎ～蜘7御θ

　Rμ∂影3　ρ‘∫〃π認忽3

　的4昭蕗9θα辮α6プ0帥躍Ovar．00㈱吻’σ
　↓Fθゴ94α　1～0興ずθηSゴ3

　磁7ηδZ40駕3　3詑δ0！dガ〔Z麗α

　Cα〃καゆα　ゴoρo鋭。α

　PO砂3’ゴ01臨辮　〃ゆ彪70η

　Cα7傑　ノb々03ゴS3ゴ剛α

　ρ0砂3琵0ん駕彫　プθ〃030クσ1θα0θZ4㎜

群集標徴種および識別種

　ウツギ

　イタドリ

　キブシ

　クサギ

　コウゾ

　シロヨメナ
群麟標画図

　アカメガシワ

ネムノキ

カラスザンショウ

ハゼ

タラノキ

クマノミズキ

クサイチゴ

ニガキ

ミズキ

ヌルデ

　ヤマグワ

随伴種

　アカソ

　ススキ

　ヒナタイノコズチ
　ミズヒキ

　ナガバモミジイチゴ

　ヤマアジサイ

　タニウツギ

　ニワトコ
　ムラサキシキブ

　ジュウモンジシダ

　オクノカンスゲ

　サカゲイノデ

S

K
S

B
S

K

2。2　　2●2　　2。3

＋・2　　＋02　　2●2

　一ト　　1・2　　・

　・　　1・1　　・

　・　　　÷　　　　。

　・　　1・2　　。

B　　　4・4　4。3

S　　牽・2　　・

BS　　＋　　ユ。2

B　　　。　2。3
B　　　j。工　　・

B　　　2。2　　・

S　　　1・2　　・

S　　　＋　　・
K　　　＋　　　・

S　　　・　　＋
B　　　　・　2・1

B　　　　・　　率

S　　　・　　＋
S　　　・　　・

K
K
K
K
S

S

S

S

S

K
K
K

2・1

　●

2・2

4・4

　●

　，

●

●

o

●

，

●

●

十

＋　畢・2　2。2

1・2　　牽　　　・

十　　　・　　　十

　・　　　十　　　十

・　2。2　2・3
　・　＋。2　1・1

・　　＋　　3・3

　・　　　十　　　十

　・　　　十　　　　十

・　2・3　＋・2

　・　＋・2　＋・2

　・　　　÷　　　牽

出現1回の種　Auβerdem　je　einmal　in　I．εd．　Nr．126：魚乳yαゴoρo疵60　ピサカキ　S一＋，勘64θ7毎　εo碑4θ麗var．鋭α〃♂　ヘクソカズラ　K：一＋，

R伽3’7励06θゆα　ヤマウルシ　S－1。2，ゐ勿4θηg如粥α　ヤマコウバシ　S一＋，1勉gα履　辮α窺。肱7詫。　イヌザンショウ　S一ト，湾々θ∂毎　〃琢漉σ彪　ミツバアケビ
S一＋・2，測θ狛∂～αε∫z43漉3’ゴ6ん鰐　var．　g如加7　ネザサ　S－2。2，＆η〃礁　6加ηα　サルトリイバラ　S一＋・2，Coり21oρ3ゴ3　go’o碑α　コウヤミズキ　S一＋・2，

飽認。ω廊。　如用θ彫。εo　キ1，　S～＋，」町9万4伽”z　σg鋤／勿κ窺　ワラビ　K一＋・2，β毎θηε　〃。η40εα　アメリカセンダングサ　K一率。2，」馳θ万∫　溜〃∫晒40　イノモトソ

ウ　K一÷，E擁g970η6σηα4碑εゴε　ヒメムカシヨモギ　K一＋，躍ππ34伽ε認07σ　アカマツ　K一牽，、4ガθ7加3彪　ρ7勿αψε　ヨモギ　K一＋・2，加。伽。α　切4磁　var．

♂αo勿ゴα如　アキノノゲシ　K一＋，∠）7ツoρ紹万3〃ツ魏70εoη　ベニシダ　K一＋，0θπo魏87σθη〃～70s⑳α如　オオマツヨイグサ　K一＋，・43∫θプα9θ㎎∫砺4θεvar．

o躍∫z6ε　ノコンギク　K一一ト，肋初如ッ窺α　oo毎σ’α　ドクダミ　K一＋，Coo6〃鰐　o吻。〃α如3　アオツヅラフジ　K一＋，R幼η3　痂67ηρ妙〃μ3　ニガイチゴ　K一＋，
C1切oρ04癩勉　物詫ηπ”3御目　イヌトウバナ　K一＋，ル万070！θρめ　ρ3θπ40一ε’万go3α　フモトシダ　K一＋，助忽εθ’復魏　αプ〃θπ39　スギナK一＋，qyolo30γ麗3　αo忽駕〃zo’π3

ホシダK一＋，C併η2η9／勿αoo　7η7η〃3ガ3　ツユクサ　K一＋，御ρ97宛μ獅θ7go如飛オトギリソウ　K一÷，．47∫θ励3彪　々θゴ3々θα初イヌヨモギ　K一＋，1⊇yε伽αo屠αブ＠o勉。α

コナスビK一計，βoo肋zθησ！oη幽ε餌。α　ヤブマオ　K一＋，Cα㎎κ’微oo6〃07αアオスゲK一＋，in　22：π1ゴ5’θ7如，〃。万∂観4α　フジ　B一．．1・L∠）κ呪α5彪

〃雛300彪　ノササゲS一牽，（2乏4676κ3εo勧勿α　ウラジロガシ　S一＋，5￥y瓶劣ブ砂。短α63　エゴノキ　S一＋，的47僻gθα加πα　コアジサイ　S一＋，（並乞ρ切鰐

齢。勿η03肋　イヌシデS一＋，．40θ7㎜oπo　var．魏α7溺。プ∫αz〃館　エンコウカエデS一＋，丹〃03砂ηκ加幼昭　オオバアサガラ　S一＋，Rπ∂κ3　加々。，～伽3ガ3　ミヤマフ
ユイチゴ　K一＋・2，0ρ1ゴε規gπ鰐～429伽1α’ゆ〆伽3var．ゴ。ヵ。窺。κ3　コチヂミザサ　K－3・3，＆）6伽zθ吻ηψo解。ηゴ～ノθα　カラムシ　K一＋，％77θアαππo漉紹　var．

型押。〃zε　チャボガヤ　K一＋，／1用ク810ρ画3　∂惣θψθ4％％o〃α如　ノブドウ　K一＋，Wo1α　θ6惣6観4α　ツボスミレ　K一＋，1ヴ。如　82ッヵooθ7αε　var．　6擁1誌　コタチツ

ボスミレ　K一＋，％！yg伽。’π7ηル100∫〃辮　ナルコユリ　K一＋，αプ蜘規　伽醐gθ万　ヒメアザミ　K一率，in　47：Cθ1∫誌ブθε30θη舘3エゾエノキ　B－2・1，

翔9γ03’y7砿　oo　7ッ2η∂03α　アサガラ　S一÷，∠）の30079αメαρo加。α　ヤマノイモ　S一＋，24々。θ0　3θ7勉’o　ケヤキ　S一＋，痔’θα　1zα規α加　ミズ　K－1・2，

π66〃ση酌με〃ガ。ゐ06σゆz43　クロバナヒキオコシ　K－2・3，A4ゴ6703融g伽η3加2加22θz4解　var．ρo砂s∫α‘勿観2　アシボソ　K一＋，加ρoガ6α　δ〃∂漉忽　ムカゴイラクサ

K一＋，κ2γγ如ブ＠o吻。σ　ヤマブキ　K一÷，、45陀プαgθ7認。昭θ3　var．392η如魏ク1θ短。α〃ゴ3　イナカギク　K一＋，・47αoん窺04θ3　ε躍π4∫sん毎　リョウメンシダ　K一＋，

D碑）07z4勉　3θ33〃θ　ホウチャクソウ　K一＋，1℃砂goησ頗彫　如ε忽”’1沼辮　ミヤマナルコユリ　K一＋，・4プゴεαθ㎜α　ブσ♪o海α槻　マムシグサ　K一＋，飽’σ3露θ3　ノ砂。π多伽3

フキ　K一＋。

調査地　Lage　d．　Aufn．　i26：0shima，　Oi－cho，　Oi－gun，　P哨f．　Fukui禰井票大飯郡大飯町大島221Jingotani，　Mie，Natasho－mura，　Onyu－gu漁，

Pr謎．　Fukui編井県遠敷郡名騒旺村三重仁蕪谷，47：Berg　Hyakurigatake，　Onyu，　Obarna－shi，　Praf．　Fukui福井県小浜市遠敷百里ケ岳。



　18．林縁植物群落　Ma凱elgese11schaften

35）オオツヅラフジーマタタビ群集

　　Sinomenioacuti－Acもlnidieもumpolygam－
　　ae（Tab．26）

　　　　ヤブツバキクラス域上部、カシ林域からブナクラス域下部にかけての渓谷

　　　余田面にはマタタビの優例した下縁生ッル群落が普通にみられる。福井県遠敷

　　　郡名田庄村で調査されたマタタビ優占植分はマタタビ，オオツヅラフジを標

　　徴種としてオオッヅラフジーマタタビ群集にまとめられる。

　　　植分は支持体を含め高さ4m、植被率は90％である。標徴種群のほか、ノ

　　　ブドウ，ヤマノイモ，ヤマフジなどのツル植物や、キブシ，ヤマグワ，ウツ

　　　ギなどの野縁生の夏緑低木類が混生し、全体でユ7種の出現種が認められた。

　　　植分内にはサワグルミ，ジュウモンジシダなどが混生しておりサワグルミ林

　　　の潜在立地であることを指標している。生育地は道路に面した崩壊性の礫地

　　　で、豊富な地下水に潤されている。

　　　　オオツヅラフジーマタタビ群集をはじめとするカシ林子を中心に分布する

　　　マント群落植生はボタンヅルーモミジイチゴ群団（Clematldo

　　　ap呈ifoIlae－Rubion　paImati）にまとめられている。

　　　オオツヅラフジーマタタビ群集はボタンヅルーモミジイチゴ群団の申では一

　　　般に湿潤で不安定な立地に多く生育している。
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Tab．26． オオツヅラフジーマタタビ群藥

S三nQlnenio　　acuti－Acもinidietum

Laufende　Nr．

Feld－Nr．

Gr6βed．　Probef猿che

H6he　U．　Meer　（m）

Exposit三〇n　u．　Neigung　（c

H6he　d．　Vegetation．（m）

Deckung　d．　Vegetation

Artenzahl

（m2）

）

（彩）

通

調

調

海

方位
櫨

植

出

し

査

査

　　抜

およ
　　生

　　被

現

po｝ygamae

番　　号

番　　号

面　　積

　　　　高

び傾斜
　　　　高

　　　　率

種　　数

　　　ユ7

YM－9
　　　12

　　250

NW40
　　　　　4

　　　90

　　　17

Kennarten　d．　Ass＝

　　〆16≠∫η∫4ゴ（2ρ0～ア9αη2（～

　3∫η0η2θη3μη2　004∫μη2

Kenrl一一u．　Trennarten　d． hbheren　Einheiten　：

　3≠ζκんyμ7Z4εργ0θ00κ

　砂47ση9θ07ηOCプ0帥ン〃αvar．　oo駕，η吻∫0

　〆1田力θ10ク∫∫ε∂γαノゆθζ♂Z4πα41ζπ0

　ルゴ0プZ45δ0η2∂ア0ゴε

　餌μ’a置’o　o7θηζz’（z

　Oゴ05‘0γ80ブαρ0，Zガ‘O

　ZO”〃ZOκy伽ηZρψθ7ゴぎμ卿

　紅／ゴ訂8毎α∂プ00／1ツ∂0’7ア5

　　伽4θ7「ゴ0　50ση6θπ5　var．　，ηαfγθガ

Begleiter　：

　P『θ700α7ツ己7γノ20継々0

　　勲1二ygO73Z4卿　∫ん脚2ウθ㎎ゴガ

　ノ1あ2ε4ε　εゴθδ0！4∫0ηζZ

　／7妙αごfθη∫η0！ゴ’（2控9〃’θ

　PO砂∫海6～ZZ4η2’7ゴρ’θプ0刀

　勘〃04θ！ρ乃μ3εα∫5麗η～ガ

群集標徴種

　マタタビ

　　ツツ“ラフジ

上級単位の標徴種および識別種

　　キブシ

　ヤマアジサイ

　　ノフドウ

　　ヤマグワ

　　ウツギ

　　ヤマノイモ

　　サンショウ

　　ヤマフジ

　　ヘクソカズラ

随　伴　種

　　サワグルミ

　　ミソソバ

　　オオバヤシャブシ

　　キツリフネ

　　ジュウモンジシダ

　　バイカウツギ

4．4

2．2

L2
1．2

1．ユ

ユ．1

ユ．1

　十

　÷

　十

　十

2．ユ

2．2

1．董

　十

　十

　十

Lage　d．　Aufn．調査地：Notaoi，　Natasho－mura，　Onyu－gun，

圧村納田終，　Datum　d．　Aufn．調査年月臼：23．　Juhユ982。

Praf．　Fu｝ζui　福井県遠憂攻郡名田
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36）ボタンヅルーウツギ群落

　　C16駕α海3の蛎∂1短一Dθ曜2ゴα6γ6ηα診。－Gesellschaft　（Tab．27）

　　　　京都府北桑田郡頭巾山ではノブドウの優占したマント群落が調査されてい

　　　る。この植分はナガバモミジイチゴ，コァカソ，ボタンヅルなどを区分種と

　　　してボタンヅルーウツギ群落にまとめられた。

　　　　植分は高さ2m、植被率は100％に達する。優占するノブドウのほか、区

　　　分種群、さらにアケビ，ヘクソカズラ，ヤマフジなどのツル植物、ウツギ，

　　　ノリウツギなどの夏緑低木類が生育している。出現種類は2ユ種である。生育

　　　地はスギ植林と渓流にはさまれた緩傾斜地である。土壌には巨礫が多く、そ

　　　の間隙に砂礫が堆積している。渓流の増水による植生の撹乱はまれである。

　　　　頭巾山のノブドウ優昏昏分は村上（宮脇　1983）によるボタンヅルーウツ

　　　ギ群落と種類組成的に同質であり同じ名称が胴いられた。オオツヅラフジー

　　　マタタビ群集とともに、ボタンヅルーナガバモミジィチゴ群団に含められる

　　　植生である。五彩ツヅラフジーマタタビ群集と比較してやや乾性な安定地に

　　　生育している。
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Tab．2了． ホ：タンヅルーウツギ群落

αθ解4”30ρゴ⑳～忽一Z）θμ’読oo7θη（z’o－Geseユ1schafも

Laufende　Nr．

Feld－Nr．

Grδβed．　Probef三ache

Hδhe　U．　T》三eer　　（rn）

Exposition　u．　Neigung　（0

9δhe　d．　Vegetation〈rn）

Dec註ung　d．　Vegeもation

Aτtenzah1

（m2）

）

（％）

通

調

調

海

方位
櫃

樋

出

し

査

査

お

現

抜

よ

生

被

番　　号

番　　号

面　　稜

　　　　高

び傾斜
　　　　高

　　　　率

種　　数

　　　ユ82

YM－25
　　　　　ユ2

　　　380

　NE20
　　　　　　　2

　　　100

　　　　　2ユ

Trennarten　d．　Gesellschaft；

　闇闇5加加。嬬

　動9加zθ加里加∫o

　αθ脚∫ゴ3ゆ面〃o

Kenn－　　u．　Tr罰narten　d．　hδheren　Einhe三ten：

　メ1ηZ〆）9！0ρ5ゴ3∂7α厚ρθゴμπ（7μ～0∫0

　〆抽θ∂ゴ。　（7z4ガησず。

　勘θ4個口ゴα　S‘σηゴθη3　var．　，ηζZ〃θゴ

　D即ご訂’o‘7朗。’o

　c夕，2αηoんz〃η　ωf⑳ハゴ露

　〆1‘々η∫4ガ0カ0砂907η0

　1かゴ7副8goか伽。〃。ごα

　阻3∫2加∂7αo妙∂oの15

　1かゴγα”9θ0魏0σγ0帥ツ〃Ovar．0‘蹴勿認0

　0ゴ0ε00プα7メ【2ク0πゴ00

　1！πゴ3〆ZθκZ4050

　摺り，〃α融融3／Zθκπ05με

Sonstige　Arten：

　Co7脇5ω7z’70びθγso

　舅！窃9θ！ζZゐ0γ∫α23ガ3

　乙ゴ，Z46γ（2　θ7ツ’ぬ70Cα7カO

　Co〃磁ゆ。グ。カ。痂。

　π1；μ30η2ウゴ9ε40

　勘砂go纐切畑襯∂θ忽が

群落区分種

　　ナガバモミジイチゴ

　　コアカソ

　　ボタンヅル

上級単．位の標徴種および識別種

　　ノフドウ

　　アケビ

　　ヘクソカズラ

　　ウツギ

　　コイケマ

　　マタタビ

　　ノリウツギ

　　ヤマフジ

　　ヤマアジサイ

　　ヤマノイモ

　　サンカクヅル

　　コバンノキ

その他の種

　　ミズキ

　　タニウツギ

　　カナクギノキ

　　ムラサキシキブ

　　ツタウルシ
　　へ　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　ロ

　　くソソバ

2．8

L1
　十

4．4

2．3

1．ユ

ユ，ユ

1．2

　牽

　十

　÷

　率

　十

　や

1．ユ

L2
　十

　十

　千

　十

Lage　d．　Aufn　　調査地　l　Berg．　Zukinyama，　Miyama－cho，　K1もakuwata一一gun　Praf．　Kyoto

都府北桑田郡美由町頭巾山，　Datum　　d．　Aufn．　調査葎月日：ユ8，　Seμ．1982，

京

一88一



19．伐採跡地群落　Schlaggesel璽schaften

　　　　自然林，二次林，植林などの森林植生が伐採、山火事などによって二次的

　　　に広げられた開放空間は、先駆的草本期，夏緑低木期，高木林といった二次

　　　遷移が展開する場となる。森林の伐採された跡地や山火事跡地では、表土は

　　　著しく撹乱を受けるが、表層に残された腐植は、十分な陽光と酸素の供給に

　　　より、かえって有機物の分解が進み一時的にも土壌の富養化が起きる。この

　　　ような立地条件をそなえた開放的な伐採跡地には陽地生の好窒素性二年生植

　　　物を中心とした先駆的雑草植物が一斉に発芽、生長する。時間の経過にとも

　　　なって、伐採跡地には草本群落にまじって、陽地生の広葉低木や刺のある有

　　　刺植物がしだいに多く生育するようになり、伐採後2～3年後には夏緑低木

　　　群落を形成する。そして最終的には、その土地の立地条件に対応した潜在自

　　　然植生である終局群落へと遷移する。

37）ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

　　Crassoce　phalo　c　re　p　id重。　id　is－E　r　ec　h　t重te

　　－tumhieracifoliae（Tab．28）

　　　　スギ植林やコナラ、ミズナラの優凝する夏緑広葉樹二次林の伐採跡地には、

　　　ベニバナボロギク，ダンドボロギク，オオアレチノギクなど書痴素性の1年

　　　生キク科植物を主とした先駆的な伐採跡地の雑草群落が発達する。とくにダ

　　　ンドボロギク，ベニバナボロギク，オオアレチノギクなど風散布植物は、容

　　　易にこうした陽性な開放地に分布し、一斉に発芽、生長し短期間でその生活

　　　環を終える。こうした伐採跡地の先駆的雑草群落の一つとしてヤブツバキク

　　　ラス域からブナクラス域下部に広くみられるベニバナボロギクーダンドボロ

　　　ギク群集がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一89一



　現在福井県嶺南地方の山地斜面の大部分は、コナラ，ミズナラの優占する

二次林、スギ植林などの代償植生で被われているが、滋賀県百里ケ岳（931m）

山麓，福井県三国岳（776m）北側斜面，同八ケ峰（800m）山麓，同頭巾山

（871m）山麓，京都府ハナノ木段山（704m），同長老ケ岳（917m）の山腹や

由麓では広い面積にわたってスギ植林や二次林の皆伐地が拡がっている（現

存植生図参照）。伐採跡地にはすでに幼令のスギ植林が行なわれているとこ

ろも多いが、伐採が行なわれて1～2年目の比較的新しい伐採跡地にはこの

ベニバナボロギクーダンドボロギク群集が生育している。
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1

鍛

Tab．28．　伐採跡地群落
　　　　　　　　Schlaggesellschaften

i：Crassocephalo　crepidioidis一期rechtiもetum　hieracifoliae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

2：品4伽3加1魏α如ε　一　R⑳με　07観。¢g蜘1珈3　－　Gesellschaft　　　　　　　ナガバモミジイチゴークマイチコ1群落

Spalte：

Laufende　　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnahme　C82）

Gr6βe　d．　Probeflache　（㎡）

H6he　u．　Meer（m）　：

Exposition＝
Neigu漁9　（o）　：

H6he　d．　Vegetation（m）　：

Deckung　　d．　Vegetation　（％）　二

Artenzah1：

玉稿　　落　　寄己　　・号

通　し　番　号
調　査　番　鍔

調　i葭　月

調

出

方

傾

植

植
仕｝

査　面
抜　高

　生
　被

現　種

1ヨ

積

職

位

斜

高

率

数

　44　　25　177

YM　YM　YM
　44　　15　　13

　9　　9　　7
　20　　17　　23

　5　　14　100
280　　　180　　　440

　S　　－　　　S

　5　　0　　20
　1　　ユ．1　L5

　90　　70　　90

　20　　22　　35

Kenn　－　　u．　Trennarten　d．　Ass．：
　C彫3300θρんα定規　　67θクガ漉。ゴ4θ3

　石ンθo～～露θ3　んゴθ7αo猛）！ゴσ

　爾プαfκθ2’ゴ3　　46η∫ゴ（♪z‘1α’α

　砂ガ9θプ0η　3κη2α’プ〔～π3ゴε

　侮！7ゴηガα　　〃ゴ〃03ζZ

Trennarten　d．　Gesellschaft：
07｛2’o㎎肋z翔3

クα／解α’〃5

ρん0θ勿（70如3鋤3

Arten；

群集標徴種および識別種

　ベニバナボロギク

　ダンドボロギク

　ヤクシソウ

　オオアレチノギク

　オトコエシ
君羊落lx分函亟

　クマイチゴ

　ナガバモミジイチゴ

　ェビガライチゴ

その他の種

　ツユクサ

　ヨモギ

　メヒシバ
　クズ

　コブナグサ

　イヌタデ

　ヌルデ

4・4　3・3

2・2　2・3

　十　　　　・

　・　　　十

　・　　王・i

●

●

●

●

●

　ム～μ伽3

　R影伽3
　Rμδμ3

Sonstige
Coη¢魏θ〃鴛α　　oo7η7箆駕ηゴ3

／17紹η躍3毎　 メ｝7勿06〆）3

∠万9露α万σ　α43‘9η4θη3

凸4θ7（27ガ0　　’0∂σずζZ

！17ゼ乃7ピ2多0η　加5ρゴ4μ5

勘砂90窺4魏　　～0η9ガε4罐η

R乃駕3　メαoα毎‘σ

●

●

●

●

●

o

i・2　1・2

　＋　　1・2

準・2　2・2

　＋　　1・1

　十　　　十

　＋　＋・2

　・　÷。2

5・4

　十

出現1鐵の種　Auβerdem　le　einmal　沁　Lfd．　Nr．44：創3／30〃2忽　6漉o1α　ナギナタコウジュ　LL丹～8α
＋，勘。　σηημo　スズメノカタビラ　＋・2，伽帥07∂如　ク3θπ406勿鋭。θ”66　二・シキソウ　＋，勘砂go纐彫　πθクα！θηεθ

＋，Cん6η01）o漉μ辮　α緬z6規　　シロザ　　＋，＆パαη銘吻　　砂η㍑6甥　ヒヨドリジョウゴ　　＋，＆囎θ∫696々彪　 ρκ∂θ30θη3　メナモミ

アシボソ　＋，in　25：抄ガg召70π　oαη04θ7z3∫3ヒメムカシヨモギ　1・L、4’加go　ブz〃のγ∫3翻’η　ネムノキ　＋，捌48η3

α彿∂703勿ゴ4θ3　ケアリタソウ　＋。2，メレθ～如　θ1σ’α　タラノキ　＋，勘窺。κ吻　飯3”ごα’μ海　ヌカキビ　牽，β勿欝30η8々α

ハギ　＋，＆’α7毎glo㍑60　キンエノコロ　ート・2，　3〃θπg方7規σ　　フシグロ　＋，伽ρα’07如勉　oん勿朗38　var．
αθγ04θη〃07z〃ゴ01～oず02η％溺　クサギ　　王・2，Co　7η～‘36〆　勿ρ04α　クマノミズキ　　1・1，ム勿4θη　θりF魏706αゆσ　カナクギノキ

αo観η蜘諺α　ヤマアジサイ　1。2，1朽3陀7彪　δη61げ∂o∫りP3　ヤマフジ　＋，M飴。α班伽3　3勿。η3ゴ3　ススキ　＋，∠）θ観ε如

サザケ　牽，P♂σgのgy7毎　彿認3㈱π7θ〃3α　ヤマソテツ　＋，1勉7σ舵η20勿　ρηθooκ　アプラチャン　＋・2，Mθ／勿3溺θ

チゴユリ　　＋，（泊”勿。ゆα　ゴαヵ。痂（7【z　ムラサキシキブ　　＋●2，勘夕”αη〃～z63　／7θκπ03z43　コノぐンノキ　　＋，〆1窺汐θ！oメ）舘ε　∂形〃ψθ4z4ηo”θ’α

ゐ0γ彰η3応　タニウツギ　＋，諏魏伽α433∫θδ扉漉αηα　ニワトコ1・1，1％砂gO襯吻ガ1蜘プ規θ　ミズヒキ　＋，146が痂ゴ如

ぬα77〃zgガ02露。　イヌガヤ　　＋，P∂θ497∫α　εoθ”4θ7離　　var．　⑳20〃擁　　ヘクソカズラ　　→一，勘’α32’♂召3　メσρo少3∫oα　フキ　1・1，アン¢yη享3

加ρα舜9η3　陀認。万　ツりフネソウ　＋・2，ムθ～4σ030の’7躍η　3諺”ゆμ躍π　　オオマルバノテンニンソウ　＋，Gツ卿πα舘θγ

キブシ　＋，β∂6加ηθ物’α　〃幻κ心腹　アカソ　牽，伽♪α！o万π辮　oん切θη36　var．　3α漉σ1切θπε9　ヨッバヒヨドリ　＋，

ウマ　＋。2。

調齋地　Lage　d．　Aufn．44：Berg　Komagatake，　Ma乞sunaga，　Obama－shi，　Praf．　Fukui福井県小浜術松永駒ケ岳，25：Nishitani
Pr謎．　Fukui揺井県遠敷郡名E｛i庄村酋谷，177：Paβ　Goha，　Kitaimwata－gun，　Praf．　Kyoto　京都府北桑田郡．鷺波瞭。

十

　●

　●

　o

　●

　0

1・1

　勿御αの　ミズ　＋，Ro万クρα　勿漉。α　イヌガラシ

タニソバ　1・1，Pb4γgoππ規　π0403拐海　オオイヌタデ

＋，み〃670吻9卿η0伽が麗酬var．ク0加’α6勿㍑〃2

”0η405α　アメリカセンダングサ　浄，（論gη0ρ04伽甥
　　　々α2初0勉　コウゾ　＋，ム多3ρθ402α　加1030　ネコ

　　舘卿〃々。肋！罐勉　ヒヨドリバナ　＋，in　王77＝

　　　　　　へ1か4紹η9θα御0070ρ妙〃Ovar．
　　　　67θπ（露σ　　ウツギ　　＋　，∠）㍑搬α舘α　〃Z〃ZOα∫α　　ノ

∫02Z忽3　ミヤマハハソ　　＋，∠万砂0惣6甥　　㎜ゴ如0勿π〃3

　　　　　　　　　　　　ノブドウ　　＋。2，扉zθ喀θ！o

ごz饗π’θ　サノレナシ　　ート・2，（治ρ海σ！o’σκκ5

　　　　　　彫0670ρ04σヤマホトトギス　＋，

　5σZ履”8擁　　ミヤマヨメナ　　＋　，＆（30んy7π3　ρれ7θ00ズ

兇3∫”∂θ　”鄭η∂θπg露　var．　00㎎θ3∫θ　トリアシショ

，Natasho－mura，Onyu－gun，



38）ナガバモミジイチゴークマイチゴ群落

　　R初π3加1魏α如3一一1～齢％3670如θg⑳伽3－Gese｝五schafも　（Tab．28）

　　　　伐採後2年以上へた伐採跡地には1年生雑草群落にかわってしだいにスス

　　　キなどの多年生草本群落やクマイチゴ，ナガバモミジイチゴ，エビガライチ

　　　ゴなどの陽地生の有刺低木、ヌルデ，クサギなどの暖地生広葉低木が優占す

　　　る落葉低灌木群落に移行していく。若狭湾沿岸地域に広がる伐採跡地の群落

　　　の大部分はこの先駆的な落葉低灌木類を中心としたナガバモミジイチゴーク

　　　マイチゴ群落にまとめられる。遷移段階の進んだ伐採跡地には、ヤブッバキ

　　　クラス域では、ススキ草地，タラノキーアカメガシワ群集，スダジイ萌芽林

　　　への移行過程を示す種々の林分がみられる。スギあるいはアカマツの植栽が

　　　行なわれた伐採跡地では、人為的管理の度合にもよるが漸次スギ植林，アカ

　　　マッ林になると考えられる。海抜400m以上のブナクラス域にある伐採跡地で

　　　は、タニウツギ群団、若魚期のウリカエデーコナラ群落やタリーミズナラ群

　　　集の群落組成や群落形態をもった遷移段階の進んだナガバモミジイチゴーク

　　　マイチゴ群落も多くみられる。

　20．二次草原Sekundarwiesen

39）ネザサーススキ群集

　　Arundinariopygmaeo－Miscanthetumsin－
　　ensis（Tab．ユ6）

　　　　福井県大島半島の鋸盤には海岸風衝低木群落であるマサキートベラ群集の

　　　代償植生とみられるネザサ、ススキの優占するネザサーススキ群集が発達し

　　　ている。群落の構成種にはススキ群団の標徴種であるカワラナデシコ，ネコ

　　　ハギなども高い頻度で生育するのがみられる。内陸部の二次草原として発達

　　　　　　　　　　　　　　　　一92一



するネザサーススキ群集では植生高が1m以上になることが多いが、鋸崎に

生育するネザサーススキ群集は、海岸崖地の風衝地に拡がって植生高は20～

100cmと低く一部の植分ではハマゼリ，オオウシノケグサなど海岸崖地最前

線に生育するハマエノコローハマツメクサ群集の種群もみられる。このよう

に代償植生であるネザサーススキ群集は鋸崎では海岸風衝地の半自然的持

続群落として比較的広い面積で発達している（Fig．28）。

　大島半島ですでに報告されてい

るキジカクシーススキ群落（・43ρ一

α紹9鰐5碗。δ6擁。彪63－Mおoo溺一

勧3蜘6ηεゴε一Gesellschaft），

ハマベノギクーススキ群落（／ノ訂一

670ρ砂ρ鰐加3加伽3var．θ紹η07一

伽3－Mガεoσ漉ん％3　3勿θπ3ゴ3－

Gesell㏄haft淋ネザサーススキ群

集の下位単位に位置づけられると

考えられる。

Fig．28。海岸風衝地に生育する植生高の低いネザサーススキ群集（大飯町鋸崎）。

　　　Am　windexponierten漁stenhang　bleibt　das　A　r　u　n　d　i　n　a－

　　　　riopygmaeo－Miscanthetumslnensls
　　　niedrig（25m　菰　．　NN，　Nokogirizaki，　Oi－cho）　・
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40）　　シ　バ　i群　落：　Zoッ3∫σブσρo短。α一Geselischaft　（Tab．29）

　　　　舞鶴市池内池内川ではシバ群落が調査されている。池内川のシバ群落は植

　　　生高15crnで植被率100％の密な植分を形成している。優占種であるシバのほ

　　　かミヤコグサ，ヤハズソウ，メドハギのマメ科植物などが混生し7種の出現

　　　種が認められた。

　　　　シバは河川や海浜の砂質地に自然生の植分がみられる。また低頻度の踏み

　　　つけが行なわれる路上にも二次的な群落を形成している。

Tab．29．　シバ群落
　　　　勿鋤。ブψoπ∫oo－Geseユ1schaft

Laufe煎de　Nr．

Feld－Nr．

Grδβed．　Probef工基che　　（mり

Hδhe　U．　釣ieer　　（m）

Neigung（。）

Hδhe　d．　Vegetation（m）

Deckung　d．　Vegeもat三〇n　　　（％）

Artenzahl

遍

調

海

狸

植

植

出

し　番

査　番

査　面

　抜

　生

　被

現　種

号

号

積

高

斜

高

数

　205
KS－4
　　2

　85
　　0
　ユ5
　ユ00

　　7

Trennart　d．　Gesellschaft：

Zoツ5ゴ。ブoρo窺oo

Sonstige　Arten：

　加∫μ3ωプ加。μ1顔43var．プψ0沈μ3

　κμ甥辮θγ0〃∫05〃ゴσ彦0

窺’θ厩ε如ρ禰。θカ3

　忍03α痂01Zμプα毎溜

　加3カθゴθ200雌θo砂

　Cα79ズsp．

群落区分種

　シ　　バ

その他の種

　ミヤコグサ

　ヤハズソウ

　ヨモギ

　テリハノイバラ

　メドハギ

　スゲ属の一種

5．5

2，2

十

十

十

十

や

Lage　d．　Aufn．　調査地：エkeda，　Maizuru－shi，　Pr互f，　Kyoto

Aufn．　　調査年月8　：23．　Juh　1982．

京都府舞鶴市池田，　Datum　d．
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　21．路傍崩壊地植生　Schutthalden－Fluren　an　Wegrandem

41）ヤクシソウータケニグサ群集

　　Youngio－Macleayetumcordatae（Tab．30）
　　　　京都府舞鶴市弥仙山ではやクシソウータケニグサ群集にまとめられる崩壊

　　　地大型草本植物群落が調査された。植分は高さ2．8m、植被率80％となる。タ

　　　ケニグサ，イタドリが優占するほかアメリカセンダングサ，ツユクサ，ノゲ

　　　シなどの1年生草本植物、ヨモギ，ツリガネニンジン，オカトラノオ，フキ

　　　などの多年生草本植物、さらにアカメガシワ，ネムノキ，ノイバラなどの夏

　　　緑低木類も混生し合計25種の出現種が認められた。

　　　　断崖崖錐部、道路法面の裾などのたえず土砂が移動する裸地にはタケニ

　　　グサ，オトコエシ，フキなどの植物が最も先駆的に侵入し群落を形成する。

　　　ヤクシソウータケニグサ群集はこれらの種を標四種および区分種としてまと

　　　められている。弥仙山の高分はアカメガシワなどの低木類がすでに多数生育

　　　している。
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Tab．30． ヤクシソウータケニグサ群集

Yoロngio－Macleayeもum cordatae

Laufende　Nr．

Feld－Nr．

Grbβe　d．　Probef重ache

H6he　ピ曹　1＞工eer　　（rn）

Expositi。n　u．　Neigung（。

Hδhe　d．　Vegetation（m）

Deckung　d．　Vegetation

Artenza温

）

（m2）

（％）

通　　し　　番　　号

調　　査　　番　　号

調　　査　　面　　積

海　　　抜　　　高

方位お　よ　ひご｛頃斜

殖　　　生　　　高

植　　　被　　　率

出　　現　　種　　数

　209
KS－　8

　　　48

　460
　£30
　　　　2．8

　　　80

　　　25

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．　1

　九4ζZσ！θ〔2ツ0　60γ（ゴ0∫0

　飽∫α5μθ5ブ0ρ0πf6π3

　勘∫γfηゴ（7　かf〃0∫ρ

Begleiter：

　　％～）79022Z4”7‘μ3ρガ4σ’μ切

　／1πθ用ゴ3ゴ。カ7ゴ㌶‘のε

　朋θ刀。助070’ゆ妙〃Ovar．ブの傭oo

　　＆’4θη3ノナ0πゴ030

　　1～0ε0　η2μノ〃ノ／0γ0

　　ルプσ〃0’μεグ｛7か0加‘με

　　〆vδfεガ。ノμ／の7「ご5ε切

　　oθμ∫2’o　‘7θηoピζz

　　五万0ε‘07θ0グα≠）0πゴ0α

　　ムツ3ゴ7？20ご乃ゴ0‘1θ’乃プ0ゴ4θ∫

　　∫診αゴθγ比Z　500η4θη5　var．　ηZO∫7θゴ

　　COη2η2θ〃π0　‘0〃？ηπ4ηゴ3

　　石ンゴ9θγ0刀00η049η3ゴ5

　　澱5’θ709θ70∫0ガ4召5var．0か0’μ5

　　α7ε∫撚sp．

　　〆1η2ノ）8～0か5ガ∫か〆♂りψθζ∫Z4η6μ～αごO

　　E妙σご0γゴ撚。加2θη3θvar，甜層吻～f‘肋〃雌

　　1～乃4∫ブαびα加‘α

　　九4ゴεoα，τ〃2～45　3∫”8π3ゴ3

　　5りπ0んZ45　0！970（7θμ3

　　〆レ。〃。　θ～o’o

　　意召7ガε　ゴθ♪z∫oど。

群集標徴種および識別種

タケニグサ

フ　キ

オトコエシ

随　伴　種

　　イタドリ

　　ヨモギ

　　ツりかネニンジン

　　アメリカセンダングサ

　　ノイバラ

　　アカメガシワ

　　ネムノキ

　　ウツギ

　　ヤマノイモ

　　オカトラノオ

　　ヘクソカズラ

　　ツユクサ

　　ヒメムカシヨモギ

　　ノコンギク

　　アザミ属の一種

　　ノフドウ

　　ヒヨドリバナ

　　ヌルデ

　　ススキ

　　ノゲシ

　　タラノキ

　　ニガナ

4．4

L2
　十

4．4

1．2

ユ，2

1．2

1．2

ユ．1

ユ．1

ユ．2

ユ．2

ユ．2

ユ．2

　十

　十

　十

　十

　十

　÷

　十

　十

　十

　十

Lage　d．　Aufn．　調査地：Berg　Misenyama，

Da加rn　d．　Aufn．調査年月日：23．　Juli工982．

Maizuru－shi，　Pr巨f．　Kyoto 京都府舞鶴市弥仙山，
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　22．林縁草本植物群落　Saumgeselischaften

42）カラムシ群落

　　βoθん祝67珈％ゆ。ηoπ勿θσ一Gesellschaft　（Tab，31）

　　　　人里近くの路傍、林縁、畑の縁などにはやや大形の多年生草本植物である

　　　カラムシが群落を形成している。大飯郡高浜町で調査されたカラムシ群落は

　　　カラムシ，ウシハコベ，ゲンノショウコを区分種としてまとめられる。植分

　　　は高さ70cm、植被率は90％となる。カラムシが優占するほか、ヤブカンゾウ，

　　　ヒナタイノコズチ，ヨモギ，ヨメナなどの多年生草本植物やツユクザ，カラ

　　　スノゴマ，イヌタデなどの1年生草本植物が混生している。出現種数は2エ種

　　　であった。生育地は野菜畑の縁で側溝に接している。野菜屑の投棄がされる

　　　富養な、向陽な立地を占めている。

　　　　中国地方のカラムシ優占植分はカキドオシーカラムシ群落としてまとめら

　　　れている（宮脇　1983）。今日カラムシ群落の区分種とされたカラムシ，ウ

　　　シハコベ，ゲンノショウコはカキドオシーカラムシ群落の区分種でもあり、

　　　両者はほとんど同じ植生と判定される。
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43）ツルカノコソウーノブキ群集

　　Valeriano－Adenocauletumhimalaici
　　（Tab．31）

　　　　渓谷に沿った登山道脇などにはキク科のノブキが帯状の路傍植生を形成し

　　　ている。京都府北桑田郡美山町で調査されたノブキ優占群落はノブキ，ツル

　　　カノコソウをそれぞれ標工種、識別種としてツルカノコソウーノブキ群集に

　　　まとめられる。

　　　　士分は高さ20cmとやや低茎で、植被率は80％を占めている。ノブキのほか、

　　　ヒカゲイノコズチ，コチヂミザサ，ミズヒキ，ドクダミなどのミズヒキード

　　　クダミ群団の多年生草本植物が構成種の多くを占めている。出現種数は22種

　　　であった。生育地は渓谷辺のスギ植林地内の歩道脇で、半陰、適潤な立地と

　　　なっている。ノブキの種子は粘着性があり人や動物に付着して散布される。

　　　路傍に多いのはそのためと考えられる。

44）ヤマアイーコミヤマミズ群落

　　λ4θγo麗7ゴα1ゴ3　1の06αγカα一P”6α　ρ3θπ40カ6’ぎ01αγゴ3－Gesellschaft（Tab　．31）

　　　　三方面三方町常神社境内では礫質の湿潤地にコミヤマミズの優占奪分が生

　　　窪している。植分は高さ70cm、植被率は100％に達する。コミヤマミズが圧

　　　倒的に優占するほかヤマアイ，ヒカゲイノコズチ，コチヂミザサ，ヤブニン

　　　ジンなどの半陰地生のヨモギクラス植生：ミズヒキードクダミ群団の種が多

　　　数混生している。出現種数は15種であった。常神社のコミヤマミズ客分には

　　　暖帯生のヤマアイが特徴的に結びつき、ヤマアイーコミヤマミズ群落として

　　　まとめられた。ホソバカナワラビースダジイ群集の隣接地に配分しているコ

　　　ミヤマミズは礫質の半露な多湿地に発達した優占植分を形成し、純群落状の

　　　　　　　　　　　　　　　　　一98一



植分もしばしばみられる。岡山県北西部の阿哲地域の石灰岩地のコミヤマミ

ズ植分はアズマガヤーコミヤマミズ群落として報告されている（宮脇　エ983）。

45）ツリフネソウ群落

　　伽加漉ηε’彪∬o短一Gesellschafも　（Tab．3ユ）

　　　　福井県遠敷郡名田庄村では沢辺に生育したッリフネソウ群落の植生調査資

　　　料が得られている。

　　　　ツリフネソウ群落は優占するッリフネソウとケキッネノボタンによって区

　　　分される。植分は高さ70cm、植被率は100％に達する。ッリフネソウのほか

　　　ミゾソバ，ミズなどの1年生草本植物が高被度で生育するほかウワバミソウ，

　　　コミヤマミズ，シラネセンキュウ，ウマノミツバなどの多年生草本植物が低

　　　被度ながら多数生育している。出現種数は17種である。生育地は沢に接した

　　　中小礫の堆積地で、日照条件は良い。沢の増水により年1回程度植分は撹乱

　　　を受ける。

　　　　ツリフネソウ群落はヤマアイーコミヤマミズ群落とともに湿潤な立地に生

　　　育するミズヒキードクダミ群団の植生であるが、ツリフネソウ群落は水流に

　　　よる撹乱のおよぶ立地に生育している。またより向陽な立地に生育している

　　　場合が多い。

46）アカソーオオヨモギ群集

　　Boehmerio－Arもemisietummontanae（Tab．31）
　　　　調査地域の丘陵地～山地は多雪な地域であってヒメアオキーブナ群集の潜

　　　在自然植生域となっている。この地域の林縁には多雪地に特徴的なアカソの
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Tab．31．　林縁草本植物群落
　　　　　　　　Saumgesellschaften

1：＆）9伽θ加ゆ。ηo肋80－Gesellschaft

2：Valeriano－Adenocauletum　　h三malaici
3　：M6プ。％γガζz々3　1吻。αz乃ウσ一Pピ！θσ　　ρ3θz6010〆）訂ゴ。んz万3一一Gesellschaft

4：1吻川下3’醜。万一Gesellschaft

5＝Boehmerio－Artemisietum　　montanae

カラムシ群落

ツルカノコソウーノブキ群集

ヤマァイーコミヤマミズ群落
ツリフネソウ群落

アカソーオオヨモギ群集

Spalte；

Laufende

Feld　一

Nr．：

Nr．＝

Datum　d．　Aufnahme　C　82）

Grδβe　d．　Probeflache

Rδhe　u．　Meer（m）：

Exposition＝
Neigung　（？　）

Hδhe　（L　Vegetation：

Deckung　d．

Artenzaわ1：

（m2）

Vegetation（％）

群　落　記　号

通　し　番　号
調　査　番　弩

調　蓋　月

調

二

方

傾

田

植

出

惜

抜

現

日

　孫　積
　高　度
　　　　　位

　　　　　斜

生　　高
被　　率
　種　数

玉43　183　　3

YM　YM　YM
　51　　26　　4

　9　　9　　7
　2玉　　18　　22

2．8　　5　　5

　20　350　　30

SE　　一　　一
　10　　0　　0
　70　　20　　70

　90　　80　100
　21　　22　　15

　20

YM
　ユ9

　9
　17

　6
270

　0

70

100

17

　19　　46

YM　YM
　12　　39

　7　　9
　23　　20

6．4　　3

400　450

　W　NW
　5　　5
120　　80

100　100
　27　　19

Tren禰art　d．　Gese王lscねft：

　βb8加ηθ勿α　72ψ07ZOπガ～；θα

　αθ〃87ゴα　θ〈1μα々σ

　oθ7απ露η2　〃3z4功979毎

Kenn－　　u．　Trennarte籍　d．　Ass．：
　上皇4θη00σZ40π　　ぬゴ㎜ζZ1αゴ0μ刑

　uα！θ7忽η（z　／Zoooゴ4ゴ33ゴ㎜σ

Trennarten　d．　Gesellschaften二
　凸！6α　クεθ寓40ρ響胴1αγ歪3

　ハ4θκ膨海α’ゴ3　1｛毎00ση）α

　伽ρα’毎η5　’θ彩02’ガ

　1～ζZη％η6駕1μ3　（履ηガ0胃ガ9η3ゴ3

Kenn－　　u．　Trennarten　d．　Ass．＝
　βbθ～3勉87毎　　オγゴ6％3ρゴ3

　迎θ0かれ2刎ぬ拐ε　’7ガ0ん00ση）π3

　〆1η9θ々。θ　ρz‘∂9ε6θηε

　0認伽卿　ク3認010α5カ7θ〃忽魏

Kenn－　 u．　Trennarten　d，　Artemisietea　principis＝
　　0砂gO窺〃η　　歪1ゴ07勉θ

　湾。勿忽η魏θ3グoρoη加

　麗’03露θ3　ブαρ0卿0麗ε

　0帥3膨瑠3襯4蜘彦〃b1ゴπ3　var．ブ砂。耽％3
　＆解ゴα4／ご2　6々ゴ解67232’3

　蜘躍’πア窺σ　00γ40’α

　∫そ）砂90η％彫　伽5プ）ゴolσ’％駕

　0θ3規04伽ηZ　Oκ夕かんツ〃π剛

　Gθκ規　ゴα1）0勉6観？Z

　レ写01α　々～43σ㌶0αηα

　〆17≠6η2ゴ3彪　 力γ加（29ク3

　49ガη20窺α　グαρ0海0α

　乙（ψ02プ9α　δ認∂乖7α

　〇ε7η駕ηolα　ブαρo痂。α

群落区分種

　カラムシ

　ウシハコベ

　ゲンノショウコ
群集標八種および識別種

　ノブキ

　ツルカノコソウ
群落区分種

　コミヤマミズ

　ヤマアイ

　ツりフネソウ

　ケキツネノボタン

群集標徴種および識別種

アカソ

クロバナヒキオコシ

シシウド

オオバノヤエムグラ
ヨモギクラスの標徴種

ミズヒキ

ヒカゲイノコズチ

フキ

コチヂミザサ

ウマノミッバ
ドクダミ

イタドリ

ヌスビトハギ

ダイコンソウ

川目タチツボスミレ
ヨモギ

キンミズヒキ

ムカゴイラクサ

その他の種

　ゼンマイ

　ミゾソバ

　ウワバミソウ
　スギナ

　ツユクサ

　ミズ

　アケビ

3・3

　十

　十

●

o

o

●

，

●

●

●

o

o

十

。

●

，

十

。

●

　●

ユ・2

　●

●

●

●

o

o

5。5

1・2

●

●

o

●

●

●

●

o

●

●

5・5

1・2

　●

●

●

9

o

1・1　　・

1・2　1・玉

　・　　　十

玉・ユ　1。ユ

　十　　　　。

＋・2　＋。2

　●　　　　　　　　　　　●

十

十

十

。

　十

＋・2

十

十

十

●

●

●

●

o

●

o

●

●

●

●

十

　0

5。5

　十

o

o

●

　十

　●

＋。2

　●

十

o

○

●

十

●

●

◎

●

●

十

●

o

十

o

o

島砂go瑠魏
Eどσ∫03げ（～斧2（Z

助痂εθ如勉

Co勉辮θ〃πα

凸’♂θα

！4々θ6彪

魏麗η∂6，9露

κ斧め8〃α≠μ溺

α7θθ鷲εθ

00飛魏％π彦3

var．　7η（2ゴ㍑3

●

　●

＋・2

ユ・2

　●

o

o

●

●

●

十

。

●

勿7ησ0ゴ

σ膨ηα’（z 十

●

十

●

●

●

●

●

●

5・5　3。4

1・玉　1・2

＋　　2・2

＋　＋・2

＋。2

　十

　÷

　十

　十

＋。2

　●

1・1

1・2

　十
●

十

■

　・　　　十

2。2　＋・2

　十　　　　・

o

　o

i・2

　■

●

o

●

十

●

十

●

●

●

十

●

●

●

●

　●

1・1

　十

　〇

＋。2

　●

　■

玉・2

　0

1

－oo

出現1回の種　Auβerdem　le　eirnal　in　Lfd．　Nr．143：C卯τ々。プ。ヵ3鉛　’07ηθ篇’03α　カラスノゴマ　2。2，・40勿707z魏θ3　ノ磁7麟，ヒナタイノコズチ　2。2，梶。如

αηg％3♂ガ∂’毎　ヤハズエンドウ　1・2，漁〃窮θ万sッ。解θηα　ヨメナ　　1・1，Co㍑　1α砿y辮α一ゴ。加　ジュズダマ　　1・L地吻87ηoα”3カ4あα　f．々。ωαη30　ヤブカンゾウ　＋・

2，Mα6グ。ε’劔ガz4溜　o爵η勿θμ辮　var．　♪o砂3’αo玩yπ搬　アシボソ　＋，・4規ヵ傭。ση〉αθo　ガ万母）θ77ηα　ヤブマメ　＋，Po砂goη㍑駕　10ηg露θ’z6脚　イヌタデ　 ＋，妙go（ガμ魏　ブα♪o勿。μ勉

カニクサ　＋，0κα♂おoo7勉。認認α　f．97θo如　タチカタバミ　＋，∠ッoo万5　紹4忽彪　ヒガンバナ　＋jn　183：Cり，か’o融θ漉σゴσ♪o吻。σ　ミツバ　 ユ。1，Z）ゴ。～ψ’ρ7α

ノ妙。加‘O　var．32の塑砲”勿　バグロソウ　牽・2，2》夢。物卿　3θ33〃ρ　ホウチャクソウ　＋，α初oρ04加籾　勉勿勉”！伽解　イヌトウバナ　＋，5魏”o躍　万ρα万O　var．

μ33z4γ2θ”3欝シオデ　＋，C物2ゴ。吻9α　謡ηか！戯　サラシナショウマ　＋，in　3：0鋼。腕詑σ　α723’σ’α　ヤブニンジン　1・LCo痂097α魏彫θ　伽’θηπθ4毎　イワガネゼンマイ

1・2，Z）θε甥04諭7アz　飛σ”4ε1zz47∫oκ魏　ヤブハギ　　＋，Cθ♂痘ε　ε加6郷∫ε　var．ゴσカ。π記α　エノキ　　＋，0か加。カogoπ　ブαρo窺。駕3　ジャノヒゲ1　＋，・4η6ん窺04θ3　ε♪o勉4030η

コバノカナワラビ　＋，7’7ガ61～03α窺加3　屠7ゴ♂oω琵　キカラスウリ　＋，搬η窺σ　1の∫03’α01げα　var．　σ舘。≠此。　ハエドクソウ　＋jn　20：＆）θ加ηθ73α　3ク200’o　コアカ

ソ　＋・2，捌4劒ε　〃。π403α　アメリカセンダングサ　＋，＆4ρ認07伽7η　o屠ηθηsθ　var．　3吻ρ∫記びb1伽ηz　ヒヨドリバナ　＋，1ヲθo’紹η〃臨3　！o箆gμπδπ3　アキチョウジ

＋，．4》2gθ’詫σ　ρo砂7η07ρ勿　シラネセンキュウ　＋jn　19：ノ勧6μ3　13”3鋸μ3　クサイチゴ　＋・2，D勿3007θσ　ブαク。漉。α　ヤマノイモ　÷，Z勉辮α3如　∫7z4ηoα’o　ノササゲ

＋，C1θ堀謝3の瑠b1短　ボタンヅル　＋，施3如oo卸7加g1襯α　トボシガラ　＋，1袖6鰐勿々。ηθηεゴε　ミヤマフユイチゴ　＋，α7ε如〃Z　sp．アザミ属の一種　＋，

窺！θα2ηo㎎o〃。αアオミズ＋，in　46：C〃醇z魏～々αgσ7ηo曜απ㈱2カガノアザミ2・3，乙α加がθσ魏σ0703∫α魏夕α　ミヤマイラクサ2．1，1℃砂goη％溺夕。々z4εα毎η㍑駕ハナタ

デi・1，∠）θカ～θη酌θ∂三面　ギンパイソウ1・LOρ’麟ηθπ鰐　観磁’認痴～癩3　ケチヂミザサ　＋，Cαoα！如　η∫々。切。寵α73α　オオカニコウモり　＋，乃3’6γαgθ勉’碗吻3

var．　39魏露溜ρ1θ麗6σμ”3　イナカギク　　牽，〆1舘ゴ！∂6　”zz砂～∂θ響露　アカショウマ　　＋o

調査地　Lage　d．　Aufn．：Lfd．　Nr．143：Takahama－cho，　Oi－gun，　P癒f　Fukui　福井県大飯郡高浜町，183：Berg　Zukinyama，　Miyama－cho，　Kitakuwata－
gun　Praf．　Kyoto　京都瘤北桑田郡美山ll汀頭巾山，3：Tsun敏ami，　Mikata－cho，　Mikta－gun，　Praf．　Fukui福井県三方郡三方［町常神，20，19＝Natasho－mura，

Onyu－gun，　P酸f．　Fukui福井禦遠敷郡名EB庄村，46：Berg　Hyakurigatake，　Qnyu，　Obama－shi，　Praf．　Fukui福井県小浜市遠敷百里ケ岳。



優占植分が広く生育している。名田庄村納田終（海抜400m）、小浜市遠敷

（海抜450m）で調査されたアカソの優占度分は、アカソ，クロバナヒキオコ

シ，オオバノヤエムグラを標徴種、区分種としてアカソーオオヨモギ群集に

まとめられる。植民は高さ80～ま20cm、植被率100％となっている大型の多

年生草本植物群落である。標微種、区分種群のほかフキ，ミズヒキ，シシウ

ドなどの多血生草本植物が多数混生している。出現記数は21種および28種で

あった。生育地はタニウッギーヤマハンノキ群集、オオツヅラフジーマタタ

ビ群集などのマント群落に隣接した林縁部である。土壌は小玉質で付近を流

れる小水流から滲出水が流入して湿潤である。

　アカソーオオヨモギ群集は北陸地域の山地を中心に分布している。類似の

群落として中国地方からシシウドーアカソ群落が報告されている（宮脇　19

83）。

47）コタチツボスミレーヒメガンクビソウ群落

　　γゴ。♂σ97ツρooθ7σ5　var．θ短〃3一（諺膨3ゴ襯7（馴」θ’％辮一Gesel　lschaft

　　（Tab．32）

　　　　三方郡三方町常神社では、踏みつけのため土壌が硬化した半陰地に生育し

　　　たヒメガンクビソウの優占玉山が調査されている。この群落はコタチツボス

　　　ミレ，ヒメガンクビソウの2種を区分種としてコタチツボスミレーヒメガン

　　　クビソウ群落にまとめられた。

　　　　コタチツボスミレーヒメガンクビソウ群落は高さ10cm程度の小形多年生草

　　　本植物群落である。心寄率は40％で、区分種群のほかコナスビ，ニガナ，ツ

　　　ボスミレなどが散生している。出現種数は9種である。
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Tab．32． 鶉タチツボスミレーヒメガンクビソウ群落

yゴ。如9アンρooθγα3　var．θκ〃ゴ3一（翅ゆθ3翔魏703〃α如卿一Gese三1schaft

L釧1fende鋏r．

Feld－Nr．

Gr～5βed．　Probeflache　　（m2）

H6he　冠．　i＞工eer　　（rn）

Neigung　（o　）

｝｛bhe　d．　Veg飢ation（m）

Deckung　d．　Vegetation　　（％）

Artenzah1

通

調

調

海

傾

植

植

出

し　番

査　番

査　面
　抜

　生

　被

現　種

号

号

稜

高

斜

高

率

数

　　2
YM－3
　　2
　40
　　0
　　10

　40
　　8

Trennartend．　Gesellschaft：

　α砂θ蜘η270ε〃。≠駕窺

　吻∠09ηρooθ郷var。θκガ’∫3

Begleiter：

　、砂3ゴη2αoん毎ブの。”加f．εκ∂5θ∬読5

ム「θプゴ34θηごαo

　趣ηαブの。ηゴoo

　γo記7z8ガ。ブoρo毎oo

　砂470CO砂～θ鋤功0物0ゴ4ε3

　月。，2彪goo3ゴ傭σo

群落区分種

　ヒメガンクビソウ

　コタチツボスミレ

随　伴　種

　コナスビ

　ニガナ

　ピサカキ　ki

　オニタビラコ

　チドメグサ

　オオバコ

2．3

2．2

1．1

ユ，2

十

十

や

Lage　d．　Aufn．　調査地：Tsunekami，　M送ata－cho，　Mlkata－gun，　Praf．　Fukui

三方町常神，　Da馳m　d．　Aufn．調査年月B：22．　Juii　1982．

福井県三方市

キク科のヤブタバコ属（Cαゆθ5謡吻）の優回する植分は乾性な半陰の路傍地

に特徴的にみられ、小形のスミレ属植物が随伴している場合が多い。同質の

群落としてフモトスミレーサジガンクビソウ群落が山口県、広島県の花陶岩

地から報告されている（宮脇　1983）。
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48）ミヤマママコナ群落

　　！レ∫θ1α勉勿7π甥　1α耀溺var．卿々んooη3θ一Gesellschaぞt（孚ab．33）

　　　　ゴマノバグサ科のミヤマママコナは山地の風衝低木林中などに散生して生

　　　育するのがみられるが、尾根道の路傍、林縁部ではしばしば優占した林縁群

　　　落を形成する。京都府北桑田郡の長老ケ岳では路傍に生育したミヤマママコ

　　　ナ群落が調査された。

　　　　植分は高さ30cm、植被率80％となりミヤマママコナ，オオイワカガミが同

　　　程度に優占している。さらにヘビノネゴザ，アカショウマ，アキノキリンソ

　　　ウなどの多年生草本植物が混生し1エ種の構成種が認められた。生育地は母岩

　　　の露出がみられる乾性な向陽地である。

　　　　ミヤマママコナ群落のようなママコナ属の群落は山地の乾性立地に特徴的

　　　な林縁群落である。しかしこれ茸でに群落としての報告はきわめて少ない。
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Tab．33．1 ミヤマママ調ナ群落

ル／θ1α・ηクツ7酬1伽η～var．η激。θη5θ一Gesellschaft

Lau£ende　Nr．

Feld－Nr．

Gr6βe　d．　Probeflache　　（　　りm」）

H6he寝．　Meer　（m）

醤e｝gun9　（。　）

Hdhe　d．　　Vegetation　　（cm）

Deckung　d．　Vegetation　　　（％）

Artenzahl

通

調

調、

海

傾

植

植

出

し

査

査

現

抜

生

被

番

番

薗

種

号

号

積

高

斜

高

率

数

　　　193

0M－25
　　　　　0．2

　　　800
　　　　　　　0

　　　　　30

　　　　　8G

　　　　　11

Trennart　d．　Gese1三schaft：

　A4θ如卯yγ撚磁μ蝦var．η勲。朋εθ

Begleiter：

　5ゐ0π歪0501ゴ釧θ〃0漉εvar．，刀09η0

　／11々ツ7ゴπη2ン0々OSOθ2Zεθ

　〆1s∫〃ウθ∫んμπδθ719が

　5∂が4ζzgO　びZ’79く2一（ZπγθO　var．α3彪〃CO

　5ンηπγκεク0〃η0’0ρ伽箆θご～ノ｝4με

　　鬼万甥0海0ゴく7ρω2ガ00

　　κyかθγガα4η2θγ（フ‘’4規

　　ムθ7ガ5　ゴ劇ガζz∫ζ～

　　磁クα0プゴ繊ぬπθη3θvar．300五加θ鷹

　　〆1πん7ακ0π加3ρゴゴμ5

群落区分種

　　ミヤマママコナ

随　伴　種

　　オオイワカガミ

　　ヘビノネゴザ

　　アカショウマ

　　アキノキリンソウ

　　キクバヤマボクチ

　　キンミズヒキ

　　オトギリソウ

　　ニガナ

　　ヨツノ｛ヒヨドリ

　　コブナグサ

3．3

3．4

2．1

L2
　十

　十

　十

　十

　十

　十

Lage　d．　A竪fn．，調査地：Berg　Chorogatake，　Mlyama－cho，　Kitakuwata－gun，

京都府北桑田郡美山町長老ケ岳．Datum　d．　Aufn．調査年月日；18，　Sept．1982．

Pr～if．　Kyoto
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　23．路上植物群落　Trittgesellschafむen

49）カゼクサーオオバコ群集

　　Eragrostioferrugineae－Plantaginetum
　　asiaticae （Tab．34）

　　　　人や車による踏みつけの行なわれる路上には、そのきびしい立地に適応し

　　　た植物群落が生育している。カゼクサーオオバコ群集は乾性な路上に生育す

　　　る多年生草本植物群落である。

　　　　カゼクサーオオバコ群集はカゼクサを標徴種としてまとめられる。植生高

　　　は20～30cmとなり、鱗被率は70～90％になる。カゼクサが優占するほかオオ

　　　バコ，｝ガバグ・サなどの多年生草本植物、アキメヒシバ，メヒシバなどの1

　　　年生草本植物が混生している。出現種数は5～8種、平均7種である。調査

　　　された生育地は長老ケ岳山頂、駐車場などであって踏みつけの頻度はやや弱

　　　い　（Fig・29）　。

Fig．29．　登山道など人の踏みつけのおこなわれる路上に生育するカゼクサーオオ

　　　　バコ群集（美山町長老ケ岳山頂）。

　　　　AufdemBergpfadwachsendesEragrostio　ferrug－

　　　　ineae－Pla捻もagineむum　　asiaticae　aufdem

　　　　Berggipfel　des　Chorogadake（916m践．NN，Miyama－cho）．

　　　　　　　　　　　　　　　　一105一



Tab．35．　ヨメナーヨモギ群落
　　　　　　　　κ6！ゴ甥θ7ゴ3　ツ0彿θησ　一

Laufende　　Nr．：

Feld－Nr．：

Datum　d．　Aufnaわrne

Grδβe　d．　Probeflac溢e　（㎡）

Hδhe　u．　Meer（m）：

Exposition：
N・igung　8）・

Hδhe　　d．　Vegetation　（m）　：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzahl：

ルずθ漉5如力加吻ε一Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

　　　　　　　　　　　　　調査年月　日

調

海

方

傾

植

植

出

査　追
抜　高

　生
　被

現　種

稜

度

位

斜

高

率

数

　61　　　162　　　（3）

　1　　　豆　　一

26　　玉6　　28
’82　　　’82　　　’70

　7　　7　　5
24　　23　　30

　ユ　　　1　　0．5

55　370　　－
　S　　一　　　一

30　　0　　－
0，3　　0．3　　0．4

40　　80　　80

13　　21　　14
Trennarten　d。　Gesellschaft：　　　　　　　　　　　　　群落区分種

　磁あ窺67誌夕。解9ηα　　　　　　　　　　　　　　　ヨメナ　　　　　　　　　　　　　　4・4
　澱6妙7α戸々θ3ノ礁7忽　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒナタイノコズチ　　　．　　　　　　　　1。1
　殴プ’θ海ゴεz’θ　ク短π06カ3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・2

Kenn～u．　Trennarten　d．　hδheren　Einheiten：　　　　上級単位の種

　Cα砂3彪9狛　ブ砂。加偲　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒルガオ　　　　　　　　　　　　　　　　ユコ
　ノぞZ4刀2θκ　　σ0擁03ご2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スイノぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　ムα6如偲掬4加　　　　　　　　　　　　　　　　　 アキノノゲシ　　　　　　　　　　　　　十
　彪ガαε露83　ブαρ0πガ6π3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　0θ2ηη宛4解　　’々Z47Z∂6堰舜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ’ンノショウコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　∠）駕1363ηθσ　切漉00　va「．「nalo「　　　　　　　　　　　　ヤブヘビイチゴ　　　　　　　　　　　　　　．
　Gαノ伽吻　　’η0ん夕幼6γ溜Z4吻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ’ンノ’ごムグラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　Rπ腕α　α々αη2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アカネ　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　。

　α勿0カ04伽魏　97α6〃θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トウバナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　飽鵤θプ00σ〃露　惚勿α　f．　々ω0η30　　　　　　　　　　　　　ヤブカンゾウ　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　ムわz6”彼ソπ彪　　oo耀σ’α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドクダミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種
　砺z擁58’z6甥　　α7z昭η3θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スギナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。2

　κy47000ち”θ辮σガ捻辮α　　　　　　　　　　　　　　ノチドメ　　　　　　　　　　　　　　1・2
　α7醐’襯　如π盈偲　　　　　　　　　　　　　　　　　ノハラアザミ　　　　　　　　　　　　＋・2
　劫rαg70テ〃3　！診プ7囎珈θα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カゼクサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

　Rπ簿2θκ　ブα♪0勿0％ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギシギシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　％砂goη駕剛　　，ん御η∂6磐毎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミゾソノ’ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　即σπ’α90　α舘α’記σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオノ・ごコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

出現1圃の種　Auβerdem　le　einmahn　Lfd．　Nr．61：11ηρθ7α如　c夕祓47ゴ。α　var．肋θ吻g露　チガヤ1・2

in　162：つ％o々θ3ア～θα　6勿フ3α班勿　ヘビイチゴ　＋。2，1～π∂π3ヵ。ηガ∂～加ε　ナワシロイチゴ　＋，0初018σ

々’θ蜘忽ηα　オヘビイチゴL2，腕010　麗惣。μη磁　ツボスミレL2，＆如g加”o　㎎㎜切肋’如　var．　’

Cα7確漉⑫α！σ’σ　カサスゲLLin（3）：㍍θ勉34θ∂〃∫3　オオジシバリ2，2，〆㎏御ρy70η　々σ勉。ガ

調査地　Lage　d，　Lfd．　Nr．61：0s撮ma，　Oi－cho，　Oi－gun，　Pぬf．　Fukui福井県大飯郡大飯町大臨，

Pr齪．　Shiga　滋賀県高嶺郡朽木村能家。

既発表資料名　　Na曲weis　d．　Vegetationsaufnahme：Lfd．　Nr．（3）lMiyawald　u．　Fujiwara

1・2　3。3

牽・2　　。

　・　　1・2

　o
　●

　●

2・3

牽・2

＋・2

　十

　十

　〇

　〇

　〇

＋。2

＋・2

　十

＋・2

　●

1。2

　十

十

〇

●

●

■

■

●

o

十

十

十

十

　　　　　　　　　　1・2

　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　　十

　　　　，・4gプoρッ7伽　勉66綱∫ル㍑甥　アオカモジグサ　＋・2，

　　　　　3朋3め漉3var．勿’θ77ゆ如　コウヤワラビ3・4，ハ鋸g擁〃α
ノ砂0剛0α　クラマゴケ　＋，ノ抗加σズ0η　腕幼詔π3　コブナグサ　＋，

カモジグサ　や，5汝g勿σメαρ0勉6α　ツメクサ　牽。

　　　　162：Nouge，　Kutsuki－mura，　Takashima－gun，

宮脇・藤原（1976）。

Tab．34．　カゼクサーオオバコ群藥

　　　　　　　　Eragrostio

Laufende　　Nr．：

Feld　－　　Nr．：

Datum　d．　Aufnahme　C82）　：

Grδβe　d．　Probefl琶che　（m2）　：

H6he　u．　Meer（m）：
N，重gung　8）・

H6he　d．　Vegetation（m）　：

Deckung　d．　Vegetation（％）　l

Artenzahl：

ferrugineae一
通

調

調

調

海

傾

植

植

出

Plantaginetum
し　番　号
査　番　号

査　月　臼

査　．面　積

抜　高　度
　　　　　　斜

　生　　　高

　被　　率
現　種　数

as玉atlcae
　玉95　　　196　　　　40

0M　OM　YM
　2ユ　　22　　38

　　9　　9　　　9

　18　　18　　20
0．08　　0．12　　　　8

9王6　　916　　150

　　0　　0　　0
　20　　20　　30

　90　　70　　70
　　5　　　6　　　7

1玉6

　1

18

　7

23

1．8

　0

30

90

　8

i

－o
①
1

Kennart　d．　Ass．：　　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種
　砂αg703’誌ノ272’μg伽6α　　　　　　　　　　　　　　カゼクサ　　　　　　　　　　　　　　3・3　3・4　3・3　5・5
Kenn－u．　Trennarten　d．　h6heren　Einheiten＝　　　　上級単位の標徴種および識別種
　∫ゼαπずαgo　　6z3ゴα’ゴ。α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオノ｛コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3●4　　牽。2　　2。3　　 1。2

　Z万9舜07毎　加01σ36伽3　　　　　　　　　　　　　　　　　アキメヒシバ　　　　　　　　　　　　　　2・2　3・3　　・　　・

　勘。　カ70紹鰐ゴ3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナガバグサ　　　　　　　　　　　　　　　　2・2　1。2　　・　　・

　∠）噛露α擁。　α4εoθ麗48η3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メヒシバ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　・　　1・2　　十

出環1回目種　Auβerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr　l95：磁g勿σ　知ρo海6α　ツメクサ　＋，in　王96：σ初回α！謡挽　α力肋θ，ハハコグサ　＋，砂3伽αo加α
ブσカ。窺。α　f．3⑳εθ∬ゴ”3　コナスビ　＋，in　40：κμ彫”zθ70加α　3’7如’α　ヤハズソウ1．L馳’σ7毎　g！微。σ　キンエノコロ　÷2，7’7ぴ∂’伽彫　吻θπε　シロツメクサ　＋，

・4規∂703毎αガθη2短’ ･ノb／勿var．θ10’勿7　ブタクサ　牽。

調査地　Lage：Lfd．　Nr．玉95，1961Berg　Chorogatake，　Miyma－cho，　K：itakuwata－gun，　Pr証．　K：yo毛。　京都府北桑Eヨ美山町長老ケ岳，40：0Hyu，　Obama－
shi，　Praf．　Fukui禰井県小浜市遠敷，　n6：0shima，　Oi－cho，　Oi－gun，　P酸f．　Fukui福井県大飯郡大飯町大島。



　24．畦道雑i草群落：　Rain－U丑krautgesellschaften

50）ヨメナーヨモギ群落

　　κσ／蜘θ7ゴ3夕。甥6ηα一・47’θ辮ゴ5ゴαργ伽ooρ3－Gesellschaft　（Tab．35）

　　　農道沿い、水田の畦などに植生高30～40cm、植被率40～80％でヨメナ，ヨ

　　　モギ，ヒナタイノコズチ，ヒルガオなどの生育する多年生草本植物が帯状に

　　　みられる。これらの植分はヨメナ，ヨモギなどを区分種に関東地方のユウガ

　　　ギターヨメナ群集に対応し、九州地方と共通するヨメナーヨモギ群落にまと

　　　められた（奥田　1978，1981）。

　　　　ヨメナーヨモギ群落は田園景観域にとくに多く、向陽地あ適意な立地に生

　　　育している。群落構成種にはオオジシバリ，ヘビイチゴ，ギシギシなどオオ

　　　バコオーダーの種もみられ、踏圧が過度になるとミゾカクシーオオジシバリ

　　　群集に退行遷移すると判定される。また人為的干渉が低下することによって

　　　チガヤ優占寝癖に遷移することは、奥田（宮脇　1981）によって明らかにさ

　　　れている。

　　　　ヨメナーヨモギ群落はヨメナ，カモジグサ，スイバなどの種畜によってチ

　　　カラシバーヨモギ群団、さらにヨモギオーダー，ヨモギクラスにまとめられ

　　　る。
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　25．畑地雑草群落　Acker－Unkrautgesellschaften

51）カラスビシャクーニシキソウ群集

　　Pine玉1ioternatae－Euphorbietum pseud－

　　ochamaesycis　（Tab．36）

　　　　若狭湾沿岸の沖積低地の大部分は水田耕作地となっているが、農家周辺の

　　　土壌の二二な微高地や沖積地に接する丘陵、山地のなだらかな斜面下部には

　　　小面積であるがホウレンソウ，レタス，シソなどの葉野菜類やダイコン，ニ

　　　ンジン、サツマイモ，ジャガイモなどの根菜類の栽培が行なわれている。

　　　　畑地耕作地は定期的な耕起，施肥，灌水，除草など徹底した人為的管理が

　　　行なわれているため、そこには小形の高窒素性1年草本植物を主とした群落

　　　が生育している。これらの群落はメヒシバ，コハコベ，カラスビシャク，コ

　　　ニシキソウなどの種群によりカラスビシャクーニシキソゥ群集にまとめられ

　　　る。

　　　　福井県の三方五湖の周辺、京都府舞i鶴市北部の東大浦や西大浦など沿海部

　　　の海からの風が直接あたらない温暖な丘陵、山地斜面ではミカン類をはじめ

　　　とする果樹栽培が行なわれている。また内陸部の山麓では茶畑、クリ畑など

　　　も小規模であるがみることができる。こうした果樹園などの耕作地にはカラ

　　　スビシャクーニシキソウ群集と組成的に近似した好窒素性の畑地雑草群落が

　　　発達している。
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Tab．　36． カラスビシャクーニシキソウ群簗

Pinellio　ternatae一 Euphorbietum pseudochamaesycis
Laufende　　Nr．：

Feld－Nr．：

1）atum　d．　Aufna巖me　C82）

Gr6βe　d．　Probefl琶che　（m2）

H6he　u．　Meer（m）　：

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）

Artenzah1：

通　　し　番　号

調　査　番　号

調　査　月 日

調　査　面　積
海　抜　高　度
植　　生　　高
植　　被　　率
出　現　種　数

157

YM
　47

　9
　20
100

310

　50

　70

　22

115

　1

17

　7

23

20

　2

50

90

20

Kenn－u．　Trennarten　d．　Ass．＝
　＆θ〃。η’o　　勉ご7漉4

　z）ガ9琵α7如　　α430θη46η3

　〆10α砂ρんα　σ％3’η～ピ3

　（）0御窺91ゴηα　　60η2η？κ”ガε

　躍チ2θ〃ガα　　’θ2ρη（z≠ζz

　裁2ガOZ4θ　　θガ〃03α

　伽力ん07∂彪　　ε鐸ク勿α

　湾㎎ησ万α　εθη）ツ〃肋1ガ。

　Mo〃㎏0　ρ8漉（ψぬツ〃α

　勘プ’忽1ζZαZ　O♂θ7α（7θζZ

　Cゐθ匁oρ04伽辮　　oのκ窺

一
　R砂職漁33α〃伽3var．
　彪7〃αノ瑠θ30θ翅εvar．

　ムσ0’御αZ　30α万0～σ　　var．

　飽㌶ακ　9切3θη9

　伽7η0θ0δσ溜σ3var．
　C2〃’露〃麗3　〃π屠α万3

　5b1ζZ22麗7～御　　ず麗6θγ03ε4甥

　γ∫9ηo　α鴛9〃02’ゴ3

　の勿α0毎　　0♂02τθ（Z

堕　鼠）」海27’0確）θγ溺％魏　　’9ηθ♂如甥

　類規（z昭η≠乃z4ε　1勿∫4z43

　0芳召〃3　007ηガ。π／α’（z

　ぬ07’9％3ゴ3

αo露α

3σ’3かα

θ4〃歪3

潤集標徴種および識別種

　コノ、コベ

　メヒシバ
　エノキグサ

　ツユクサ

　カラスビシャク

　クワクサ

　コニシキソウ
　ノ　ミ　ノ　ツツ“リ

　ザク切ソウ

　スベリヒユ

　シロザ
栽培植物

　ダイコン
．シソ

　チシャ

　ニンジン

　サツマイモ

　スイカ

　ジャガイモ

　アズキ

　ホウレンソウ
随伴種

　ハナイバナ

　イヌビユ

　カタバミ

2・2

＋・2

　十

　十
牽。2

玉・2

＋・2

　．十

　十

　●

1・2

1。1

3・3

1・1

1・2

　0

○

●

●

＋。2

2。3

1・2

＋・2

　0
●

●

●

　o
＋・2

　十

2・2

1・王

　●

●

　■

2・3

　十

1・1

1・1

2。3　＋・2

　＋　　1・2

＋。2　1・2

1

－o
⑩
1

出現1回の種　Auβerdem　je　einma1主n　Lfd．　Nr．157：刀夕47000砂～θ　彫σ7ゴ’伽。　ノチドメ　＋，＆zg麹σ　グ砂。π∫oα　ツメクサ　＋，C召毎α痂23θノZ6物03α　タネツケ

バナ　÷，・4γ’θ伽3勿ργ勿。θヵ3　ヨモギ　＋，Cθ紹ε∫伽珊g’o辮9瑠μ規　オランダミミナグサ　＋jn　115：（》クθ7κε加670∫7毎　カヤツリグサ　牽・2，＆彪7毎　o漉4∫3エ

ノコログサ　ユ・L5珈θoの　躍忽σγ∫3　ノボロギク　＋・2．／1彿α7α班伽ε加プ昭ガεホナガイヌビユ　1・2，5伽6伽301θ7σσθ鰐　ノゲシ　＋。2。

調査地　Lage　d．　Aufn．157：Mukugawa，　Imazu－cho，　Takashima－gun，　Pr翫．　Shiga　滋賀県高島郡今津町椋川，115：Nishimura，　Oshima，　Oi－cho，　Oi－
gun，　Pr齪．　Fukui福井県大飯郡大飯町大臨西村。



　26．7k田雑草群落：　Reisfeld－Unkrautgesellschafte総

52）ハンゲショウーシロバナサクラタデ群落

　　3佛7躍πεoん魏θηεゴ3－1）0／夕go四％勉ブαカ。窺6％㎜一Gesellschaft　（Tab．37）

　　　　福井県大飯郡大飯町の水田放棄地に小面積でシロバナサクラタデの優占す

　　　る植分が調査された。植生高は70cmで、100％の植被率を占めハンゲショウ，

　　　クサヨシ，セリ，ツユクサ，スギナなどが伴生している。この植分はヨシク

　　　ラスの多年生草本植物であるシロバナサクラタデ，ハンゲショウを区分種に

　　　ハンゲショウーシロバナサクラタデ群落にまとめられた。

　　　　ハンゲショウーシロバナサクラタデ群落はなだらかに傾斜した谷底水田の

　　　多潤な放棄地に二次的に生育し、植分は畦にまで広がっている。立地は砂質

　　　で比較的乾燥しており、ヨモギ，ツユクサ，ホシダなど中性立地に生育する

　　　種の侵入もみられる。隣接群落にはヨメナーヨモギ群落、ミゾカクシーオオ

　　　ジシバリ群集などがある。

　　　　ハンゲショウーシロバナサクラタデ群落はヨシクラスの中でも乾性系列の

　　　植生であり、沿海部の温暖な地域から植生調査資料が得られている。
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Tab．37． ハンゲショウーシqバナサクラタデ群落

＆zμγπγ郡∫o加229η認ε一P∂1y80窺6η2　ブαρoη∫oμ解一GeseUschaft

La疑fende　Nr．

Fe董d－Nr．

Gr6βed．　Probef三ache　　（mり

正｛6he藁．　Meer（揃）

Neigung　（0　）

Hdhe　d．　Vege乞ation．（cm）

Deckung　d．　Vege乙atlon　　（％）

Artenzahl

通

調

調

海

傾

植

植

出

し

査

査

現

抜

紘
歯
みぜワ

倣

番

番

面

種

号

号

積

高

斜

高

率

数

　　　62

王一27
　　　　　4

　　　　　4

　　　　　0

　　　7G

　　ユ00

　　　10

Trennarten　d．　Gesellschaft＝

　勘～ツ907～Z4η2グ0ク0加6駕溜

　磁4γκプμ5　‘1zゴπθη3ゴε

Arteη　（L　Phragmjtetea＝

　月zα1αγガ5αη〃2ζぎゴηooε0

　0θ，7ζz刎ぬθゴ。〃｛2ηゴ。σ

Sonsもige　Ar主eη　＝

　CO解η2θ1ガη（7　ご0ηηηZ4ηゴ5

　五汐認5訂ε4η～（7プひ（～η3θ

　〆1π97ηfεご。カ7加。のε

　Cy‘1050γ麗50σμ，♪zf2z（zごμ3

　5ン㎏πogγoηzηzo　≠）020ゴ　s翌bsp．　栩。”ゴ35ガηzo

　∠）μ‘乃θ3ηθoo’zぴ50π～ん。

群落区分種

　　シロバナサクラタデ

　ハンゲショウ

ヨシクラスの種

　　クサヨシ

　セ　　リ

その他の種

　　ツユクサ

　　スギナ

　　ヨモギ

　　ホシダ

　　ミソソバ

　　ヘビイチゴ

5．5

2，3

1．2

　十

ユ．2

ユ．2

ユ，2

　十

　十

　十

Lage　d，　Aufn．　調査地；Oshima，　Oi－cho，

Datum　d．　Aufn．　調査蕉月B：24．　Juh　1982．

〇三一gun，　Pr巨f，　Fukui 福井県大飯郡大飯町大臨，
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　27．浮水植物群落　Wasserlinsendecken

53）アオウキクサーアカウキクサ群落

　　ゐθ辮ηαρα％oぎ603’認α一・490”o珈6万6α’α一Gesellscha舞　（Tab．38）

　　　湛水され、イネが50cmほどに生長した水田で、常緑シダ植物のアカウキク

　　　サの優占する浮水植物群落が植生調査された。水深は2～5cmで停滞してお

　　　り、水質は人為的管理により富栄養な状態にある。アカウキクサのほかには

　　　アオウキクサ，ウキクサなどコウキクサクラスの種が常在的で、アカウキク

　　　サを区分種にアオウキクサーアカウキクサ群落：にまとめられた（Fig．30）。

　　　　アオウキクサーアカウキクサ群落は近畿以西の暖地；ヤブツバキクラス域

　　　に生育が確認されている。冬季は1年生のアオウキクサ，ウキクサが枯死す

Fig．30．　湛水された水田に群生するアオウキクサ（大飯町大島）

　　　Dicht　w濃chsigeゐθ魏παρα％6ゴooε’αオαlm　Reisfeld（65m　U．NN

　　　Oshima　O至一cho）．

るため、アカウキクサ1種が生

育し、春から夏にかけて主に栄

養繁殖によって群落の最盛期を

むかえる。

　アオウキクサーアカウキクサ

群落に類縁の植生として琉球か

らボタンウキクサーアカウキク

サ群集（Pistieも。．

Azo玉Ietumimbri
catae）が報告されている。

　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　，
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54）アオウキクサーサンショウモ群集

　　Lemnopaucicostatae－Salvinietumnata－
　　ntis　（Tab．38）

　　　　福井県大飯郡大飯町の水田からサンショウモの優占する浮水植物群落の植

　　　生調査資料が得られた。水面には他にもアオウキクサ，イチョウウキゴケが

　　　混生し100％の植被：率を形成している。この植分は北半球に広く分布する1

　　　年生シダ植物のサンショウモを標徴種としてアオウキクサーサンショウモ群

　　　集にまとめられた。

　　　　アオウキクサーサンショウモ群集は栽培されたイネによって庇陰された立

　　　地に多くみられ、開放地のアオウキクサーアカウキクサ群落とのすみわけが

　　　行なわれている。

　　　　アオウキクサーサンショウモ群集も暖地；ヤブッバキクラス域に分布の限

　　　られる植生で、日本海側では現在のところ山形県酒田市がもっとも北よりと

　　　して報告されている（宮脇　1983）。

55）オオアカウキクサ群集

　　Azolletumjaponicae（Tab．38）
　　　　コウキクサクラスのオオアカウキクサは常緑のシダ植物で、越冬したのち

　　　栄養繁殖を行ない、春から夏にかけてカーペット状に密に繁茂した植分を形

　　　成することがある。本報で調査された植分は優占するオオァカウキクサのほ

　　　かにウキクサ，イチョウウキゴケが伴生し、オオァカウキクサを標徴種にオ

　　　オアカウキクサ群集にまとめられた。

　　　　オオアカウキクサ群集は富栄養化した停滞水域に生育することが多く、冬

　　　季も水の落ちない沿海部の後背湿地湿田によくみられる。分布は現在までの

　　　　　　　　　　　　　　　　一113一



Tab．38．　浮水植物群落
　　　　　　　Wasserlinsendecken

Spalte：

正」aufende

Feld　一

1：∠，θ甥％σ　ρσ％oガooε’σ’o一ノ190〃α　ガ吻∂7ゴ6α’α一Gesellschaft

2＝LemI｝o　 paucicostaもae－Salvinieもurn
3：Azoiietum　japon王cae

Nr。：

Nr．：

Datum　d．　Aufnahme：

lGrδβe　d．　Probef1巨che　　（m2）

け一Hδ難eu．Meer（m）：
？Deck・・g　d・V・g・も・ti・n（％）

　　Artenzah1：

natant1S
アオウキクサーアカウキクサ群落

アオウキクサーサンショウモ群集

オオアカウキクサ群集

群　落
通　　し

調　査

記　二

番　号
番　号

調査黛月　日

面

海

植

出

掛　面
抜　高
　被

現　種

馬

度

率

数

　59
　王

　24
’82

　7
　24
0．06

　55

　90

　3

　60

　1
　25

’82

　7
　24
0．09

　55

　95

　3

　64

　1
　29

’82

　7
　24
0．09

　46
100

　3

（4）

31

’70

5

30

25

80

3

Trennarも　d．　Gese圭1schft：
　幽0〃α　ゴ勉δ7ゴ0αオα

Kennarten　d．　Ass．：
　＆z1加勿。　ηα’（zη3

　由0〃α　ブαρ0窺6α

Arten　d．　hδheren Einheiten：

群落区分種

　アカウキクサ
群集標徴種

　サンサヨウモ

　ォォアカウキクサ
上級単位の種

　アオウキクサ

　ウキクサ
　イチョウウキゴケ

4。4　5・5

■

●

o

●

o ●

4・4　　・

　・　3。3

ゐ醐紹ρ甜。ゴoo吻’α

励〃0ゴθ〆α　ρ0砂7勉9σ

Rゴ06ゴ00αη）κ3　％α如ηε

2・2　＋。2

1・2　＋・2

　●　　　　　　　　　　　　●

2。3　　・

　・　　1。2

i・2　＋。2

調査地　Lage　d．　Lfd．　Nr．59・，60，64：0shima，　Oi－cho，　O圭一gun，　P彪f．　Fukui福井県大飯郡大飯町大島。

既発表資料名　Nachweis　d。　Vegetationsau飴ahme：Lfd．　Nr．（4）：Miyawaki　u．　Fuliwara　宮脇・藤原（1976）。



　　　ところ関東地方（奥田　1978）、中国地方（宮脇　1983）のヤブツバキクラ

　　　ス域から報告されている。

　28．植　　　林Forste

56）クロマツ植林P漁3≠勧舶θ79露Forst（Tab．39）

　　　　若狭湾沿岸の砂丘海岸の発達する福井県三方郡三方町松原、久々子、岡大

　　　飯郡高浜町岩神、薗部そして舞鶴市西大浦松ケ崎などには、かつて砂防林、

　　　防潮林として植栽されたクロマツ林がみられる。とくに高浜町岩神の砂浜海

　　　岸沿にみられるクロマツ林は樹高が10m前後の帯状の美林を形成している

　　　（Fig・31）。

凝縮

’1轟潔，

　鍮．
綬’

Fig．31．　海岸砂丘に砂防林として植栽されたクロマツ林（高浜町岩神）。

　　　　Auf　den　KUsten－DUnerl　als　Flugsand－Schutzwald　angepflanzter

　　　　P勿％ε魏％功678麗一Forst（5mU．NN，IwagamL’rakahama－cho）．

　　　　クロマツ林の林床には動きの止った古砂丘が波状の小丘を形成している。

　　　林床の草本層にはハイネズ，ハマヒルガオなどの海岸前線に発達する砂丘植

　　　生やススキ，チガヤなど砂丘後背地の草本群落の要素など隣接群落の種群も

　　　みられるが、タブノキ，ヒメユズリハ，ヤブラン，キヅタなど本地域の潜在

　　　自然植生とみなされるイノデータブノキ群集の種群が多数生育している。
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Tab．39． クロマツ植林
凸幽”μ∫　∫〃πηδθ蟹三一Forsも

Laufende　Nr．

Feld－Nr．

Grdβed．　Probeflache　　（㎡）

Hδhe　U．　Meer　（m）

Neigung（。）

Hb姓e　d．　Baumschicht　（m）

Dec弐ung　d，　Baumschich｛　　（％）

H6he　d．　Strauchsc麺icht　（m）

Dec批ung　d．　Strauchschlchも　（％）

琶bhe　d．　Krautschicht（m）

Deckung　d．　Krautschicht　（％）

Artenzahl

調

調

海

傾

高

高

低

低

草

草

出

木

木

木

木

本

本

し

査

査

抜

層

層

二

番

番

面

高

の

植

の

植

の

植

種

高

被

高

被

高

被

号

号

積

度

斜

さ

率

さ

率

さ

率

数

　　　ユ39

0M－62
　　　200
　　　　　　5

　　　　　　0

　　　　　ユ0

　　　　70

　　　　　　6

　　　　30

　　　　　0．3

　　　　20

　　　　　3ユ

Gepflauzter　Baum：
凸’ημ3〃zκηδθ蟹が

Sonstige　Arten＝

　凸噛”03♪07μ規∫0∂ゴγ0

　00カノz”ゆ1zツ〃μηz’θが3η20”痂ガ

　C加刃σ7η0規～〃，7ブ0ク0πガ‘μ7η

　〃θ劣初ご㎏70

　ムゴ9μ訂プμ魏0ウごμ3～ンわ〃μ栩

　施γ∫θo∫ぬμ，めθ79π

　∫㌔784〃ゼζZεCOηゴθ2Z∫　var．，η（Z7ガ〃，η0

　ノμηψ9γκ5ω筏ルγご。

　ムゴプゴ0メ）6カ／ζ7リレメ）んア1～O

　Cσ7θκノ乃プゴ〃030

　㍑7foかθ規切0プ

　包αθα9ηzイ3910ウγo

　ハ4∫5‘oη’ん祝53ガ22θη3ゴ3

　飽4θγ0　7ん0η2δθO

　Coごα〃50プδゴα〃α’z4∫

　ノ～030　ωかご～～㍑70ゴαηζZ

　CO！ア3’θ9惣50140π召〃α

　E擁9θm”εμ魏α〃θη3ゴ3

　0θηo〃z〃η92ツ〃～γ058ρf2！〇

　五批0フ2ツ甥μ3ブαρ02毎0μ5

　Cピ7ε∫駕7η　規f7γμ∫，ηz4卿

　G∠21ゴμ甥　〃θ7「μ，η　var．0εε’α頁（7π労？　f．π～々々0θηεθ

　エ万9寛α万0加0如ε09，Z3

　CO7η7η9〃匁0　00刀27ημηゴ5

　〆17ηカ8’0クεガ5δ7θ〃ψθゴZ4η0〃0’σ

　　　　　　　　　　　　　　　　、
　0κσ♂ガ5002っηηか030

　〆15カα7α8μ3伽。κπ3

　刃74ガ3毎ゴ（ゆ0加00

　1～μη2θ∬　00θ’03α

　加ψθ繊0σ加伽‘Ovar．ん0傭8が

植栽樹種

　クロマツ

その他の種

　　トベラ

　ヒメユズリハ

　ヤフニッケイ

　モチノキ

　イボタノキ

　タフノキ

　ハマサオトメカズラ

　ハイ不ス

　ヤフラン

　ハマアオスゲ

　ヒメヤフラン

　ツルグミ

　ススキ

　キヅタ

　アオツヅラフジ

　テリハノイバラ

　ハマヒルガオ

　オオアレチノギク

　オオ’マツヨイグサ

　マサキ

　ハマアザミ

　カワラマツバ

　アキメヒシバ

　ツユクサ

　ノフドウ

　ムラサキカタバミ

　　クサスギカズラ

　ヤブコウジ

　　スイバ

　チガヤ

B4．麺

S　1．2

K2
K

K
K

K

K

K

K
K

K
K

K
K
K
K

K

K
K
Iく

K
K

K
K
K

2．3

　十

　十

　十

　十

　十

。2

L2
ユ．2

L2
L2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

÷

十

Lage　d．　Aufn．　　調・査地　：　亙wagami，　Takahama－cho，

町岩神，　Damm　d．　Au£n．調査年月日：22．　Nov，ユ982．

〇三一gun，　Pr琶f．　Fuk繊i 福井県大飯郡高浜
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57）ス　ギ　植　林

　　C7ツμo魏6短αブαρo競θ一Forsむ（Tab．40）

　　　　スギは本来土壌の浅い尾根部などの乾性立地や、それとは逆に湧水地周辺

　　　の湿性立地など、生育環境のきびしい立地に自生している。この種の天然ス

　　　ギとしてくクロモジーブナ群集の発達する京都府北部にある京都大学演習林

　　　内の山地斜面の尾根筋や渓谷沿の岩峰には、自然性のスギの優占する林分が

　　　多くみられる。

　　　　スギは日本の文化をささえてきた有用樹木の一つとして古くから保護、育

　　　成され、かつさかんに植栽されてきた（遠山　1976）。このためスギは一般

　　　に隼育環境の良好な谷筋や山腹斜面下部などの適潤で土壌の厚い土地に植林

　　　されている（Fig．32）。

《駕

難

Fig．32．　若狭湾沿岸地域の山麓には広くスギ植林がみられる（小浜市中名田）。

　　　　Am　U簸terhang　wachsender　Cημo〃z　67∫σブ⑫o疵。σ一Forst　im　K妓sten

　　　　gebite　der　Bucht　von　Wakasa（100m媛・NN・Nakanada，　Stadt

　　　　Obama）。

　　　　　　　　　　　　　　　　一117一



　若狭湾沿岸地域においても、沿海部のヤブツバキクラス域から、内陸部の

ブナクラス域にかけての台地、丘陵、山地などの谷筋や山腹の凹状斜面に比

較的広い面積でスギ植林が行なわれている（現存植生図参照）。京都階の綾

部市大谷、北桑田郡美山町周辺の山地には、スギの一変種であるアシオスギ

（C7夕≠）’oη267ゴ。　プoρoη20σ　var．　7α4ゴ。α館3）の植林が広い面積でみられる。

一方若狭湾につき出した大島、内外海などの半島部や、とくに潮風の影響を

受けやすい外洋に面した沿海部では、スギ植林地は比較的少ない。大島半島

では、集落の集中する半島北部の風背側の谷筋に小面積ながらスギ植林をみ

ることができる。　スギ植林の群落形態は人為的管理の度合、生育年数など

により多少とも異なるが、一般に高木層は植栽樹種のスギが均質に優占し、

亜高木層はほとんどみられない。陰湿な条件下にある低木層や草本層の植物

椙は、スギ植林の行なわれた立地によって異なっているが、沿岸部のヤブッ

バキクラス域のスギ植林の林床にはアオキ，ヒメアオキ，イノデ，キチジョ

ウソウなどの湿性立地指標種が多くみられる。このようにヤブッバキクラス

域では、イノデータブノキ群集，ヒメアオキーウラジロガシ群集，チャボガ

ヤーケヤキ群集を潜在自然植生とする立地に植林されていることが判定され

る。内陸部のブナクラス域にみられるスギ植林ではヤマアジサイ，ウワバミ

ソウ，ジュウモンジシダなどの種群の生育からヒメアオキーブナ群集，ジュ

ウモンジシダーサワグルミ群集，チャボガヤーケヤキ群集を潜在自然植生と

する立地に植栽されていることが診断される。
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29．竹　 林Bambus－Geh61ze

58）　モウソウチク林

　　　Pぬ夕”oε’σ魏．yεんθオθ700ッ0／αvar．ρ彿∂θ50θη3－Besもand（Tab．4ユ）

　　　モウソウチクは古い時代中国から移入されたものであるが、日本の気候風土

　　　に適しだこともありヤブッバキクラス域を中心に各地に広く生育している

　　　（宮脇・奥田　エ975）。モウソウチクは霊異や民具の回忌として利用される

　　　だけでなく、タケノコは食用産物として供されるため、農家や寺院の裏山の

　　　斜面にさかんに植栽されている。

　　　　モウソウチクの三分は若狭湾沿岸地域では各地の村落の里山近くにみるこ

　　　とができるが、とくに福井県小浜市口名田の山鼠下流域の河岸段丘上や周辺

　　　の丘陵斜面、福井県と京都府にまたがる青葉山山麓そして京都府舞鶴市郊外

　　　の丘陵地には、広い面積でモウソウチクが植栽されている。大島半島では大

　　　島河村の三二近くの斜面下部に比較的まとまったモウソウチクの植分がみら

　　　れる（Fig．33）。

　　　　モウソウチク林の林床の植物相は植栽された土地の環境条件や人為的管理

　　　状態に応じて大きく変化している。大飯町大島で調査されたモウソウチク林

　　　の林床にはスダジイ，ヤブッバキ，シロダモ，アオキ，ヤブニッケイ，テイ

　　　カカズラ，ジャノヒゲなど多数のヤブツバキクラスの植物が生育している。

　　　またアリドウシ，ヒメユズリハ，トキワイカリソウ，ヤブコウジなどの二二

　　　によって、このモウソウチク林がヤブコウジースダジイ群集を潜在自然植生

　　　とする立地に生育していることが診断される。

　　　　名田庄村堂本の植分では林床にシャガ，ミョウガ，ドクダミ，ヒカゲイノ

　　　コズチなどが優占的に生育しているが、この湿潤な河岸段丘上に植栽された

一一 P19一



モウソウチク林が強い人為的干渉にさらされているばかりでなく、河川の濫

乱による林床撹乱の影響があることも示している。

Fig．33．　人里近くの山麓斜面下部に植栽されたモウソウチク林（大飯町大島）。

　　　　」P乃夕1103如。ぬッ3　んθ≠6700ッ”o　var．ρ幼θ30θπ3－Bestand，　in　der　Nii由e　der

　　　　Siedlmg；a蕊der　Hangen渡ber．den　Reisfeldem，（60m廿．　NN，Oshima，

　　　　Oi－cho）．
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Tab．　4玉．　モウソウチク林
　　　　　　　勘夕〃03’σ0んツε 棚870ρyo1αvar．ρ吻θ30θηε一Bestand

Laufende　　飛r．：

Fel（玉　一　　Nr．：

Datum　d．　Aufnahme　：

Gr6βe　d．　Probeflache　（㎡）

員6he　u．　Meer（m）：

Exposition：
N・ig・・g　8）・

H6he　d．
Deckung

Hbhe　d．
Deckung

Hbhe　d．
Deckung

Hδhe　d．

Deckung

Baumschicht　－1　　（m）　：

d．　Baumschicht－1　　（％）

Baumschicht－2　（m）　：

d．　Baumschicht－2　　（％）

Strauchschicht　　（m）　＝

d．　Strauchschicht　　（％）　：

Krautschicht　（m）　：

d．　Krautschicht　（％）　：

Artenzahl：

通　し　番　号
調　査　番　号

調資庫月　B

調　査　彌　積
海　抜　高　今
方　　　　　位
傾　　　　　斜
高木曽1層目高さ

高木第1属上被率
高木第2層の高さ
高木第2層植被民

習．木麟の高さ

低木窟植被率
草本麟の高さ
草本厨植被率
出　現　種　数

136

0S
　16
’83

　1
　29
200

　60

SW
　工5

　18

　90

　9
　20

　4
　40
0．4

　25

　44

　24

YM
　18
’82

　9
　17
100

　60

　0
　11

　90

　4

　5

0．9

70

37

　勘ア〃03’（26々ツ3　加ガθγ0のノ01α　f．　ρ4∂θ30η3

　Cημ0彿θ万（Z　ゴαρ0加0α

Rπ∂κ3　か紹名9θ7ゴ

陥43麗ηZ　ゴαカ0痂0α

植栽種

　モウソウチク
その他の種

　スギ

フユイチゴ

サネカズラ

B王

　Bl
S，K
　K
　K

5・5．　5・5

王・1　　・

十　一←・2

＋　＋。2

十　　　十

i

一
鱒
一

出現1回の種　Auβerdem　le　einmal　in　Lfd．　Nr．　ユ36：Pθ73θα　’肱ηう㎏寛　タブノキ　Bユー1・1，K一＋　Cσ”oαゆα　知ρoπ磁　ムラサキシキブ　S一＋，
湾π6κ6σゴ砂。勿。α　アオキ　S－1・2，K一牽，Cσ3’απoヵ皮3σπ幼忽厩α　var．舘。∂o∫4彦　スダジイ　S一玉・2，K一＋，0の伽ゆ勿11駕解　’6〃辮σπ癖　ヒメユズリハ　S一

＋，K一※・2，Q鰐76κε　3α1宛ゴησ　　ウラジロガシ　Bl－1・1，B2－2・2，S一一←・2，K一＋，Cσ辮θ1〃σ　ブ砂。短6α　B2－2・2，S－2。3，Cαゆ勿π3　1ακ耀07σ　アカ

シデB2－1・Lα6ア67αグαρo窺‘o　サカキ　S一ユ・2，1／αoo勿四脚　δηo≠6諺κ”2　シャシャンボ　S一＋，C加㎜α9の・ρσ万εo醒鋸。　ヒノキ　S一＋，”ゴ。伽魏

プ読g勿∫襯　シキミ　S一幸，”甜吻’εg7α　モチノキ　S一＋，・46θ77瞬7zθ70θ　ウりハダカエデS一＋，勘θ1ぬ幼α酌”厩。　ツクバネウツギS一＋，∠）αρ伽θ

ん門川。ησ　コショウノキ　S一＋，伽。ηy7η震3　σ’α’％ε　var．砂’θ塀3　コマユミ　S一＋，鴻7漉3ぬゴαρo吻。α　ヤブコウジ　K一＋，Cα惣κ　3’θη03’σ6勿3　ニシノホンモンジ

スゲ　K一＋，地4θ7θ　痂。㎜66α　キヅタ　K一＋，Q〃θ70粥　　σo躍α　アカガシ　K一＋，A倦。’π3θα　3θ7勿θα　シロダモ　　K一＋，∠）り70ρ≠θ万3　あε3θ”απo　ヤマイタチシ

ダK一＋，Rθ卿θ々θα　oσ7刃θσ　キチジョウソウ　K一幸，翫。∂o〃ッα　ブα♪o加。σ　ビワ　K一＋，απ四α辮。解％7η　ブ（zカ。，毎。π甥　　ヤブニッケイ　K一＋，α（7邸π’073毎　 ぬθκαρぬッ1♂o

ムベ　K一＋，Z）り，砂’θ〆誌9りP魏70307α　ベニシダ　K一玉・2『，∠）o用ηαoo朝口3ゴ”漉‘鰐　アリドウシ　K－2。3，0ρ配砂ogoη知ρo，z露粥　ジャノヒゲ　K－1。2，

7紹6ん40碑）θ7耀〃η　σ舘θ”δ麗甥　var．　勿’θプ甥64翔彫　　テイカカズラ　K一＋・2，Cy初房（左％η3　go67勿8ガゴ　シュンラン　K一＋，”a　 ヵθ4ε碑。”03σ　ソヨゴ　K一＋，乙〃ゴ。ヵθ

ρ／θ砂ρ勿”θ　ヤブラン　K一＋，＆7班屠oρ’6万3　22ゴρρo毎。σ　シシガシラ　　K一＋，ル∫髭。々θ”α　襯4”α’α　ツルアリドウシ　　K－　1・2，尺ん04048％”oπ　んαθη2伽万　　ヤマツツ

ジ　K一牽，∠グooヵ04伽甥　3θ7η如解ホソバトウゲシバ　K一＋，」励勿284月商　3θ配ρθ7かゴ紹％3　トキワイカリソウ　K一＋，躍6μ3　吻ρ加吻。α　イタビカズラ　K一＋，　in　24：

Z）∫砂07κη～　3833”θ　ホウチャクソウ　K一＋，・40妙〆ση地θ3ブσヵ。晦6σ　ヒカゲイノコズチ　K－2・3，砺’如ッ吻0　6074厩。　ドクダミ　K一牽・2，乃ηρα’短η3　’θ鋸。万　ッ

リフネソウ　K一＋。2，α認03’㈱α　π甥∂8”α’％解　var．御θ伽3　ウワバミソウ　K一＋，＆漉θ7ηθ擁α　’万。％砂ガ3　アカソ　K一＋，勘砂3距。んμ解　〃ψ紹70π　ジュウモンジシ

ダ　K一＋・2，鴻ηoぬ窺。（房3　甜（2箆4誌ん寛　　リョウメンシダ　 K一÷・2，2物gゴ6θ7　彫勿8σ　ミョウガ　 K－　3・3，勘砂3々。ん忽規　 7θ〃030一ヵα1θαoθ銘彿　 ooα’o一ρσ1θαoθ祝甥　　ッヤ

ナシイノデ　K一＋，Cα7郎　ノ∂！勿舘3舘耀α　オクノカンスゲ　K一＋・2，！13’”∂6　酌躍z6例g露　アカショウマ　K一＋，勘かgoημ解　魏蹴；6θ㎎短　ミゾソバ　K一＋，Wo1α

gηクooθ7σ3　タチツボスミレ　K一＋，1％4ygoη雄η　〃〃bプ辮θ　ミズヒキ　K一＋・2，α70αθθ　窺。”ε　ミズタマソウ　K一＋，∠）勿300惣α　≠o々070　オニドコロ　K一＋・2，

αッヵ’o’oθ窺。ブoρo勿6α　ミツバ　K一＋・2，屠3ゴψo吻6σ　シャガ　K－4・4，0ガ。〆ψ’酵αゴの。η宛α　var．εz46プ。頗η40バグロソウ　K一＋，躍1θo　加吻α加　ミズ

K一＋，Gθ7αη伽彫　地％功9㎎露　ゲンノショウコ　K一＋，Pμθプα万α　如∂0♂α　クズ　 K一＋，劾厩3認御辮　σ塑θ歪2ε9　スギナ　　K一＋，搬θ0　舘η6η舘εチャノキ　　K一　玉．1，

”θκ　07θηα’α　イヌツゲ　K一＋，Co痂og7σ7η解θ　ブ砂。勿60　イワガネソウ　K一＋，乙θπ603α〃彫魏　ブσ♪o窺。κ勉　テンニンソウ　K－　1・2，勘ηg瞬≠θε　ブαρo勿6α　ツルヨ

シ　K一亭，、4舵∂如　ガ7ガb”α劫ミツバアケビ　K一＋，α痂αルgα　ε勿ψ1θズ　サラシナショウマ　K一＋，1～030　甥駕”耀。解ノイバラ　K一＋，β6如甥。αη4α　01z勿θπ舘3

ヒオウギK一＋。
調査地　Lage　d．　Aufn．136：0s短1na，　Oi－cho，　Oi－gun，　P酸f．　Fukui福井県大飯郡大飯町大島，24：Doumoto，　Mie，聾atasho－mura，　Onyu－gun，
Pr…三f．　Fukui　権1井興遠敷君餐名田庄村三三璽裳本。



B・植生図Vegetationskarte

　1．若狭湾沿岸地域の現存植生図　K：arむe　der　realen　Vegetation　des　K胎te－

　　　nlandes　der　Bucht　von　Wakasa　und　ihrer　Umgebung（Tab．42）

　　　　島喚部をのぞく大飯30km圏に分布するすべての現存植生について調査され

　　　た。その結果自然植生および代償植生をあわせて33群集，22群落，2植林，

　　　1植分が記録された。これらの群落のほか、宮脇・奥田（1975）、宮脇・藤

　　　原（ユ976）ですでに報告されているクロモジーブナ群集，ダイセンスゲーイ

　　　ヌシデ群落，イヌッゲーリョウブ群落，ネコヤナギ群集，ヒトモトススキ群

　　　落，ウリカワーコナギ群集，ヒノキ植林の群落を含め、植生図のための現存

　　　植生図作製指針（凡例）が決定された。その結果凡例は、植物群落の生態的

　　　類似法、植生配分パターンなどを考慮して30の凡例にまとめられた。

　　　　現存植生図は縮尺1／50000の地形図に描かれた。この現存植生図に基づ

　　　いてさらに縮尺ユ／200000の現存植生図（Karte　I）

　　　　若狭湾沿岸地域の現存植生図には気候，地形，地質，土壌などの自然環境

　　　に影響された自然植生と、古くからの自然植生に対する人為的干渉によって

　　　生起した代償植生とがモザイク状にからみあった複雑な植生配分が描かれて

　　　いる。現存植生の地域ごとの配分特性については以下の地形区分により島瞑，

　　　半島，沿海部そして内陸部に分けて示された。

一122一



Tab．42．若狭湾沿岸地域の現存植生概要 Reale且Vegetation　im　Abriβvon　K冠stenland　der　Wakasa－Bucht

図中番号
Nr．三nd．

Karもe※

　　　群集および群落名
Name　d。Ass◎忽iaむiO斑n
　　　　　U．GeselISC】訟fもen

　　　　　群集および群落の区分種
Kenn－u．「rreヨ鳥膿rten　d．　Assoz量aもio駐en

　　　　　　　　　　u．　Ge8el　lschaften

　　　　　生育地と植生概観（分布域）
Sもandorもu・Vegeもationsphys　iognom三e
（Verbrei加ngsbereich；mli．NN）

ヤブツバキクラス域

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1 自然植生
Ca狙ellie㌻ea　5apo且icae－Gebiet
　　　じ　　コ

Naturliche　Vegetation

ヤブコウジースダジイ群集

Ardisio－C乱stanopsietUm
sieboldii

イノデータブノキ群集
Polアsむicho－Perseeむ㎜
thunbergi　i

シラカシ群集

Quercetum　myr8i贈fol　iae

ヒメアオキーウラジロガシ群集
Aucubo－Quercet㎜salic　inae

シキミーモミ群集
Illic三〇一Abie七et㎜　firm段e

マサキートベラ群集
Euonymo－Pi　tもosporeもu∬コ
之（珪）irae

ワカサハマギクーミツバイワガサ
サ群落

0勿∫碑吻灘物物画π0ゴvar・
澱2諺α3ご2822∫4－5妙〃σ8¢　〃駕甥8ゴ

ぞ．　o∂魏5β一Gesellsch包fも

エゾノサヤヌカグサーハンノキ
群落
ゐ8〃∫彪0プ鐸0認65一オ∫溜5

ブψ・加64－GeseUschafも

ハマエノコローハマッメクサ群集
Seむar　io　pachアstachyos－

　Sagiaeもum　maxilnae

コウボウシバ群落
C一心卿勿〃2－Gesel　lschaf宅

スナビキソウ群落
混ρ558ド5‘乃〃露4∫4　5∫5∫7ゴ‘6z－

Gese璽1s6haf　t

チガヤーハマゴウ群集

Imperato　cyli曲icae－Vid－
ceもU【n　　rotu正雌ifoliae

ハマゴウーハイネズ群集
Viもici　rOもundifoliae－Juni－

pereも㎜confertae

オニヤブマオーハマウド群集
Boehmer玉〇一Argeliceもum

」aPQnlcae

カサスゲ群集
Caricet“m　 d童spalaもae

ヒトモトススキ群落
01α4∫鋸魏　‘乃ρ282z58－

GeseIlschaft　懸

ネコヤナギ群集
Saliceもum　gracilisもy呈ae）蘇

スダジイ　0σ∫彪π0汐5言5　傭5ρ認θ彪var・5ゴ8∂0泓κ・

シロダモ　Ar80〃♂∫82　∫8〆ゴ‘4α，　ヤブニッケイ　0ゴππ6z一

籾。籾躍卿ブβ1勿π鉱％解，　・fタビカズラア露㍑5　πら卿加‘2，

オオイタチシダ1）7ダ。ノ）融擁5　ノ物6ガ戸‘β

タブノキP8758α　一転汐6れ戸ム　エノキ　ご8♂面5　5腕8一
解∫庭　var．　グ2ノ励露‘2，　ムクノキ！4”4π2雇乃8　β∫ヵ4プ4・

キチジョウソウ　R♂吻8‘乃82　607π40，　イノデ．Po砂∫面一

6伽7πρρ1劉〃8”σ鱗卿

シラカシρ膨π鋸∫物象75加β4感悦fの　　チャノキ7加2
∫ゴη4％∫ゴ5，　シュロ7プα6乃解‘己27翅∫　ア07’忽簿8ガ，ナンテン

餓π4F匿πσ　40鷲♂∫♂ゴ‘β

ウラジロガシ，（p％8π露5　∫β〃漉π4，　ヒメアオキ∠勧‘磁α

ブ姻癖‘βvaLρ076α〃∫・
π露／醐vaご・プ磁‘碑5・
加77ガπμo疵ovar・π日賦

　　チャボガヤ7’077鐸α
ハイイヌガヤ06”副。融靴∫

モミ　！％ガ85／∫プ吻θ，　アカガシρ銘47‘駕5　召8躍β，　シキミ

1〃㍑∫％卿プ♂〃φ05勝鳩　キツコウハグマノ賓π5〃θ92
ψゴ‘4ム2ガα

トベラ　1％〃。∫ノ初7z6吻彦。房プ2，　　マルバグミ　E♂282gπ銘∫

吻α6γo！励財〃傷　　ツワブキF虜γル9∫％甥　グψアが‘％卿

ミツバイワガサ　5〃ア24σ　〃κ吻8∫f．o∂紹5σ，

ツクバネウツギ∠晒4々β　∫1勿’加1ζz♂σ，

ワカサハマギク0〃穿52π’乃8吻4勉卿2老加。ガvar。　zσ鷹老β5ζz－

8π∫8，　アキカラマツ7■乃βどガ‘」7κ鯛　老8ガ2即彦58　var．

乃魏躍駕‘κ吻

アギスミ　レ7∫oぬ2　勿878‘躍π42　var．　∫8〃麗ど鋸ηβ7ゴ∫

エゾノサヤヌカグサゐ醐〆謡βo拶30∫48∫

ハマゼ9α〃競〃zブ妙・癖6膨・
‘乃∫己2　勉｛2あ7ゴ’錠2π4，

ハマエノコロ　∫〃融2ゼ0　　汐ガプガ4写5

ハマボッス功∫癖α一
オオウシノケグサF85魏6βプ滋プα，

コウボウシバ　0α7磯鋼吻〃2

var・μ吻5齢吻5

スナビキソウπ壷5587∬伽躍勉5砂”ゴ‘β

ハマゴウ　レ！銘薦　プ。伽癬げ。々α　チガヤ　1勉ρ472如

解〃面輔‘OV乱r。　老04加φゴ

ハイネズ　ノκπψ8プ忽5　‘飢ゾ87如

オニヤブマオ　Bo8ん籾87詑z　カ。ど。∫6プゴ‘6腐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
ハマウド　！4πg2ど露。　グoρoπ∫‘o

カサスゲ　　0β78κ4殉ρ6如者2

ヒ　トモ　トススキ　0∠α♂詑4勉　‘カガ％8解∫8，

ヨシ　　Pノ｝れ2ρ72露652鋸3’γ4〃∫

ネコヤナギ　S認㍑　｛770‘〃露砂♂σ，　タチヤナギ
∫θ〃κ　5％∂〆ンθ4〃ゴ∫，　カワヤナギ54～㍑　g”gゴー

2ア2β

沿海部の台地、丘陵、島地に点在する常緑広葉．樹林

誼驚農e誌lu寡額ぽ・。壽el盤na螺露溜e

（10～145m冒．　NN）

沿海部の低地，台地，島興に点在する常緑広葉樹林
Immergr恥e　Laubw冨lder，die　in　7iefr飾der薮，
auf　H㏄hebenen　u磁H銭geln　a血K越sten　und　lnsel益
ve瓢bre至亀e重s岡（2～90m通．NN）

台地，丘陵地，河川ぞいの斜薦に生育する常緑カシ林
Imme　rgr顧e　Eichen－Wiぎ1der・dieauf　Hochebenen，
脚H㎏eln　und　H銭ngen　def　Fluβufe・冊chsen（40～
170m掻．NN）

内陸部の丘陵，低山地に生育する常緑カシ林
Immerg∫廿ne　Eicher　W填der，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d童eanH冒geln　im

Bi㎜en1餌d　Und蹴Fuβder　Gebirge冊chsen（110
～360m這．NN）

山地帯の安定した罵根部に生育する常緑針葉樹林
Immerg撮ne　Nade1W．ぎ玉der，　die　an　8も曲ilen　Kぎmmen
沁　dor　montane且Sむufe　wachse員（280へる00m冒．　NN）

沿海部の安定した風衝海食崖に生育する常緑低木林
1㎜ergr冒ne　Gehδ1zvegetaもio駐，　d隻e　an　sもab圭len，

w泌exponier七en　K廿sもenkliffen　w蕊chst（5～28
m廿．NN）

沿海部の不安定な風衝海食崖に生育する夏緑低木林
Sommergr冠ne　Gehビ王zvegeもa乞玉on，　d玉e　an　unsむ歌bi王en，

windexp◎nierten　K冒sもenk：l　iffe旺miもbewegten　Be面ea
w銭chsも　（20～80m　賎．　　　　　　　　　　　　　　NN）

沖積低地の地下水位の高い泥沼、後背湿：地に生育するハン
ノキ林
Erlenw毬lder　，　d三e　in　S銭mpfen　und　Sehken
w＆chsen（30m冒・NN）

海岸風衝地に生育する1年生草本群落
W届卿。王lierte，A㎜uellen－reiche　Rasen　der　1藍∫sten
（15～20m冠．　NN）

海岸砂丘の前縁に生育する先駆的砂丘植生
Seggen－re三che　D冒駐en－Vegetati◎n　an　den　KUsもen
（1憩㌔f．NN）

安定した後背砂丘に生育する多法面草本群落
Ausdauer裏虹e　1αauむige　Pf1鋤・engesells（ぬ歴t　der

sもabilen魚fsもen－　D貸nen（9m銭．NN）

安定した海岸砂丘に生育する媛性低木群落
Niederliege撮e　Pflanze1喀esellschafも　der
K銭sもen－Di血eR（1～2m渡．　　　　　　　　　　　　　　　　　　NN）

8もabilen

安定した海岸砂丘に生育する磁性低木群落
Niederliegende　PflanzengeseIlschafも　der　　stabi　Ie漁

K銭s七en－D廿nen（3m銭．　NN）

海食崖の崖錐地に生育する多隼住草本群落
Schuももha玉den　　F玉uren　der　］覧ste盛diffe
（2～3m「d．　NN）

低海抜地の湿原，後背湿地に生育する大形スゲ群落

裂離淵δ無’駅tde商ede「釦oo「e　und

汽水湖沼の岸辺に発達する抽水詰物群落
Uferp．flanzen－Gesellschaft，　die　an　der　Ufefn
der　B瞼ckwasser－Seen　und　Te圭che　enもwickelも
isも（0～1m冠．NN）

河川中～下流域の岸辺に発達するヤナギ低本林
V▽blde駐一Aue　des　Mi七もel－　und　Unもerlauぞes

一
笛
ゆ
1

ツルヨシ群集
Phrag〔n　i七eturn　　j興）on圭Cae

セリークサヨシ群集
Oen匿L夏｝もho－Ph歪Llar量detum

ar雌inaceae

ミゾソバ群集

Polygoneもum　thunbergii

ツルヨシ　P〃29呈露8∫　ノσρρπ露6

クサヨシ　　1）乃6zど諺7ゴ∫　27駕7雇ガπ468α

ミソソバ　∫）oJグgOπ駕〃Z♂加πρ679∫ゴ

河川の河床に生育する抽水植物群落
Rぜhr圭chもpflanzen－　Gesellschafも，　d圭e　an　｛呈en

Ufern　der　Fl嚢sse　w互chsも（60～90m冨．　NN）

河川申～下流域の河床に生育する多年生草本群落
S趣flsaum－Gesellschaft　des　M隻もむel－　und　Unもer－
laufes（80　m～∫．　NN）

河川中～下流域の水際に生育する1年生草本群落
A㎜ellen－re圭che　Auenwiesen　des　Mitむe1－u駐d
Unむe「laufes（30瓶、㌔f・NN）



（Tab．　42　）

アオウキクサーアカウキクサ群落
L卿紹卿紹‘o∫鰯α騨濯ε・♂め
励67ゴ‘α蝕一Gesellschaf　t

アオウキクサーサンショウモ群集
Lemlめ　paucicosもaもae－Salvin孟
一et㎜　　natant　is

アカウキク　サ　　　オβoど12　　f〃2∂7∫‘ごz～f2

サンショウモ　　50ど汐ゴπ’2　πσ，4π∫

ヤブッバキクラス域の水田，溜池にみられる浮水植物群落
－▽V藏sser　l　lnsen・一1）ecke蓬｝des　Came11圭eもea　　jap◎E圭。翫e

－Gebietes（45～55m醸．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NN）

オオアカウキクサ群集
Azollet㎜　　japO】窪icae

オォァカウキクサ濯90〃2　ブ0ノ）0π露α

ブナクラス域　 Fage七ea　cre難a捻e－Gebie七
　　　　1　自然植生　　Na魔rlich⑧Vegetation

12 ヒメアオキーブナ群集
Aucubo　－Faget㎜　Crenaもae

クロモジーブナ群集
王’indero－Fageも㎜
cre捻ate　※※

ヤマボウシCoプ鰯5老。鋸5α，ヒメァォキ∠1鷹磁2
ブζ2”勿ゴ‘4　var。　∂0〆8β’∫5，　ムラサキマユミ　」配躍0π解卿κ5

どαπ680♂2’z65，　ツ」レアリ　ドウシ　　躍∫ガ8乃8」どβ　zづ認z4∠2♂α

u。a・

ナツツバキ　　∫∫8zθα〆ガ∫2　ノ）38z認。　一‘o〃z8〃ゴβ，

ミヤマハハソ目尻ゴ05勉召∫4π伽5，コバノフユイチゴ
R霧伽∫μ‘如8〃鋸∫u・a・

日本海沿岸地域の多雪地に分布する夏緑広葉樹林
Sommergr気fne　Laubw五ider　des　Sch灘ee｝reichen
K冠sもe簸la記es　des　Japanische職　　Meeres（480～800

m罎・NN）

酉日本の申国山地に分布するブナ林、青葉山にみられる
B臓chenw冨lder，　di　e　圭鶏C｝瓢go㎏一Gebirgs　l　and　und

a斑Berg　Aobaアama　verbreiもet　sind（640～680　m慧．

NN）

13

チャボガヤーイヌブナ群集
Toぎreyo－F＆geもum　japonicae

スギーブナ群落
。プグμ・耀加ノψ厩α』

砺碑5・櫛伽一Gese11－
schaft

イヌブナFogμ5．ブ。勿癖62，コハウチワカエデ　。4躍プ
∫ゴ8ゐ0♂4彪規4浮2，　タムシバ　翫9π0〃β　5σ♂ガ6∫／0♂∫β，

ソヨニ∫　∬18∬　ノ）84銘π‘％♂05θ，　ッノレシキミ　5老ガ〃2吻勉

グ廊ル短‘αvar・加雄〃z勧θf・7醜π5

スギ　0〆7ρ’o〃躍7彪　グ2ノ短πゴ‘ごz，　クロソヨゴ　　∫18多

卿8プ。飢var・娩9ψ醒躍π‘κ♂伽

ブナクラス域下部の山地に発達する夏緑広葉樹林
S◎mmergr冠ne　Laロbwi温er　im　unもeren　Tei　l　des

Fageteaαenaもae－Gebieもes（500～730醐・NN）

日本海側多雪地域の山地躍根斜面に発達するスギ，ブナ
混生林
0プ躍。耀ア彪一und　F岬κ5－Mischw膨ぎlder　des

Sc㎞ee－re玉chen　Kdsもenla漉s　des　5購n童schen
Mee把s　（700～780m冨．　NN）

141 オクノカンスゲーイヌシデ群落
Co雛ル〃・5ゴ∬∫吻一
。岬吻5オ5・伽・5面一
Ge　sel．至schaf亀

サワシバ　　0α7ク∫πZ65　‘0㎡β翫Z，　オオ幽カメノキ　7訪プπ躍甥

μプ6ごz♂κ〃z，　オクノカンスゲ　0β〆4κ　！り〃。∫∫∬∫物，

ジュウモ：ンジシダ　Po♂グ5擁‘鋸勉　’プちク♂870π

ブナクラス域下部の山麓に発達する単自然姓の夏緑広葉
樹林
Halb－na慮r風声che　som㏄rgf冠血e　L鼠ubw葛ldeτim
unteren　Tei　l　des　F躍eもea　cren往tae－Geb量etes
（310～3701n「岐．　NN）

15

16

17

ダイセンスゲーイヌシデ群落
。碑蕩顔54卿5ゴ∫一一〇β吻π％∫
オ∫‘乃。πo∫唐∫一Gesellschaf乞※※

チャボガヤーケヤキ群集
TorreyG濁adica虹tis－ZelkGV－
eも㎜’　serτat包e

ジュウモンジシダーサワグルミ
群集
POIySt隻ChO－PもerOCaryetUm

マアザミーハンノキ群集
Ciぎsio　sieboldii－Al漁etum
jaPonl　cae

タニウツギーヤマハンノキ群集
W6igelo　ho∫telisis－AII玉et㎜
hirSUもae　vaτ．　sibiricae

クマシデ（72ア声πμ5／2抑∫6σ，ウラジロノキ307伽5

ブ4卿痂‘2，キンキマメザクラP物πκ5加廊52vaめ
珍碗綴6π∫ゴ5・，　ヤマウグイスカグラ　　五〇加647θ　g726∫一

〃ρ45，　ダイセンスゲ　　Oo72多　議麗∫8π6π5∫5

チャボガヤ　7’077鐸。纏6が474var。7綴露伽5，
ハイイヌガヤ　　C召ρんα‘0‘隔日5　烈Z7γεπ¢60π氏z　var・

吻2πσ，　アキギリ　5ご2どzノ翫2　｛7ム2678∫‘8π5

テツカエデ14687加卿短認鵬ボタンネコノメソウ
C乃7グ∫0∫カ∠8η∫％”2ノ勉％プゴ8ゴ　var。　虐ゴ0彦6π∫8，　ミズタビラ

コ　7■7匂。πoあ∫ρ78汐ら勿∫，　ミヤマベニシダ1）解。ヵ一

房プ∫∫吻。短露。如

マアザミ　0〃5勧吻∫ガ妙0曜∬，マツバスゲ磁ア薦
汐が勿8π5ゴ∫，　ホソバノヨッバムグラ　Ooμ㍑物　ガ7ゴノ’∫4％物

var・歩プ2ψψ認観‘μ傭吻2

ヒメヤシャブシ　　濯♂㍑κ3　汐8鷹駕！o，　タニウツギ研8ガ4認2

カ。〃朗∫∫∫

内外海半島の久二二ケ岳に生育する半自然性のシデ林
Halb－naも冠rlicher　ご2γρ訪μ5－Wald，　der　am　　8e■9

Kusuyaga厭e㎜f　dey　Uchiも㎝i－Halb孟nse　l轍chs　t
（270～615m冨．　　　　　　　　　　　　　　NN）

ブナクラス域下部の渓谷，山麓儘錐斜面に発達するケヤ
キ林
Z8ん邑。汐σ一Schluchもwald　im　unもeren　Te三1　des
Fage乞ea　　crenatae－　Gebietes　（　110～480m冒．　NN　）

日本海健多雪地域に発達する山地渓畔林

Mbnもane　8achri㎜enwh圏王de翌des　Schner　reichen
K廿steulandes　des　Japanischen　Meeres（340～68◎
m廿．NN）

ブナクラス域の由麓湧水地縁，山間谷地に発達するハン
ノキ林
Ba（ぬ『U磁（融ue王レErlen　w冠1der　der　Fagetea
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m廿。NN）crenat乱e－G｝eb玉eもes　（　540～550

日本海側多雪地域の山腹崩壊斜面に成立する夏緑低木
群落

器謡1濫撚も悔津画譜齢慧。糊
m廿，NN）

18 イヌツゲーリヨウブ群落
〃α‘78繊如一απ〃廊6θ7房一
初7蛎5－GeseHscha多t　※巌

エチゼンダイモンジソウ群落
5磁！7解．．．．．．4‘～プげ・磁一

G臼sellschaf毛

ウワバミソウーモミジチャルメル
ソウ群落
Eム2’0∫旋7斧2β　2〃π汐8♂♂α♂ζ2　var。

吻ブ忽5一醗♂8〃2碑7伽一
Geseilschaft

ヒメレンゲーナルコスゲ群集
Sedo　subtil三s－Caτiceもum
Curvicol　l　is

リョウブ（7ど躍乃アごZ　歩0プ∂加8プZノゴ∫，　ッノハシバミ　00η躍％5

5ゴ860♂4昌昌α，タンナサワフタギ5ダ勿！0‘05‘0782πσ，
チシマザサ　　∫召5α　　老247かどθπ∫ゴ5

エチゼンダイモンジソウS鶴げ紹gα064擁！’o〃2

モ：ミジチャルメルソウβ4露♂〃4466ア∫πo，　ウワバミソウ

E傭・∫齢20罐∂8〃伽野7var・艀骨鋸

ナワレコスゲ　　Oo78藩　　‘躍7汐ゴ60」～ガ∫

由地の稜線部に発達する風衝低木林
Mo11むane，windgescho∫ene　Geゲ寝sche　a股f　den

G三pfeln（640～685m銭．］脳）

山地の湧水岩壁，渓流ぞいの野土などに生育する湧水辺
植物群落
8ach－und　Quehflurgeseilscha島en

シラコスゲーセキショウ群落
0碑詞曲β・勿露一山60〆〃5
9・伽・麟一（莞seliSC㎏ft楽※

タニガワスゲ0⑳薦！初プ比鰯β，シラ：コスゲOo7臨一
7乃認。卿。，　セキショウ　∠歪‘o〆影∫　｛770卿ゴπ8％∫　u・a・

嚢 代償植生 Ersatsgesellschaften

t

一
ト∂

膳
1

19 タリーミズナラ群集
Casもaneo一（加erceもum

criSPU圭ae

ミズナラ　（2κ8ア鰯5窺0π卯㍑6αvar。　gγ0∬8一∫θγγα彪

クリ　0α5なzπ4σ　878％2’2，　ボツツジ　Tプガノ勉’β1擁β

ρ傭64傭αu・繕・

ブナクラス域の由地に発逮する夏緑広葉樹二次林
S㎝mef9ぎ冒ne　sekund冨τeあaubw’巌der　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　des　Fagete翫

crenatae－Gebieもes（500～900　m冒．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NN）



（Tab 42）

ウリカエデーコナラ群落
（ベニシダ　位群落）

加四品μ鋤一ρ雄・…
5〃〆認2－Gesel王schaft（Un慮e
re孟nhei主von。0矧。μ副5
岬枷・∫・・θ）

クサイチゴータラノキ群集
Rubo　　hirsuもi　－Aralieもum

コナラ　ρz〃プ‘駕5　5877腐’傷　ウリカエデ　／f68プ　‘72んz8｛頭！’o

∠加卿，カスミザクラ1）彫吻∫麗76傭舷σ　ジャノヒゲ
0ヵ乃ガ。”goπ　ブ2卿π∫‘忽∫，　テイカカズラ　772‘々8’05ノ＞8プー

　　　　｛2∫∫召♂ゴ6駕物，ニシノホンモンジスゲ0己2γ8κ　5∫8㍑o－

5彪‘勿5，タチツボスミレ佐。伽g矧卿‘8745，ミツバアケ
ビ　14層6ρ∫β　67∫ル〃。’β，ベニシダ」Dプ穿。ノ簿8厚∫　87グ’乃70一

∫078，　ヤマイタチシダ」【）プグ。ノ冨27ガ5　∂∫5∫8♂かごzπα

ウツギ刀4％6βガβ　‘79批z差β，　キブシ　5’β6乃グ7μ5　ρη～860多，

クサギ　0ど6〆04「8π470π　　」7∫‘乃0♂0卿冴吻，　コ　ウソい　B70駕∫50一

π6’ゴ諺　老29ゴπ0老ゴ，　イタ　ドリ　PO♂790π駕卿　‘μ∫クゴ42’％物，

シロ≡ヨメナ　　ノf∫♂4〆　召｛76ブβJoガ485　vaτ・　∫6物ゴ。卿ヵ～2万ガ『

‘砺〃5

ヤブツバキクラス域の丘陵，山地に発達する夏緑広葉樹二次林
Sommergr禎｝e　sekund宮re　La“bw冨1der，　d　ie　an王演gehl
und　in　der　monもan台n　Stufe　des　Ca凱e11三eもea　japonic鼠e

－Geb三et　entwickelt　sind（15～280鎖看。NN）

ヤブツバキクラス域の暖地生先駆低木
Therm◎phile　Pionier　－Sもrauchgesellschafもdes
C践me夏lieもea　jεゆor盛cae　－Gebieもes　（15～400m慧．

NN）

20

21

22

23

24

ヤマウルシーアカマッ群落
R加3〃励。‘αψβ一P鋤∫
4朗3ヴどoγθ一Gesellschaft

クロマツ植林
P∫πμ∫　彦乃μπあ77｛〆∫　一Forst

スギ，ヒノキ植林

07グμo一日ノψ競α一u・
0加州卿鋤ゴ∫・伽∫グForsも

モウソウチク林
P乃シごど0∫’α‘勿5　乃8ガ470‘劉‘∠8

var・η加∫‘麟一Best＆nd

ベニバナボロギク晶ダンドボロ
ギク群集
Crassoceph挑10　cτepidioidis－
Ere（溢もiもetum　h圭eracifoli翫e

アカマツ　P助霧5　48π∫げ～070

クロマツP加雛訪媚加解鐸（植栽樹種Gepfla1｝zter
B翫Um）

スギ　0γダ汐彦。吻8プ∫4　ノσ汐。解∫‘ビz，　ヒノキ　（7’勿吻086ダ卿擁∫

・伽∫4（植栽樹種Gepf1鋤zもer　8aum）

モウソウチクP勿〃0∫」6‘勿∫ん〃870曜8」2var．
勿68∫κπ∫（植栽種Gepf茎anzte　Art）

ベニバナボロギク　　0プβ∫5068”ζz’卸吻　‘γ4クゴ4ゴ。ゴ485，

ダンドボ野晒クE74‘舵銘郎海470‘∫ノ尻ゴα，ヤクシソ
ウ　　1）ごZ〆召∫芳2プ∫5　42πガガ‘銘∠α82，　　　　オオアレチノギク

登園ガ98ア。惣　∫鋸〃22ガ78π5ガ∫・　オトコエシ　Pβ♂7ガπゴ認

加〃052

ヤブッバキクラス域の丘陵，山地のアカマッニ次林および
植林
Nadelholz－reiche　Sekund●ぎrw●瓠der　und　K玉efern＿
拶orsもen　der　H冠gel　und　der　mollもanen　Stufe　des　Camell玉一

etea　j群pon量cae－Gebieも（20～440　m簸’．　NN）

海岸砂丘地に砂防林，防潮林として植栽されたクロマツ林
P吻κ∫♂加勿〃φゴーFOrSむ，　der　als　Sa芝｝dschuもzw践1d

auf　den硲sten－D廿捻en　gepflan・もw・㎡e・wa・（5m
’ぱ．NN）

丘陵，由地に有用材として広く植栽される常緑針葉樹植林
Im鞘ergr面e　Nadelh・玉z　Forsもe馬die蹴Nbむzh・1zge－
wi㎜颯塾g　ofも　gepflanzもweτd　n（60～650芸n廿・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NN）

ヤブッバキクラス域の山麓，河岸段丘に植栽きれる哲林
Bambus㎜おesもaエ｝d・　der　am　Fuβ　de罫璽3erge段nd　a慧f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NN）F粟ussもe「「asse践gepf玉anz£wird（60m蔵f．

森林の伐採跡地，山火事跡に発達する好打素生1年生草本
植物群落

加S躯伽腰f轍薮eb廉en　Pfl脇eR　reiche　Schlaggese11
－schafもen（180～280帥’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NN）

　「

一
鱒
ゆ
8

25

26

27

ナガバモミジイチゴークマイチ
ゴ群落

翫伽5廻〃2伽5－R吻∫‘7・一
如昭ガノつ〃駕5－Gesellschafも

ネザサーススキ群集
Arund三職r圭。　pygmaeo－Mi　s－

cantheもUm　sinensis

シバ群落
Zoグ5毎グ妙。加‘θ一GeSellsc－
haft

カラムシ群落

Bo6伽腕σπ脚πoπ伽腐心
Gese　llschaft

ッルカノコソウーノブキ群藥
Valeria江10－AdenocaU．letum
h㎞alaici

ヤマアイーコミヤマミズ群落
読繊厚σ〃5屠・‘αプ卿一P〃駕
ノ）58駕40ノ短’ガo1ごz7∫∫一Gese11曲も

ツリフネソウ群落
1〃Z卿」ゴ8ア25　♂6多Jo7∫一

Gesellschaft

コタチッボスミレーヒメガンクビ
ソウ群落

醗。如醜声68725var・薦ガ〃5
－02罐豆襯70∫z4～碗襯一
GeSellschaft

カゼクサーオオバコ群集
Eragrostio　　ferrugineae－
P｝a童1もagi駐e撫m　as量駄も呈cae

カラスビシャクーニシキソウ群集
1）inellio　もernaも銭e　－Eupho罫b　i－

etum　pseudochalnaeSyc　is

ヨメナ・一ヨモギ群落

楡z擁爾∫寮。〃z8繊一円π8卿∫∫如

力加‘ゆ5－Gesellschafも

クマイチゴR吻鰯‘勉畝8gヴ尻が露∫，ナガバモミジイチ
：ゴ・R駕診％∫卿」甥ご露π∫，エビガライチゴR％∂駕5　”02毎60一

短5諺∫

ケネザサP屠。〃4伽∫P吻紹f・鋼伽6麟，スス
キ　　Mゴ568π’乃％5　∫fπ6η5ガ5，　カワ　ラナデ“シコ　　1）ガβπ♂ノ勉5

∫ψ8γ∂z65　var。　！oπ4ガ68」グ擁膨45，　テリハノイバラ　ル5β

伽‘加筆如伽4，ネコハギゐ4∫汐認8βσヵ〃。∫2，ヘクソカズ
ラ　　1）β8487∫β　　5‘2冠8π5　　v匪Lrg　彫β∫プ8∫

シバz・卿・グ・卿擁

カラムシ　　」Bo8乃〃24ア翫z　匁∫塑箆。π∫勿60，　ウシハ＝コベ∫’8」｝

’θ7∫α　4g徽2’ゴα2，　ゲンノショウコ　0〃7βπゴ駕吻　，勿π∂87－

9鋸

ノブキ癬8πo‘β副。π晒物認如口吻，ツルカノコソウ
7卿骨力∫如‘‘勉∬．∫灘

　　　　　　　　　リコ　ミヤマ　ミス　1）ゴ！8α　1ク∫23440カ4♂ゴ0！87∫5，

ヤマアイ　魏76％7∫βどガ∫　ど8ゴ06αη勉

ツリフネソウ1吻磁躍π5融鋸。擁，　ケキッネノボタン
R磁㍑‘副z4∫6β纏。癬班∫ゴ∫

ヒメガンクビソウ04プρ8∫誹解705副4伽吻，コタチッボ
スミ　レ　7ガ0162　97解塑66れ2∫　va「。　8κπガ∫

カゼクサ　1穿プ2970∫海∫　〆’2アプ銘gガπ8α，

オオバコ　P12πぬ2go　ζz∫ゴ2ガ∫‘β

コハコベ　5’61ム27ゴ2　〃躍4ゴα，メヒシノくρfgゴ差α7ガβ

44∫‘8堀8π5，　エノキグサ　オ‘2’7”2　碑∫’ηz1∫∫

カラスビシ．ヤク・∫）∫π8〃読　融7π認2

ヨメナκσ〃吻47ガ5　穿。〃28πσ，　ヒナタイノ：コズチ　146んグー

勿膨加∫ア劒7磁，ヨモギ〃融珈∫読加膨声

ハンゲショウーシロバナサクラタ　シロバナサクラタデPo砂go纏吻ノ々卿π鉱π籾，
デ“群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンゲショウ　∫α駕7躍プ45　‘乃ゴπ8㌶5ゴ∫

5研解％∫‘乃珈細5－Poどグ卿纏
グ妙。刃ゴ‘μ吻一Gesellschaft

ウリカワーコナギ群集
Sagitもario－M◎nochOr　ietum※※

コナギMoπ0‘乃07ゴ諺　勿α9ガπ8〃∫　var・　ρ♂0π洗zgガπ8β，

ウリカワ　S2gゴ♂’07∫α　1勿｛7脚82，キカシグサ　」Ro∫βZσ

ゴ獺グ∫‘2，　アブノメ　．z）o卿‘7ガ勿〃2ブ窃π砲鋸勉房．4．

伐採跡地に発達する先駆低灌木群落
A．R　｛3ro瀧beerarten　re呈che　Sch王aggesel至sch段fも
（440m冠．　　　　　　　　　NN）

暖地の二次草原にみられるススキ草原
？hermoPhile　Sek磁1d冨rwiesen（10～25署n冨．　NN）

過度の伐り取、放牧地に発達する低茎草原およびゴルフ場
など人工シバ草蟷
．litel濾iv　gentzte　「W6韮den・　st翫rk　beもfate臓e　V7i．esen

魏nd恥sen　deぎGolfp臨ze
　　　　　　　　　NN）（85m冨．

低海抜地の路傍および林縁生の高茎草本群落
Thermophi　le　W6grand－H㏄hsもaudeHflur（20　m冒．　NN）

半陰地の湿姓な路傍，林縁に生育する多年生草本群落
Bodenfenchむe－bed撫ftiger　V喰ld＿Sa㎜（350鵬誓・NN）

半陰地の湿姓な路傍，林縁に生育する多年生草本群落
Lufもfeuchte－bed荘rfもiger　Wald－Sa㎜（30　m廿．　NN）

低山地の湿潤な沢ぞいの半陽に早口する木漏れ日群落
Lichも1iebende】3銭chr　im｝en－Flur（270m冠’．　NN）

半陰地の路傍に生．轤ｷる多奪生草本群落
W6grand伽r　ffischer］B冨den（40　m、f．　NN）

路上草本群落
Tritもgese嫉schaft（150～950　m竜f．　N煎）

畑地，果樹蜀などの耕作地にみられる雑草群落
U函（rauもgesellschafもder　Acker皿d　Obsも9翫rも今n
（2～310m寮．　　　　　　　　　　　　　NN）

水田，畑地の畦に生育する多年生草本群落
Ra量鍛一U血auもgesellSc｝装Lft　（55～320m冒．　NN）

暖地の水田放棄地に生育する雑草群落
τhermophile　Brachre玉sfeld　－　UnkrauもgeSe－
11scha｛も（55～320　m冒．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RN）

水田雑草群落

Reisfe三d－Unkr蹄も琶esellschafも



（Tab．　42）

28

29

ウリカエデーコナラ群落（アオハ　アオハダ〃8κ吻必〆。ク曜β，オオカメノキ殉伽7膨鯛　　ヤブツバキクラス域からブナクラス域に広がる低山地帯
ダ下イ立群落）　　　　　　　　　　　ノ滋プ6認％吻，ノリウツギ∬ゲ47腐π9段z1勿π宛影1β確，　　　　の夏緑広葉樹二次林

鑑磁禦融翫臨蟹鷺。麟麟1糠謬撚轡∫岬’イワガラミ抽器「畿鼠鵠喩誹辮脇鵡ご瞥テ
ei癌e圭もV・nル藩伽…翅・）

オォッヅラフジーマタタビ群集　　マタタビオ6訪z∫4彪拶け僻吻，ツヅラフジ∫吻鋼8加一ヤブッバキクラス域からブナクラス域にかけての林縁に
S量nomen壼。　acuti－Acti雛id童一　膨碗鋸纏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発達するッル植物群落
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lianen－reiche　Wald－M韻telgesellschaf七（250e願狽polγgamae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m冠，NN）

ボタンヅルーウツギ群落　　　コァカソB躍伽8加吻磁の
c18吻ζ2舜5　傷クぎげψ〃β一1）4初β彪　α、ク揮／o〃αu・a・

‘74π2」ごz－Gese1玉schafも

コミヤマミズーオニグルミ群落
1）〃8α声4忽0汐κ∫01｛2プゴ∫一

ノ御勉郷2〃4郷雇ノリど如F－

Gese玉1schaft

ヤクシソウータケニグサ群集
Youngio－Mhcle翫yeもum
cordatae

アカソーオオヨモギ群集
Boehmer　io－Ar　tem三s隻etum
猫ORtaDae

ミヤマママコナ群落
湿2」｛2即寮〆媚如鵜甥v勘r。

加磁。卿32－Gesellschaft

ボタンヅルα8甥βぬ5

オニグルミ　ノz∫｛7如π5　召〃2π」乃∫ノoJ∫2，

フサザクラ石1μク♂6蝕2ノ勉砂。忽7諺

タケニグサ翫副8αグβ‘074認β，　フキノ）2砲5露65
ブψπ∫‘冴∫，　オトコエシPご2∫7ガ㌶ガβ　勿∫〃0∫β

アカソβ06乃籾∂7∫4　〃露％∫ノ毎5，

PJ8‘〃βπ」乃躍5　〃ガ‘乃0607卿∫，

o｛21伽物声8忽。己2∫1〃8〃鋸吻

クロバナヒキオコシ
オオバノヤエムグラ

ミヤマママコナ毎812吻シ7麗吻1β娩4〃2var・πゴ老虐08π∫8

ヤブッパキクラス域からブナクラス域にかけての林縁に
発達するマント群落
Sもr冒ucher－reiche　wald－Manもelgeseユ韮schafも
（380m冒．　NN）

山地渓谷林および渓畔林の代償植生
Sekund冨’re　S　chluchも一蔑鵡d　至3achr　i】：menw’ざ1der

（210～400mbl．　NN）

山地の崩壊斜面に発達する大形高茎草本群落
Schutもhalden－Hochs　Laudenf｝ur（460　m買．　NN）

田本海健多雪地域の路携に発達する大形．高茎草本群落
Monもane　HochsもaudenfIUren　an　W6grぜ正xle田
（400～450　mrゴ．　NN）

夏緑二次林など陽性な林縁に生育する華本群落
Lichも一1iebe田e　K：rauts冨ume　（8001n　買．　NN）

その他Sonstige

30

31

住宅地，造成地，裸地
Siedlungen，　Baufrぎchen
und　vegeもぬ0置1slosen
Fl乞chen

開放水域
Offene　vvasserfrぎ（hen

※現存植生図（1：50000）一王参照　s．Kar七e－1；　※※宮脇・奥田（1975）参照，　s．　Miアawak圭，A．　u．　Oku飴，　S．（1975）
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1）　島　　　喚　 王nseln

　　　若狭湾に点在する御神島，烏辺島，補筆，冠者島，鷹島，六戸島，冠島の

　　　平声では、古くから神域として、また魚つき林として森林が保護されていた

　　　こともあり、ヤブコウジースダジイ群集，イノデータラノキ群集，マサキー

　　　トベラ群集など自然度の高い常緑広葉樹林が生育している。また日本海を北上

　　する暖流（対馬海流）の影響によりこれらの島々と発達する森林群落にはナタ

　　　オレノキ，リンボク，ムサシアブミなどの暖地生植物が多数生育しているの

　　　がみられる。

2）半　 島H：albinsel簸

　　　若狭湾沿岸の複雑な海岸線を形成する常神、内外海，大島，内海などの各

　　半島および舞鶴市北部の東大浦，西大浦地区は、島嘆と同様比較的温暖な沿

　　海部の気候を反映した植生配分がみられる。とくに内外海半島の蘇洞門など

　　半島の先端部には大規模な絶崖が発達しており、そこにはマサキートベラ群

　　集，ワカサハマギクーミツバイワガサ群落，ハマエノコロ一節マツメクサ群

　　集など海岸風衝低木や草本群落が発達している。

　　　　自然度の高い常緑広葉樹林の生育する領域も広く、内外海半島の久須夜神

　　　社，常神半島の常神神社，東大浦の臨海寺などにみられる社寺林にはヤブコ

　　　ウジースタジイ群集，イノデータブノキ群集に同定されるみごとな常緑広葉

　　樹林が生育している。また半島にはスダジイ萌芽林の発達する地域も多い

　　　（Fig。34）　。

　　　　このほか半島部にはクマワラビーケヤキ群落（宮脇・奥田　1975），ウリカ

　　　エデーコナラ群落，クサイチゴータラノキ群集などの夏緑二営林やアカ7ツ

　　　林などの代償植生が発達している。人里近くの裏町にはモウソウチク林やネ
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ザサーススキ群集などの二次草地もみられる。

　半島では比較的温暖な気候を利用したミカン類を中心として果樹栽培もさ

かんで、とくに京都府西大浦地区には大きな果樹園がみられる。半島の各地

の小さな入江の砂浜にはチガヤーハマゴウ群集，スナビキソウ群落などの砂

丘海岸植生が小面積ながら発達している。

　半島の大部分はヤブッバキクラス域の自然領生および代償植生によって占

められているが、内外海半島の久須夜ケ岳（619m）の海抜400～500m以上の

山頂部にはブナクラス域の植生であるチャボガヤーケヤキ群集，ダイセンス

ゲーイヌシデ群落（宮脇・奥細　1975），タリーミズナラ群集などの夏緑広

葉樹林が発達している。

Fig．34．半島部に点散する小さな漁村の裏山にある神社林にはヤブコウジースダ

　　　　　ジイ群集などの自然植生が残されている（舞鶴市東大浦）。

　　　　In　der　schmalen　Siedlung　zwischen　Meer　und　B：廿gel　ist　auch

　　　　ein　standortsgem互βer　SchreinwaId，　hier　das　A　r　d　i　s　i　o一．

　　　　C　a　s　t　an　o　p　s　i　e　t　u　m　　s　i　eboldii，　erhalten　geblieben

　　　　（5m廿．NN，Higashi－Oura，Stadt　Maizuru）．
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3）沿海部KUste
　　　若狭湾沿岸には北川，南川など河川の河瓢］に形成された小浜平野をはじめ、

　　三方低地，高浜低地，舞鶴低地などの沖積低地が発達している。これらの沖

　　積低地をはじめ沿岸に平行してはしる国道27号線ぞいの海抜200～300mの丘

　　陵、低山地由麓を含めた地域を沿岸低地とみなした。またこの地域には青葉

　　山（699m）が含まれる。

　　　若狭湾国定公園内の景勝地の一つである三方五湖にはヒトモトススキ群落，

　　　ヒシ群落などの水生植物群落が発達している（宮脇・奥田　1975）沿岸沖積

　　低地の大部分は水田に利用されており、そこにはウリカワーコナギ群集（宮

　　脇・奥鐙　1975）などの水田雑草群落やハンゲショウーシロバナサクラタデ

　　群落などの水翻放棄地雑草群落が生育している。また畑地にはカラスビシャ

　　　クーニシキソウ群集が、路傍や路上にはカラムシ群落やカゼクサーオオバコ

　　群集が生育している。

　　　若狭地方の商工業の中心となっている小浜市、舞鶴市などの周辺では、水

　　田は市街地化が進んでおり住宅地や工場敷地に転用されている。沿岸部の海

　　抜300～400rnの丘陵、低山地は植生的にはまだヤブツバキクラス域に属して

　　　いるが、一般に自然植生の生育する領域は少なく、ほとんどの地域は代償植

　　生で占められている。三方町宇波西神社，小浜市若狭姫神社，同歯勢黒駒神

　　社，同国分小浜神社，高浜町伊装諾神社，舞鶴市鹿原金剛院にはヤブコウジー

　　　スダジイ群集やイノデータブノキ群集に属する社寺林が断片的に残存してい

　　　る（Fig．35）。北川、南川などの中～下流域の河川沿いの河岸段丘斜面な

　　　どにはシラカシ群集がみられる。
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購蕪鎌懸紐
Fig。35．　沿海部の沖積低地に残存するイノデータブノキ群集の社叢（上中町三宅）。

　　　　In　dem　k｛istennahen　al　luv量alen　Tiefla鍛d　erhaltener　Shinto－

　　　SchreinwaldvomPo至ylshcho－Perseeもum　thunbe・

　　　　rgii（娃Om通．NN，Miyake，Kaminaka－cho）．

　若狭湾沿岸低地の丘陵、低山地の大部分はアカマツ林で被われている。と

くに三方町，上中町，小浜市，舞鶴市にはみごとなアカマツ林が生育してい

る。海岸砂丘の発達する松原，久々子，岩神，園部の海岸にはハマゴウーハ

イネズ群集，チガヤーハマゴウ群集などの砂丘植物群落やクロマツ植林がみ

られる。国道27号線沿の丘陵，低山地斜面，とくに三方町，小浜市口名田，

舞鶴市郊外の農家や寺院の裏山にはモウソウチク林が発達している。

　常緑広葉樹林帯に位置する沿岸低地にあって、標高699mの青葉山の海抜30

0～400m以上には、クロモジーブナ群集（宮脇・奥田　1975）ダイセンスゲー

イヌシデ群落（宮脇・奥田　1975），チャボガヤーケヤキ群集などのブナク

ラスの夏緑広葉樹林が発達している。
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4）内陸部Binnenland
　　　　内陸山地には大飯30km圏の大半を占める、福井県嶺南地域と滋賀県，京都

　　府との県境を形成している野坂山地，若丹山地が含まれる。内陸山地は県境

　　　につらなる雲谷山，三十三間山，駒ケ岳，百里ケ岳，三国岳，八ケ峰，頭巾

　　　山，三国岳など標高1000m前後の山稜を中心とした山地、山麓の海抜200～

　　　1000mの範囲にわたっている。植生的にほやブッバキクラス域上部からブナ

　　　クラス域におよんでいる。

　　　海抜200～300mのヤブッバキクラス域上部付近にある内陸山地南側山麓の

　　　南川上流や北側山麓とを流れる由良川，上林川などの河川沿いの山腹斜面下

　　　部にはヒメアオキーウラジロガシ群集が、山腹斜面上部や尾根部にはシキミー

　　　モミ群集などのヤブツバキクラスの自然植生がわずかに生育するのがみられ

　　　る。一般に内陸山地の大部分はウリカエデーコナラ群落、タリーミズナラ群

　　　集などの夏緑広葉樹林が優画するブナクラス域に位置している。

　　　　ところでブナクラスの自然植生であるヒメアオキーブナ群集，スギーブナ

　　　群落，チャボガヤーイヌブナ群集，オクノカンスゲーイヌシデ群落，そして

　　　山地渓畔および渓谷林のジュウモンジシダーサワグルミ群集やチャボガヤー

　　　ケヤキ群集の発達する地域は限られており、雲谷山，滝谷山，武奈ケ嶽，駒

　　　ケ岳，三国岳などの山頂部や山麓の一部の地域にわずかに残されるにすぎな

　　　い。内陸山地のブナクラス域の大部分はウリカエデーコナラ群落，クリーミ

　　　ズナラ群集，スギ植林などの代償植生によって占められている（Fig。36）。

　　　例外的に、京都府北桑田郡美山町にある京大演習内には2000haにおよぶ自然

　　　林の残された地域がみられる。
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灘

Fig．36．　内陸山地の大部分はウリカエデーコナラ群落，タリーミズナラ群集，ス

　　　　　ギ植林などの代償植生で占められている（綾部市君尾山）。

　　　　Der　gr6βte　Teil　des　Bergla簸des圭m　Landesimeren　ist　he登te　von

　　　　Sekundarv蔭玉dern　der　・40θ7　67認α69げb〆珈甥一Qπθ76πε　3677α’α一Ges－

　　　　ellschaftunddesCastaneo－Quercetumcris－

　　　　Pulaebewachse鍛　（Berg　Kimloyama　ca・580m抗NN，Stadt　Ayabe）．

　このほか内陸山地に生育する自然植生として、北川上流の天増川源流域に

みられたマァザミーハンノキ群集や、若丹山地の谷部渓流ぞいに生育するヒ

メレンゲーナルコスゲ群集，ウワバミソウーモミジチャルメルソウ群落がみ

られる。山地から沿岸低地にかけての中小河川にはツルヨシ群集，セリーク

サヨシ群集をはじめとする流水辺草本群落が生育している。

　比較的雪積の多い野坂山地一帯では、山腹の自然崩壊地や林道ぞいの崖錐
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斜面にはタニウツギーヤマハンノキ群集，アカソーオオヨモギ群集などの低

木群落や草本群落がみられる。また三重嶽や三十三間山の山頂部にはチシマ

ザサ，イヌツゲ，リョウブなどの低灌木からなる風衝低木林が発達している

が、今回の調査ではこの風衝低本林の調査資料が得られなかったので、宮

脇・奥田（1975）が敦賀半島のサザエ岳で記録したイヌツゲーリョウブ群

落の類縁群落としていまのところこれに含めておきたい。

　内陸山地ではスギ植林の占める割合は多いが、それにともなってスギ植林

やタリーミズナラ群集の伐採地もかなりの範鵬で拡がっている。これらの伐

採跡地にはベニバナボロギクーダンドボロギク群集，ナガバモミジイチゴ漏

クマイチゴ群落などの先駆的草本群落や低灌木が繁茂している。

2．大島半島大飯町地区の現存植生國　K：arもe　der　realen　Vegetation　des　Gebi

　etes　der　Stadt　Oi　auf　der　Oshima－Halbinsel（Karte騒，Tab，43）

1）　　自　然　環　境　　NatUrliChe　UmWeltbedingUnge難

　　　大島半島は若狭湾のほぼ中央に位置し北東方向に斜めにつきでている。半

　　島全体はヒョウタン形をしており、半島の中央の大島浦回付近で入江が湾入

　　　してくびれている。大島半島はこの浦回を境として半島の北側を前端部、南

　　側を基部とに分けられる。

　　　大島半島の北西方向に面した海岸線には山地が海岸近くまでせまり、急峻

　　　な海門地形が発達している。反対側の南東方向の小浜湾に面した海岸線には

　　海崖が少なく、とくに半島前端部では沖積低地が広い面積で拡がっており、

　　小さな入江にそって大島漁村の大部分の集落が集中している。

　　　半島前端部と基部とでは、地形ばかりでなく地質、土壌も大きく異なって
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いる。半島の前端部は標高200m前後の低い由地と、深く入りくんだ谷間が発

達しているのに対し、基部では標高478mの和田山を中心に、凹凸の少ない山

すそが直接海岸線にまで達している。地質は前端部が古生代ジュラ紀の砂岩、

粘板岩、頁岩類と輝緑岩などの変成岩類を主体とし、土壌は褐色森林土壌が

発達している。前端部の赤礁崎付近、鋸崎と半島基部の大部分は蛇紋岩など

超塩基性岩類を含む斑れい岩、花喬閃緑岩などの変成岩類からなり土壌も暗

赤色土壌が発達、分布している（F圭g．5）。
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2）自然植生NatUrliche　Vegetaむlon

　　　半島前端部は、ほぼヤブッバキクラス域に位置しており、山地の斜面尾根

　　部には常緑広葉樹林のヤブコウジースダジイ群集が比較的広い範躍で生育し

　　ている。とくに北西側の山地斜面では、由頂までヤブコウジースダジイ群集

　　で被われている。一方大島の漁村が集中している南東側では宮留、日角浜の

　　島山神社などの社叢林として、また赤照崎、朝倉鼻、冠者島などに墨つき保

　　安林として保護された自然度の高いヤブコウジースダジイ群集が残存してい

　　　る。

　　　　イノデータブノキ群集は分留の沖積低地周辺に多く残存しており、一部の

　　林分は群落の北側にみられる生垣状の防風林を形成している。このほか半島

　　先端部の日角浜，河村，国難など沖積低地が谷深くまで深く入りくんだとこ

　　　ろでは、沖積低地に接した湿潤な山地斜面下部にイノデータブノキ群集の断

　　片的な林分が残存している（Fig，37）。

　　　半島の海岸線を形成する海崖には、一様に海岸風衝常緑低木林であるマサ

　　　キートベラ群集が生育している。大きな海崖地形の発達する北西側では、風

　　衝落葉低木群落であるヴカサハマギクーミツバイワガサ群落も広い面積で発

　　達している。鋸崎ではマサキートベラ群集やワカサハマギクーミツバイワガ

　　　サ群落のほか、海岸風衝草本植物群落であるハマエノコローハマツメクサ群

　　集が海岸断崖地上に発達している。海岸断崖地形の発達する平地下部にはオ

　　ニヤブマ今一ハマウド群集が、また砂浜海岸が形成された小さな入江にはコゥ

　　　ボウシバ群落，チガヤーハマゴウ群集などの砂丘植生が小面積で生育してい

　　　る。
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Fig．37．　大島半島の人里近くの神社林や集落林にはヤブコウジースダジイ群集，

　　　　　イノデータブノキ群集などの自然植生が残されている（大飯町宮留）。

　　　　1簸　der　Nahe　der　Sied正ungen　der　Halb圭nsel　Oshima　sin（i　als　na

　　　　瓠rnabe　Vege乞atio議　Schrei－u燕d　H◎fw濾der　vom　Typ　des　A　r　d．

　　　　isio－Castanops圭etumsieboldiiunddes
　　　　　　　　　　曳

　　　　Polysticho－Perseetumthunbergiier
　　　halten　geb王ieben（Miyadome，Oi－cho）．

3）代償植生琶rsatzgesellschaften

　　　大島半島の大部分の地域は、現在伐採，火入，採草，放牧，耕作など様々

　　　な人為的干渉とのかかわりあいによって生起した代償植生で被われている

　　　（Fig。38）　o

　　　　半島前端部の山地斜面には若令のスダジイ萌芽林や落葉低木の多数伴生し
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．塵

懸

Fig．38．伐採，火入，植林，耕作などの様々な人為的干渉によって大島半島の大

　　　　　部分の地域は代償植生で被われている（大飯町浦底）。

　　　　Durch　Schlag・　Fbuer，　Aufforstu㎎，　Landwirtschaf　t　und　andere

　　　　menschliche　Eingriffe　sind㎞te　die　meisten　Teile　der｝lalbin

　　　se10shlma　mlt　Ersatzgese三lschafもen　bewachsen（ca．20m践．NN，

　　　　Urasoko，○呈一cho）．

　　　た群落高の低いリョウブースダジイ群落（宮脇・藤原　1976）によって被わ

　　　れている。とくに大飯原子力発電所の南側の山地斜面にはリョウブースダジ

　　　イ群落が山地斜面に広く発達している。

　　　　小さな谷が多い半島前端部から半島基部にかけての山地はしだいにコナラ，

　　　ウリカエデ，カスミザクラなどの夏緑広葉樹の優占する夏緑高木二次林の占

　　　める面積が広くなっている。とくに半島基部の和田山山麓には種々の林相を
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示したウリカエデーコナラ群落（ベニシダ下位群落）が広く発達している。

その反面、ヤブコウジースダジィ群集など常緑広葉樹林の生育する領域は海

岸近くの山地斜面に限られている。

　半島のいたるところのスギ植林，ヤマウルシーアカマツ群落，ヤブコウジー

スダジイ群集，ウリ朝立デーコナラ群落などの森林群落の林縁や道路ぞいの

崩積斜面にはクサギ，アカメガシワ，タラノキの優占する先駆的な夏緑低木

群落がところどころに発達している。

　半島の基部および前端部の赤面崎付近の山地は、蛇紋岩質の岩石を母材と

する暗赤色土壌が広く分布しているが、これに対応したようにヤマウルシー

アカマツ群落が山地斜面、尾根に広い面積で発達している。一般に半島では

大規模なスギ、ヒノキ植林はみられないが、沖積低地に続く細長い谷筋にそっ

て小面積でスギ、ヒノキ植林が行なわれている。モウソウチク林は半島前端

部に多く、漁村や寺院の裏山などに比較的広い面積で発達するモウソウチク

林がみられる。　ネザサーススキ群集，クズ植分，カラムシ群落，道路側の

法面に植栽された牧草などの二次草原、路傍多年生草本群落は、道路ぞいの

法面，空地，水田畦，集落の周辺など大島半島全域にみることができる。半

島前端部の日角浜近郊の山地斜面にはベニバナボ画面クーダンドボロギク群

集，クサイチゴータラノキ群集が伐採跡地の先駆的な草本群落、低木群落と

して発達している（Fig．39）。

　ウリカワーコナギ群集，ヨメナーヨモギ群落，アオウキクサーサンショウ

モ群集など水田雑草群落、水田放棄地雑草群落、湛水さらに水田に生育する

浮水植物群落などは半島の水鐙耕作地のいたるところでみることができる。

水田に接した山地斜面下部のなだらかな斜面には、ハクサイなどの葉野菜や
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耀
Fig．39．　大島半島の海岸沿いをはしる道路沿いにはネザサーススキ群集，クサイ

　　　　　チゴ一睡ラノキ群集などの先駆的な草本，低木群落が発達している

　　　　　（大飯町大島）。

　　　　E捻tエarlg　der　kUstennahen　Sもraβe　entwicke正n　sich　jeもzむArund－

　　　　inariOpygmaeO－MiSCanthetUmSi簸enS－

　　　　isundRubohirsuむi－AralletumalsPionler－
　　　　gesellschaften（50m廿．NN，Oshima，0呈一cho）．

　　　ダイコン、ニンジンなどの根菜類の栽培された畑地がみられる。温暖な陽向

　　　斜面ではカキ，ミカン類，ビワなどの果樹園栽培も小面積ながら行なわれて

　　　いる。

　　　　半島基部の三見では音戸入江沿いに堆積した泥湿地に汽水生のヨシ植分が

　　　わずかながら生育している。
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Tab．43， 大島半島大飯町地区現存植生概要 Re我1e　Vegeもatio難　von　Oi－eho　auf　der　Oshima－Halbi蟻sel　i蹟Abriβ

麟申番号
Nr．in　d．

Karもe※

　　　　群集および群落名
Name　d．　Asso勿ia嫉onen　u．

　　　　Gesel　Is（ぬaften

　　　　　　群集および群藩の区分種
Ke正1㌘U．　Tremar七e巖d．　ASS◎ziaも量onen

　　　　　　　乱Gesellsc短afもen
　　’

　　　　　　生育地と植生概観
Sも＆ndort　u・　Vegeもaもionsphysiog星10mie

自然植生 Naも冠rliche　Vegetatio鷺

1 ヤブコウジースダジイ群集
Afdisio－　Casもanops三eもum
sieb〔）ldii

スダジイ　（7‘z5’‘zπoρ5∫5　‘κ5カガ4磁α　v鍵．　∫ガ8∂014μ，

シロダモノV80〃狩薦58厚‘紹，ヤブニッケイご勿πβ一
伽～o〃2躍〃zブ妙。π∫‘麗〃z，　イタ　ビカズラ　Fゴ‘忽5　加遊卿π∫‘o，

オォィタチシダルグ。ヵ亮万∫舞‘ヴ宛2

半儘北部の禰色森林土の発達する脚地に多く生育してい
る。宮留，1ヨ角浜では社叢として，総噸崎冠者脇には魚，
つき保安林として残されている。

Immergr撫e　L舳w冒1der，　die鋤f　8rau籍erde
i鵬　N◎rd一燈e鼓　dSr　H講biとlse王verbreite士s沁d．
柚rden　als　schrei魏a玉d　u．　Schutzw艮ld　erha1七e恥

2 ．イノデータブノキ群集

PolysもichザPerseeもum
thunbergii

タブノキP87∫8θ　功忽π歩∂〆｛7∫∫，　エノキご8〃ガ5　∫∫π8π∫ガ∫

var・ノβ／）oπゴ‘α，　ムクノキ　∠f汐乃βπoπ’乃8　ごz∫ノ）8プ2，　キチ

ジョウソウ　．R8∫π8‘層22　‘α〆π4σ，　イノデ、Po～グ∫舜‘伽アπ

汐01グ西」6汐乃σπ4物

品麓の適湿で土壌の深い立地に生育する常緑広葉樹林．
遍羅北部の漁村周辺の社叢として多く残されている
王mmergri沁e　Laubw冨1der，　4ie　aI　s　Schreinw段1d
erhalもeR　werden，　wa（血se捻εmf　frische玖．8噛6den

am　Fuβ　der　Rerge　im　　翼ord一？e銭　der　Halb三一
nse1

3 マサキートベラ群集
Euonyln◎一P叢ももOS茎）or　eもum

tobirae

トベラ　Pf〃。∫ノ）oγ露籾　∫o∂fプα，　マルバグミ　E1‘z8αgκκ5

吻α‘70ρ勿〃2，　ツワブキ・Fねがz紹珈物グoρo癖6㍑物

半島北灘部に発逮した，安定した風衝海食崖に生育する
常緑低木林
1㎜e翌9画数eGehす13vegeもaもio鐵，dia　auf　stab三elen
wi撮exponier七en臨ste汰豆iffe　4er　Nordwest　Tei『
lder　］骸lbiD8e1

ワカサハマギクーミッバイワガ
サ群落
（7勿5翻加吻辮魏罐π・∫var．
猶差…σ∫β8彩∫8－5μ〆ご2α2∂♂麟28∫

f。　o∂」鋸3腐一　Gese圭1Schaft

ミツバイワガサ　5ノ蒐アα8諺　∂’％吻8ゴ　f．　o∂♂駕5β，　ツクバ

ネウツギ淫加㍑α∫」ρα訪認α砲　，　ワカサハマギクご〃一
75ごzπげ乃6魏露吻　〃zπ老∫πo∫vaf・勿召老05α　　βπ∫6　，　アキカラ

マツ丁加’癖㍑魏物伽π∫8va罫・勿点々鷹徽

半島北西部に発達した不安定な風衝海食崖に生育する夏緑
低木林
S◎mmergr冒ne　L蹴bw宮司der，　d三e＆uf　unsもabi1色n・

w圭nde）Φonierもen　K｝∫sもe識kli挽n　i鵬Nordwesレ
環｝ei玉　der　HalbiU3e1　W義chst

4

5

ハマエノコローハマツメクサ群集
Setario　pachystachyos－
　Sagineもum　maximae

コウボウシバ群落
Cα78∬卿物〃グGese　l　lschafも

ハマゼリC加読纏ノβ卿嬬〃2，
卿ζz％プ3～fzζzπζ3，

エノ　コ　ロ　　S6r彦∠2〆れ2　勿ぎ7・此ゴゴ∫　var．

オオウシノケグサF85伽‘α

コウボウシバ0β78万　ノ）鋸物〃0

ハマボッス身5加4酌危半臨北端の鋸崎の海燦風衝地に生育する1年生草本群落
　　　　　　　7露7傷ハマ　Willde即。醜rもe　Amue正1en－reiche　Rasen　des　K即
力（2‘乃影∫彦β‘乃グ5　　　　　　Noko9玉ri　am惑6rdllchsten　Zipfe1　（1er　Halbinse1

半島東部の小浜湾に面した砂丘海岸に生育する砂丘植生
Seggen－re　iche　L残∫ne薮一Veget＆七ion　臨n　den　K寮一
sten　　im　　Osも一7eil　der　Halbinse玉

スナビキソウ群落
躍8556γ∫‘乃斧2∫o与ζz　5ガ∂ガ7ゴ‘己2－

Gesellschaft

スナ　ビキソウ　ルf8∫5875‘乃籾ガ4∫2　　∫ゴ∠うゴ7ゴ‘認 半臨北部の安定した砂丘海岸に生育する多面生草本群落
Ausdauer撮e　krauもige　Pfまa且zengesellschaだt　dα
sもabHen　K冨sもe嶽一D冨裏｝el｝i瓢　Nor（玉一Te鍍　der

翫1b量nsel

チガヤーハマゴウ群藥
㎞perat・Cyl　i曲圭cae－

Viticet㎜ro加皿difo王iae

ハマゴウ　7宛8多　プ。伽π4ゴノ’01諺，　チガヤ　ノ「勿8れz♂2

6グ〃厩プゴ‘αvar・老。藏4∫

半島東部のやや安定した海岸砂丘に発達する緩性低木群
落
Niederliegende　Pf1包総冠e㎏esellschafもen　der　sもabi1－
en　王く㌃『sもe漁一　£爽三ne沿　i．m　 Ost一丁lei1　（ief　Halb量駐se1

6 オニヤブマオーーハマウド群集

130e㎞erio－　A㎎e夏iceもum
，aPD】窪1　cae

オニヤブマオ　．808伽〃7翫2　乃0ど05冶7∫‘80，

ハマウ　ド　．47zg　4～ゴ‘0　ブ傷勿π∫‘β

幽幽北西部に発達する海食崖の崖錐地に生育する多隼生
高茎草本群落
Schutもhaldea－　F1魏ren　der　K冠sむe正珪（1量ffe　　im

Noτdwest－Teil　der　Ha｝binse1

代償植生 Ersatzgesellschaften

7

8

9

リョウブースダジイ群落
c14」乃γ己2　歩β7∂ゴπ27砂ゴ5－

0β5差α解0声ゴ∫　6鐸∫／）♂4α彪

var．　5ゴ6吻♂4∫ゴ　一

Gese難schafも※※

クマワラビーケヤキ群落
1）アグ0，ク♂87ゴ5　ム2‘47β一

2診’老0汐6Z　587プα」α一

GeselIscha｛t※※

ウ．．．リ．カエデーコナラ群藩

∠4‘87　‘プα如89ゴ∫oβ麗甥一

α87‘篇5　∫27η露2－

Gesellschaft

クサイチゴータラノキ群集
Rub◎h三rsuも童一Aral五etum

ソヨゴ〃酵μ4㈱副05θ，ヤマモモ晦プ加磁7α，
アセビP∫2冠5　ノαカ0加‘2，　リョウブC1露〃α　∂α〆房一

π6｝プz／35　　　韮工曾　aLゆ

クマワラビ．0拶oρ海湾∫如偲7砺　ニシノホンモンジスゲ
0278κ　∫’4π05勘πん劉∫，　ツタPβγ∫〃ε卯。‘ガ5∫％5

♂7ゴ‘π∫カゴ4β’α

コナラ　ρz躍7‘45　∫♂γプα‘β，　ウリカエデ∠訟67　‘7のβ8－

g∫ルどガμ〃z，　カスミサクラ　ノ）プ㍑π麗5　z’4プ6μπ磁

ウツギ1）麗4認翫2　‘プ8π4彦α，　キブシ　5ガ2‘んグ7％5　汐プ088薦，

クサギCJ870487認ア0π　」プガ‘ん0ガ0吻躍7π，　コウゾB70Z4、了∫0・一

7躍面σ　老。擁πo老∫，　イタドリ　Po1穿goπ％甥　ご～45ノ）∫4β♂駕彫・

シロヨメナ　ノ4∫彦♂ア　ごzg87ごZガ0ゴ48∫　var・　∫8脚ぬ27πノ舛薦∫一

‘卿〃5

半島北部の山地に発達するヤブコウジースダジィ群集域
の再生二次林
Immergr㌃fne　Geh’dlz－re重che　seka脱r激e　Miもむe1　
w…£1der　im．Ardi　sio－C駄sもanopsieもum　s　ieboldii－

Gebie七

半島北部の山閥谷部のイノデータブノキ群集域に発達し
ているケヤキの優占する璽緑高木二次林　　　・

恥nZ磁・頒567γ伽dG面捻隻erもe　Sekun（溢rw農k捻r　im
pbl　ys　ti伽一Perseet繊thu捻bergii－Gebieも

半脇全域に発達し．ている．夏緑広葉二次林．．

かっては薪炭桝として定期伐採がおこなわれていた。
Sommerg．rtf巨e　Niederw搬der，die　zu　B犯nnfrot題ewir田ung
geschl鰭en　worden　w＆re簸

沿海部の道路ぞい，土捨場などに発達する先駆酌な陽生
夏緑．低i木群落

Ther那ophile　Pionier－Geb～∫sche　a鵬wegr舶d　und
Erde－Abfall－Plaもz　呈nHalbinse1

5

一
鼻
o
i

10

．11

12

ヤマウルシーアカマッ群i蓉
1～伽∫　渉アゴ‘乃。‘2〆ρβ一

Pゴ灘5　447z5∫！」θ72－

Gese重玉schaft

スギ，ヒノキ植林
0γグ1ク’0物〃〆読　ブ妙0クZガ‘2－

u・C乃。〃彦σ鰐卿プゴ∫o房％∫o榊

Forst

モウソウチク林
P勿〃。∫∫諺‘乃グ5　乃4勘〆0‘グ‘12

var・μ伽卿5『Besも副

アカマツ1％ππ∫48π5ガノ「Joプ2

㍊鮮驚議翻器1，，ヒ6孟mOl　6卿∫

モウソウチクP勿〃。∫確6勿5織地プ。鐸‘如var。
ρ磁2∫‘碑5（槙栽種Gepf1澱zむe　A就）

半開の階赤色土嬢の分布する由地に発達しているアカマ
ツニ次馬
Sek：聖戦●ぎre　Kiefern－V電lder，　auf　dankler

Roterde　der翫掘nsel　enもwickelt

半島北部の山地谷部に欄栽されている常緑針葉樹植林
茎㎜ergr’ごne　　煎adelholz一　｝で◎rsもen　i漁　丁ぎ玉che塩　量m

翼◎£（玉一「rei　l　de罫　H銭1binse1

半島北部の集落の周辺【！」麓に穂栽されている億林
島蹴bus－13es癒ade，die　aln　Fuβe　deτBerge　im　der
U1γ】gebu㎎der　Sie（簸u㎏e途

wurde漁

δer　　Halbi犯臨elgepf1＆nzも
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13 ネザサーススキ群集
ArU【1di且ar圭。　pygmaeo－

Miscant｝｝eturn　sinensis

カラムシ群落
80♂伽4〆ゴ4　72∫ルπ0／2ガ汐8己2－

Gesel玉schaft

クズ植分
ノ）246苧・6Zプゴ6Z　！0～ラ｛2’β一　Besもand

カゼクサーオオバコ群集
Efagrost量。　fefrug圭neae－

PlantaginetU斑aSiatiCae

ケネザサ1）14∫o〃ごz∫♂駕5　ノ汐7ガμη8f　f・卿∂4∫‘8解5，

ススキ！協∫5‘4瀦伽5　∫加8π∫∫∫，　カワラナデシコ　ρ緬π一

’加∫5殉ク8〆伽∫var・♂oπg躍認76腕％5，テリハノイバラ
1ヒ05｛2　Zひ∫‘加7ピ2翫2／262　．U．　a．

カラムシBo助勉8〆紐πらク0π0加納σ，ウシハコベ3惚一
”認プ∫2　ごZ17Z∫α」ガ‘ごz，　ゲンノショウコ　612プ裾π∫z6〃z　，加π一

∂47グ∬

クズ　．ρz46プ07かごz　lo6β♂4

カゼクサ　石1〆α9705’∫5　！8プ捌ρπ80，

オオノ’ζコ　」F）Zoπ’240　召5ゴ。ガ∫‘o

半島部の平地，山麓に発達するススキ，ネザサの優占す
る二次草原
愛hermophile　Sekund．ぼrwi　esen，　v陀ldhe　i漁deτ

Tiefebe聡e　und　am恥βe（圭es　Gebirges　siedeln

半島部の陽性な路傍∫林縁に生育する高茎草本群落
孚hermophi玉e　WegraI｝d－Hochsもaudenflur

道路ぞいの法薦にみられるクズの優占する植分
Vb鍛伽7α吻’。∂伽（めm｛nierte｝至st掘e　auf　den
KU幡tlich　a㎏eschr憩te　Bδschu㎎en　der　～梶gr…董nder

人為的踏圧などを受け路上に生育する藥本群落
Tritもgesellschafも
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ヨシ植分
1）乃7卿籾ゴ’85　ご2駕∫♂れ21ゴ5－

Besta蛆

ベニバナボロギクーダンドボロ
ギク群集
Cごassoceph毯lo　crepid量oid圭s
－　Erechもiもetum　hieracifoliae

ヨシ　」P乃7興7物∫～f85　｛2Z45♂ηZ1ゴ∫

ベニバナボロギク（ンβ550偲”σ伽物‘解が4F∫o忽4∫，

ダンドボロギクE7麗舵露8∫加〃鷹ヴ醒ゴβ，ヤク．シソ
ウ　　P47αゴ多6〆‘3　4ε7π彦∫‘z6！6z～魅z　u．　a．

半島南部の海水の浸入する後背湿地にみられる湿生草原
Nieder鵬oor－Vegetaむion　der　brackischen　M6durung
㎞　S着（圭一田eii　der　Halbinseユ

森林の伐採跡地，山火事嚇に発達する好窒素生1年生草
本植物群落
An　8むicksもoff　m　l　iebe撮en　Pflanzen　reiche　S（姐ag琶ese－

1夏schaξt
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ナガバモミジイチゴークマイチ
ゴ群落
磁∂フ2∫卿♂％．’π5－Rz4歩π5

67磁ゆμ魏5一σ8∫〃〃5‘乃ψ

カラスビシャクーニシキソウ群
集
1）i呈lellio　　もernatae一　】E】uphor－

bieもum　　p3eudocham残esyc量s

クマイチゴR駕伽∫‘70∫α84ヴ01吻∫，ナガパモミジイ
チ＝ゴ」R鋸∂κ∫　卿♂〃2σ∫κ∫，　エビガラィチゴ」Rz∫汐％5／）乃。－

8加60如∫諺∫

コハコベ　∫’8〃ご2プゴα　籾80伝ご2，　メヒシノ’ζ1万4ゴ’β7ガ2

α4∫‘87認〃z5，　エノキグサ　∠訟β！グ”θ　oz∫∫’ブ2〃∫，

カラス　ビシ　ャク　1）∫πgZ！fo　　’6〆πα’o　u．　a●

ヨメナーヨモギ群落　　　　　　　ヨメナ1（β〃〃卿お鯉剛臆2，ヒナタイノコズチ
κα1コ口282ぜ∫　ン0〃躍2屍2一　　　　　　　　　ノ4‘んグ72π〃泌5　心々π7∫ξら　　ヨモギ∠f2害2〃が5ガσ　／ゲゴπ6診汐∫

Aπ㈱’5忽ρ〆∫漉声㎜

④sellschaf土

竃ラスビシャクーエシキソウ群　　コハコベ5房〃σ7彪吻麗彪，メヒシバ1）砂∫砲ア勉
集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認∫68忽8η∫，　エノキグサ∠なβ1クμごZ　β躍5♂γ81f∫，

P玉neliioもernatae一一　　　　　カラスビシャクP加4〃∫2」87πθ’αu。　a．

Eupharbie喩　　pseudchamaesyc主s

伐採跡地に発達する先駆低灌木群落
Anおro狽beeτ一Aτte鳳　reiche　Schl践ggesellschafも

ミカン類，カキ，ビワなどの果樹囲に生育する雑草群落
Obs轡rten－U歌rau七geseHschafも

水田，網地の畦に生育する多血生草本群落

Hain－U庶rautgeseUS甑fも

畑地の雑草群落
Acker－U面翫utgese茎lschaft

18 ウリカワーコナギ群集
Sagiももar　io－Mbnochor　ietum縣

アオウキクサーアカウキクサ群
落
五8〃2フ22　μ2麗‘∫‘05ぬ2’β一14β0〃θ

ガπ∂7∫‘4♂α　　（診sellschaft

アオウキクサーサンショウモ群
集
Le狙nO　P翫ucicos施もae－

Salvinie髄natantis

コナギ乃〆。πo‘ん。プゴ鷹　z’α9ガ〃θ～∫5　v乱r。　∠ク！θπ∫召φπ82，

ウリカワ　Sごz4ゴ〃〃7∫o　〃4魏β8β，　キカシグザ’Ro’21β

ゴ励‘のアブノメ。・卿’プ吻物ブ卿‘8纏u・ゐ

アカ　ウキク　サ　∠f80ど1‘2　　∫吻西7ガ‘o♂σ

サンシ　ョ　ウモ　　∫2♂z彦πゴπ　　πα♂απ5

水田雑草群落
Re圭sfe夏d－Unkr戯gesellschaf　t

半島部の水穣，溜濾にみられる浮水植物群落
Wasser1圭11sendecken　　in　Re量sfe　ldern　　unLd　雅｝iche益

der　正【温bi巡el

その他 Sonstige
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緑化植栽蟷
Grゼ●耀1’ぽchen　a蛆　U頚weltsch－

tZW宮Ider

住宅地，造成地，工場敷地
S量edlu㎎e且，　．13auf11ガchen　und
Fabriken

自然雨露
Ra蹟UChe　vegetat圭・nSlOSe
F1●ぼchen

開放水域
0郵fene　VV哀sserfr証cheB

※　現存植生麟（1：10000）一薮参照 s．Karte一獲； 鞭宮脇・藤原（1976）参照 s．Miyaw欲i，　A。　u．　Fujiwara，　K：．（1976）
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　大島半島大飯町地区の現存植生図（1：10000）の作製にあたっては、本調

査で記載された植生単位のほか、既発表資料および現地で確認されたりョウ

ブースダジイ群落，クマワラビーケヤキ群落，ヒノキ植林，クズ植分，ヨシ

甲骨，ウリカワーコナギ群集などの群落が代償植生の凡例として加えられた。

3．大島半鼠大飯町地区の植生自然度図　Klarte　des　Na撮rlichkeitsgrades

　　der　Vegetatio澄　des　Gebietes　der　Sむadむ　Oi　auf　der　Oshima－Halb海難s－

　e1　（K：arte皿　，　Tab．44）

　　　大島半島大飯町地区の現存植生にもとづいて植生自然度図が作製された。

　　現存植生図は現存の自然植生を様々な代償植生の位置とひろがりを表現した

　　　ものである。これに対して自然度図は、自然植生に対する人為的干渉の度合

　　　によって自然性の高いものから低いものまで、いろいろな程度の代償植生が

　　成立するが、これらの植物社会学的に分類区分された現存植生を、どの程度

　　の人為的干渉に対応して成立した群落であるかを相対的に類型区分し、評価

　　　したのが植生自然度図である（環境庁　ユ976）。植生自然度図は門地から終

　　局群落へ進行する植物群落の時間的な遷移系列の相対的位置をも表現してい

　　　る。　（宮脇・佐々木・奥田他　1980）。

　　　植生自然度は植生を10～1の10段階に区分される10階級自然度級数とこれ

　　を5～1の5段階にまとめた5階級自然度級数が今日使用されているが、こ

　　　こでは10階級自然度級数が使用された（環境庁　1976）。この10階級自然度

　　図は植生の種組成的な類似性ばかりでなく、時間的な遷移系列の相対的な位

　　置関係、植生の相観的な形態についても考慮して区分された。
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　　　　　（1）　　自然度10の植生

　海岸砂丘，海岸屋地などとくにきびしい自然環境下に生育する単層な群落

構造をもつ自然性の持続群落。大島半島大飯町には自然度ユ0の植生としてコ

ウボウシバ群落，スナビキソウ群落，チガヤーハマゴウ群集（海岸砂丘植生）

，ハマエノコローソ＼マツメクサ群集（海岸崖地風夏草漂），淫事ヤブマオ一

己マウド群集（海岸崖地草本群落）などの草本植物群落や媛性低木群落があ

る。

　　　　　（2）　　自然度9の植生

　ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集など生物現存量，生産

量とも高い、高木層，亜高木層，低木層，草本層の4層からなる多層な群落

構造をもつ常緑広葉樹林。また植生高は低いが、海岸風心地に発達する自然

性の持続群落であるマサキートベラ群集，ワカサハマギクーミツバイワガサ

群落などの海岸風衝低木林が自然度9の植生に含められる。

　　　　　（3）　自然度8の植生

　リョウブースダジイ群落（常緑一夏緑混生低木林），クマワラビーケヤキ

群落（夏緑高木林）など自然植生が破壊された後，または人為的干渉が停止

された後、半自然的に再生し、自然植生により近い種組成，群落構造をもっ

た代償二次林。一部生態学的手法に基づいて創造された環境保全林を含む。

　　　　（4）　　自然度7の植生

定期的な人為的管理などにより群落の種組成，構造は単純化しているが、
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二次遷移系列の段階において、短時間で終局群落に到達可能な、立地的にも

潜在能力のある一般に二次林とよばれているウリカエデーコナラ群落（夏緑

広葉樹二次林），クサイチゴータラノキ群集（暖地生先駆低木林），ヤマウル

シーアカマッ群落（常緑針葉樹二次林）などの代償植生。

　　　　　（5）　　自然度6の植生

　強い人為的管理下に維持，育成されているスギ，ヒノキ植林（常緑針葉樹

植林），モウソウチク林（竹林）などの人工植栽林。

　　　　　（6）　　自然度5の植生

　火入，刈り取りなど強い人為的干渉下に持続成立するネザサーススキ群集

（二次草原）など草丈の高い多年生草本植物や低灌木類からなる単層な群落

をもつ代償植生。およびカラムシ群落（林縁草本植物群落），クズ植分（路

傍雑草群落：），カゼクサーオオバコ群集（路上雑草群落）などの代償植生。

　　　　　（7）　　自然度4の植生

　より強い人為的干渉下に成立、持続している植生高の低い単層な群落構造

をもつベニバナボ上覧クーダンドボロギク群集（伐採跡地群落），ナカバモ

ミジイチゴークマイチゴ群落（伐採跡地先駆低木群落），ヨシ植分（水田放

棄地雑草群落，後背湿地水生植物群落）などの代償植生。二次遷移系列にお

いて初期～前期に位置づけられる多年生草本植物や陽地生夏緑低灌木を主と

した植生が多く含まれている。
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　　　　　（8）　　自然度3の植生

　果樹園や水田，畑地の畦に発達するヨメナーヨモギ群落（畦道草本群落）

など高茎の雑草群落および盛土，施肥などの人為的管理が行なわれている法

面等の従来の手法による緑化栽植地。

　　　　　（9）　　自然度2の植生

　立地的に自然度3に近似しているが、人為的干渉の程度がさらに強く、偏

行遷移系列に位置づけられるユ年生草本植物を主としたカラスビシャクーニ

シキソウ群集（果樹園雑草群落，畑地雑草群落），ウリカワーコナギ群集

（水田雑草群落），アオウキクサーアカウキクサ群落，アオウキクサーサン

ショウモ群集（浮水植物群落）などの雑草群落。

　　　　　（10）　　自然度1の植生

　住宅地，造成地，工場敷地，道路など人工的構築物のある、また裸地化し

た場所にみられる植物社会学的に種組成による群落分類の困難な植生あるい

はほとんど植生のみられない地域。

　　　　　（11）　その他

　陸生植物のほとんどみられない海岸砂浜，磯，岩礁などの自然裸地，開放

水域などで、自然度区分の不可能な地域。
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Tab．44．大島半臨大飯町地区植生自然度概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※
Nat冠rlichkeitsgrad　der　Vegetation　von　Oトch◎　auf　der　Oshi鵬a－Halbinse1

　自　然　度
Na纐罫lichke三もS－
　　　　grad

　　　　群集および群落名
Name　d．　Assoziationen　u．　Gesellschafもe陰

植　　生　　概　　観

Vegeもaもi・nsphys　i・gn・m　i　e

10

9

8

7

6

5

4

3

コウボウシバ群落磁7薦卿〃2〃2－Gesellsch翫fも，スナ
ビキソウ群落あ18∬〃∫‘乃魍認短　∫晒ゴ厚‘4－Gese澱schafも

チガヤーハマゴウ群集Imperato　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cyli以1ricae－Viticet－

um　rO加颯ifoliae，ハマエノコローハマッメクサ群集

緊㌍，鰐灘篠藩1轡瑠。賢離繍議
cae

ヤブコウジースダジイ群集Ardlsio－Casむanopsieもum
sieb・ldii，イノデータブノキ群集P・1ysむichr　Persee－
tumも㎞hb鍍gii，マサキートベラ群集Euonymo－Piもto－
s脚re沁m　tobirae，ワカサハマギクーミッバイワガサ群落
。勿∫翻加吻％勉伽肋・ゴvar・獺伽卿∫r∫ル脚
〃脚厩f．oあ師4－Gesellschafも

自然環境に強く支配され，単層な群落構造を呈した草本植
物群落や駿姓低木群落など自然性の持続群落“
Naも冒r難che・ei鷺schichもige　N奄getaもion　und　niederliegende
Daue夏glesellschafもen，die　von　der　穂tt匪rlichen
U由gebung　sもa齪k　beeinfluβ七　werde途

多層な植物社会を形成している森林群落および低木群落な
どの自然姓の終局群落
Nat廿r真i（ぬe・meh■schichtige　「鴨1der　und　　naもiirliche

Sもrauchgeseilscha£ten　翫1s　schluβgeseIlschaf七eτ｝

リョウブースダジイ群落α8融内調7房初7窃∫一（7θ鋸碑グ自然植生に近似な種組成，群落構造を量した半自然姓の再
ク5∫5‘鋸戸礁’βvar。∫∫の01ゴ〃一GeseUschafも，クマ　生二次林（一部植物社会学的手法に基づいて創造された環
ワラビーケヤキ群落ル鐸汐房7な砒偲紹一Z♂屠。肥56プ㍑一丁保全林を含む）。
砿一Gese玉まschaft　　　　　　　　　　　　Naもurnahe　s・k雌冠re鴨lder（・・駐bk・董．・gis（血・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U面welもschutzw⇔ぎ1der）

ウリカエデーコナラ群落浸‘87　672♂α8φノ。’∫z6勉一ρ忽87‘％5

∫8γ7α’2－Gese11Schafも，クサ・fチゴータラノキ群集R％∂o
海7∫％’∫一．Ar温ietum，ヤマウ」レシーアカマツ群落R加5

屠6伽2物一P伽548π5ゴノ’1・7β一・Gesellsch3ft

人為的擬乱によって成立した多層な群落構造を量する二次
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4．大島半島大飯町地区の潜在自然植生図　Karte　der　pote箆tiellen　na纐rlichen

　Vege　tation　des　Gebietes　der　Stadむ　Oi　auf　der　Oshima－Halbi簸se1

　　　（Karte　W　，　Tab．45）

　　　大島半島大飯町地区の現存植生図、自然度図にもとづいて、潜在自然植生

　　図が作製された。

　　　ある土地において、現在おこなわれている伐採，採草，火入，耕作などす

　　べての人為的干渉を停止した場合、本来その土地の自然環境（立地）が支え

　　　うる植生を理論的に推定したのが潜在自然植生であり（？肱en　1956）、そ

　　れを地図上に表現したものが潜在自然植生図である。

　　　現在自然植生が生育している立地は、自然植生＝潜在自然植生として容易

　　　に判定される。また二次遷移系列の種々の段階にある代償植生が生育してい

　　　る場合でも、すでにその生育立地が、その二次遷移系列の終局群落を支える

　　　ものとして、その地域の自然植生を潜在自然植生として示すことができる。

　　　しかし表層土が削り取られ、土壌の発達のまったくみられない造成地、埋立

　　地など人工的に造られた裸地においては、その土地が支えうる植生を判定す

　　　るのは非常に困難となる。

　　　気候，地形，地質などの自然環境はその周辺地域と同質であるが、土壌環

　　境がその地域の二次遷移の初期の段階にある造成地、埋立地などの裸地につ

　　　いては、その立地が支えうる本来の自然植生に対して理論的な自然植生（準

　　　自然植生）が示された。ここでは自然植生≒準自然植生として示している。

　　　すなわち大飯町地区では、大飯原子力発電所構内において準ヤブコウジース

　　　ダジイ群集と準イノデータブノキ群集の2つの準自然植生が区分された。以

　　上の結果から大島半島大飯町地区の潜在自然植生図は以下の10の群集，群落

　　　などの植物社会学的単位の凡例によって表現している。
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　　　　　（1）　　ヤブコウジースダジイ群集域

　大島半島の海岸から海抜300～400mの範囲にはヤブツバキクラスの自然植

生が成立すると考えられる。海抜300mまでの乾色森林土壌、一部暗赤色土壌

の発達する半島の山地斜面中～上部および、尾根部の大部分はヤブコウジー

スダジィ群集を潜在自然植生とする領域と推定される。

　ヤブコウジースダジイ群集の潜在自然植生域にはヤブコゥジースダジイ群

集，スダジイ萌芽林，リョウブースダジイ群落，ウリカエデーコナラ群落，

クサイチゴ一難ラノキ群集，ヤマウルシーアカマツ群落，モウソウチク林，

ネザサーススキ群集，ベニバナボロギクーダンドボロギク群集，ナガバモジ

イチゴークマイチゴ群落などの現存植生が分布、生育している（Fig．40）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

綴騨
Fig．40．　ヤブコウジースダジイ群集を潜在自然植生とする半島部の山地には現存

　　　　　植生としてリョウブースダジイ群落が広く生育している（大飯町宮留）。

　　　　Als　reale　Vegeもatlon　auf　dem　Bergla難d　der　HalbiRsel　Oshima

　　　　wachst　heute　weithin　（iie　C1θ地70　∂oγ∂2％θ7加3－Cσε’σηoρ舘ε　oπ5加一

　　　　4α≠（zvar．ε客θわ014露一（謎｝sellschaft，　deren　potentielle　natt〔rliche

　　　　Vegetatio捻desArdisio－Castanopsietumsl－

　　　　eboldii　ist（5mt三．NN，Niyadome，Oi－cho）．
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　　　　　（1’）　　準ヤブコウジースダジイ群集域

　土壌が発達していない点をのぞけば、その他の気候，地形，地質などの自

然環境は十分ヤブ：コウジースダジイ群集を支えうる立地条件をそなえている

地域で、大島半島では大飯原子力発電所構内の山腹を削り取った後の法面

（緑化植栽された法面、セメント吹付が行なわれた法面など）がこれに概干

している。

　法面に植栽がなされる場合、盛土、施肥など土壌環境条件を満足させるよ

うな人為的管理が行なわれれば、もちろんそこにはやブコウジースダジイ群

集が成立すると推定される。

　　　　　（2）　　イノデータブノキ群集域

　大島半島の海岸砂丘からつづく海岸沖積低地，山腹斜面下部，山地の谷筋

など灰色低地土壌や一部湿性な褐色森林土壌が分布しているところには、イ

ノデータブノキ群集を潜在自然植生とする領域と判定される。半島には大き

な河川がないこともありハンノキ林の発達するような後背湿地はみられず、

沖積低地の大部分はイノデータブノキ群集の潜在領域として示すことができ

る。

　イノデータブノキ群集域には現在イノデータブノキ群集，マサキートベラ

群集，クマワラビーケヤキ群落，ウリカエデーコナラ群落，クサイチゴータ

ラノキ群集，スギ・ヒノキ植林，モウソウチク林，ネザサーススキ群集，カ

ラムシ群落，クズ植分，カゼクサー資望バコ群集，カラスビシャク一匹シキ

ソウ群集，ヨシ華分，ウリカワーコナギ群集，ヨメナーヨモギ群落，アオウ

キクサーアカウキクサ群落，アオウキクサーサンショウモ群集などの現存植

生が分布、生育している（Fig．41）。
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Fig．41．　イノデータブノキ群集域である海岸低地の集落の周辺にはタブノキの防

　　　　　風林がみられる（大飯町宮留）。

　　　　In　der　Umgebung　der　S重edlungen　im　Tieξ1a鍛d　eaむlang　der　Meeres

　　　　k銭sten　werden　die　Windschuむzwalder　von　Pθ736σ’伽肋θ7g露gebi1－

　　　　deも；die　potenもielle　na撮rliche　Vegetatlon　dort　ist　das　P　Q　1－

　　　　ysもicho－Perseetumthu丑bergii（3m嚢・NN，

　　　　Miyadome，Oi－cho）．

　　　　　（2’）　　準イノデータブノキ群集域

　準ヤブコウジースダジイ群集の場合と同様土壌的環境条件が満足されれば

イノデータブノキ群集を支えうる立地が準イノデータブノキ群集域にあた

る。大飯原子力発電所構内の表層土の削り取られ、深く掘り下げられた斜面

下部～底部（一部の法面）、山土で埋立られた海岸線などの地域がこれに概

当している。現在これらの地域は、一部緑化植栽も行なわれているが、大部

分は建築物用地、付属施設、道路などとなっている。
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　　　　　（3）　　ヒメアオキーウラジロガシ群集域

　若狭湾沿岸の海抜250～400mにかけては、ヤブツバキクラス域上部に分布

するヒメアオキーウラジロガシ群集の成立する領域と考えられる。大島半島

では、暗赤色土壌の発達する半島基部の和田山（478m）の山腹斜面には現在

ウリ旧訓デーコナラ群落，ヤマウルシーアカマツ群落，ベニバナボロギクー

ダンドボロギク群集，クサイチゴータラノキ群集，ネザサ～ススキ群集など

によって被われている。この海抜250～400mの範囲の山腹斜面はヒメアオキー

ウラジロガシ群集の潜在領域であると推定される（Fig．42）。

Fig．42．潜在自然植生としてヒメアオキーウラジロガシ群集域とみなされる大島

　　　　　半島和田山の山腹には現存植生としてウリカエデーコナラ群落，ヤマウ

　　　　　ルシーアカマッ群落などの代償植生が広がっている（大飯町和田山）。

　　　　Als　reale　Vegeもation　wachsen　〆106γ　67厩αθ9ゴノ∂1伽魏一Qπ076％3　εθγ一

　　　　70如一Gese11schaft，盈κ5　〃ゴ酌060ゆ4－P初％3　　46衡ゴノZθグ。－Gesdlsch－

　　　　aft　u捻d　andere　Gese玉1schafむen　an　Starldorむen，　wo　die　pote捻tielle

　　　　na纐rlicheVegetationdasAucubo－Quercetumsa－

　　　　licinae　lsむ（Berg　Wadayama，200m妓．NN，Oi－cho）．
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　　　　　（4）　　ダイセンスゲーイヌシデ群落域

　　　　　　　　　　およびチャボガヤーケヤキ群集域

　大島半島基部の海抜400m以上の山腹斜面上部および山腹の谷筋にはダイセ

ンスゲーイヌシデ群落，チャボガヤーケヤキ群集などの夏緑広葉樹林を申心

とするブナクラス域の森林植生が成立すると考えられる。

　和田山一帯は暗赤色土壌で被われているが、湿潤ぢ谷筋で崩積土壌のみら

れるところでは、チャボガヤーケヤキ群集は海抜200m付近まで下降すると推

定される。現在ダイセンスゲーイヌシデ群落およびチャボガヤーケヤキ群集

域の大部分はウリカエデーコナラ群落，ヤマウルシーアカマツ群落で占めら

れている。

　　　　　（5）　　マサキートベラ群集域および

　　　　　　　　　　ワカサハマギクーミツバイワガサ群落域

　海岸線に近い風衝海崖斜面は現在でもマサキートベラ群集，ワカサハマギ

クーミツバイワガサ群落の広く生育する地域であるが、潜在自然植生として、

この地域ではやはりマサキートベラ群集およびワカサハマギクーミツバイワ

ガサ群落が成立すると考えられる。このほかこの海岸風田地には、現存植生

としてネザサーススキ群集，クサイチゴータラノキ群集などの代償植生もみ

られる（Flg．43）。
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Fig．43．海岸風衝地にはマサ

キートベラ群集，ワカサハマギ

クーミツバイワガサ群落が潜在

自然植生として生育している

（大飯町鋸崎）。

Wo　die　H註nge　den　starken

W語den　vom　Meer　her　vollaus－

geSeもZ　S圭nd，　WaChSen　aIS　nat廿r－

1iche　Vegetation　E　u　o　n　y－

mo－Pittosporetu－

m　もobirae undCぬ7ニソ3一

α72♂ん6？η％溺　　7ησ々ゴ鱒2　　var．　ωα々α3ζZθ一

鷲3θ一εカ〃ぐzθα　δ／z6甥θゴ　f．o∂≠z63（z－

Gesellschaft（20m積．NN，

Nokogir呈zaki，Oi－cho）　・
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　　　　　　　　（6）　ハマエノコローハマツメクサ群集域

　　　半島先端部の鋸崎には現存植生として海岸風野地の草本群落であるハマエ

　　ノコローハマツメクサ群集が生育しているが、この地域の潜在自然植生とし

　　てきびしい自然立地条件下に成立、持続する自然植生であるハマエノコロー

　　ハマツメクサ群集が示される。現在、人為的干渉によってハマエノコローハ

’　マツメクサ群集域は、ネザサーススキ群集などの代償植生が拡がっているが、

　　潜在自然植生図ではマサキートベラ群集域の風向側の林縁を狭くふちどる限

　　られた立地として示されている（Fig・磁）。

Fig．44．　海岸崖地の自然植生であるハマエノコローハマツメクサ群集，マサキー

　　　　　トベラ群集は人為的干渉によってネザサーススキ群集などの代償植生に

　　　　　おきかえられている（大飯町野崎）。

　　　　An　den　K廿ste塗hanger1，wo　die　natUrliche　Vegetation　Setar－

　　　　iopachystachyos－Sagineむummaximae

　　　　u簸dEuonymo．Pittosporetumtobirae
　　　　sind．wachst　heute　unter　menschiicher　Einwirkung　das　A　r　u　n　d－

　　　　inario　pygmaeo－Misca簸theもum　sinens－
　　　　i　s　　als　Ersatzgesellschaft　（20rn　哲・NN　，　Nokogirizaki，Oi－cho）・
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　　　　　（7）　ハマボウフウクラス域およびハマゴウクラス域

　現在、チガヤーハマゴウ群集，コウボウシバ群落，スナビキソウ群落の生

育する海岸砂丘地はハマボウフウクラスおよびハマゴウクラスに一括される

砂丘植生の成立する領域である。半島の砂浜海岸の発達する地域の大部分は

このハマボウフウクラスおよびハマゴウクラス域にまとめられている

（Fig・45）　。

難，

　　　　　　　　　　’翻．

1灘騒醗、

懸軽

罪

Fig．45．　半島周辺の砂礫海岸はハマボウフウクラスおよびハマゴウクラスなどの

　　　　　海浜植生の潜在生育域となっている（大飯町大島）。

　　　　An　den　Kies－u難d　Sandk這sten　der　Ha玉binse星Osh廿nagehort　die　poten－

　　　　tie里le　nat廿rlicheVegetat圭onzudeln　G　l　eh箆ietea　lit－

　　　　tor．alisunddemViticetearotu簸difoli－
　　　　a　e　　（Oshima，Oi－cho）　．
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　　　　　（8）　オニヤブマオーハマウド群集域

　海鳴地形の発達している半臨部の、海崖斜面下部などの崖錐地には、しば

しばオニヤブマオーハマウド群集が発達している。このように海崖斜面下部

の崖錐地はオニヤブマオーハマウド群集の潜在領域として示されている。現

在一部の海芋崖錐地にはネザサーススキ群集などの代償植生がみられる

（Fig．46）　。

Fig．46．海岸斜面下部の岩礫地はオニヤブマオーハマウド群集の潜在生育域となつ

　　　　　ている（大飯町鋸崎）。

　　　　Auf　den　grusig－stei難igen　Schutthalden　am　Fuβ　der　K廿sterlfel－

　　　　sen　ist　die　potentielle　nat甘rliche　Vegetation　das　B　o　e　h　m　e　r－

　　　　io－Angelicetumlaponicae（20ma．NN，Nokog－

　　　　irizaki，〇三＿cho）　．
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　　　　　（9）　その他　　（自然裸地，開放水域）

　陸生植物の生育しない海岸の波打際、波浪をかぶる磯、岩礁などが自然裸

地として示されている。またセメント、コンクリートなどで構築された防波

堤、岸壁なども自然裸地に含めて表現された。

　人工繭に造られた池沼などは、開放水域として表わされている。

一157一



Tab．45。 大島半島大飯地区潜在自然植生概要 Poもe豊tielle　ぬa廊rliche　Vegetation　von　Oi－dUo　auf　der　Oshima－Halbinse1

図申番号
Nr．　in虚．

K霧rte※※

　　　潜在自然植生域
POもentiel夏e　瓶〕』嫉fr夏玉che

Vegeもatio産1（圭es　betreffe撮en　Gebietes

現 存 国 国

Roa互e　Vegeもaも童。且

　　　　立　地　特　性（分布域）
　　　　　　　　　　St＆蟻dorも

（Verbrei臆ngsbefe童ch　；鶏罎．　NN　）

1 ヤブコウジースダジイ群集
Ard呈8io－Cas伽oρsieも㎜
siebo蔓di量

ヤブコウジースダジイ群集Aτd三s三◎一C哉sもa訟ops童e七um
siebo1（鼓i，　リョウブースダジイ群馨喜C♂8ガ乃7β　診β7汐∫％8〆一

加∫一磁5繊。加5麟μ4鋭v醜r・∫．鋤。勧戸Ge｝
sellscha癌，ウりカエデーコナラ群落．汝67672♂2昭ゴ戸一
〃％〃～一　（～％ず7‘露3　5〃7惚友z－GeseUschafも，クサ！fチゴ

ータラノキ群集R痴oh量rsuもヒAral隻eもum，ヤマウルシ
ーアカマツ小港：Rルμ∫　」7ガ6乃O」θ7卿髄．一P∫πμ5　ゴ♂π∫ガノ’ど0紹

一GeseHschafも，　モウソウチク林Pル彰〃。∫♂α‘勿∫　乃8ガ8－

7・‘劉‘12var・μ‘加∫‘躍∫一8esむand，ネザサーススキ
群築AτU！｝di鎚Lrio　．Pアg猫をLeo一1～厘isca臓もheもum　　8inensis，

ベニバナボロギクーダンドボロギク群簾iC撒ss凸cephalo
crepidioidis一一Erechtitet㎜hlefacifol　lae，ナガバモ
ミジイチゴークマイチゴ群落R3の駕3卿砺紹魏∫一R葡駕∫
6プ認βφ〆汐㍑駕3－Gese1まschafも

海岸から海抜3◎Omまでの褐色森林土壌，一部暗赤
色土壌の発達する台地，丘陵，山地。

Auf醐βige£rischen・derも・㏄kene駐8faunerden
u灘d　zum　lfei　1　践uf　du撮d　en　Ro　terden　der　Hochebene，

H董gel　and　I≧癒鞭gh…韮nge　　（von　K蔽sten　zu　300　m旨．NN）

（1’）

2

準ヤブコウジースダジイ群集
Quas三一A∫disio－Cas七ano－
PS三eもum　sieboldi圭

イノデータブノキ群集
Polysもicho－Persee七um
thunbergii

緑化穂栽：地，法藤

師pf豊anzu総ge血囎d　A．n8蹴e簸

イノ　データブノキ群集　P◎1γs重4cho－　Persee彪um　　むhu『

星｝berg無，マサキートベラ群集Euonymo－Pitもospore．一
纐mto短τae，クマワラビーケヤキ群落ρ拶。μ8ガ∫
1ζz66プα一　Z8♂老。㌘β　5877ごz♂θ一　Gesellsch窺fも，　ウリ自判

デーコナラ君羊落浸‘87　6プご冨β8φ／oJ∫μ7π一（抜676鋸5　58－

7プ磁θ一Gesellschafも，クサイチゴータラノギ群集
R．ub。　h．ir錨i－Ar雄ie捻鵬，スギ，ヒノキ穂林Cプ妙一

♂o耀吻グψπ加一膿・oん鋼α8‘御腐・伽5グFo一
rSむ，　モウソウチク1添P勿〃。∫6α‘〃劉5　ん8彦8γo確6」2　va飾

卿伽岬鋼脱s幡d，ネザづ降一ススキ群集撫u蝋na－
rio　pygmaeo一．Misca就hotロm　sinens蓋8，カラムシ群
落808乃吻87ガ2　短ノ惣笏。π’z’4慮一Gesellschafも，　クズ二分

∫）銘87βプ詑z　！o汐σ♂2－8〃∫’認解4，　カゼクサーニオオバコ群集

　　　　　　　　　　　　　　　ineaじP1縁at呂gineもum　as量践も呈cae，EragrOSもio　　　　　　　　　　｛err穫9

カラスビシャクーニシキソウ群集P童星1e11沁te狐aも段e－
Eupharbie輸m　pseudochamaesγc圭s，ヨシ面分P〃昭ザ
iもeS　o％∫〃召〃∫一Bes糖nd，ウリカワーコナギ群集
Sa｛ζiもario－M：oaochor三eもum，　ヨメナーーヨモギ群落

K2〃窺8擁5　劉。物4π‘2一∠歪プ♂8甥ゴ∫石叩7初68、ク∫…Gese11－

schafも，アオウキクサーアカウキクサ群落ゐ～物παノ）4鋸．一
6’‘o∫ガ‘z～チ6z一14ερ∫1諺　ゴ忽ρ7∫‘目差‘z－　Gesellschafも，

アオウキクサーサンショウモ敵国Lemno　paucicOSもa捻e－
SalvinietUm　I捻もantis

ヤブコウジースダジィ群集域で表層土の削り取られた法
面，および櫃栽のため表層＝との還元された緑地
K㌃f熱sもhch　abgeschr蓋9むe　H宮nge　und　Grピnf1冨（滋en

des　A油sio一（．〕ast脚psi蜘m　s玉eboldii－Gebieもes

灰色低地土壌の発達する沖積低地や湿性な褐色森林土壌
のみられる由麓谷部
Auf　graue　An．uvialbδden　der　Alluv三a董ebeae　u蛆
auf　feuchもea　13rau　nerden　am　Fuβ　der　Berge（von
de駐　K藤sten　bi　s　zu　400！n　ミi．NN　）

（2’）

3

準イノデ㎜齢タブノキ群集

Quasi－Polysもicho　perseeも㎜
thuぽbergi　i

ヒメァォキーウラジロガシ群集
Aucubo－QuercetUm”s乱玉量。三nae

緑・化植栽地，　法面

A塾P£la！玉zu難ge益“B〔圭Aosaaもe塾

ウリカエデーコナラ群落！4‘8ブ　672裁28φ〆oJ∫銘鯛一ρ％8一

〆‘躍5ε〃rの2－Gesellschafも，ヤマウルシーアカマツ
群：落ノ～乃錫5　’7∫ご乃08・2プノ）ヒ～一P∫π忽∫　48π∫ゴ∫Jo7‘z－Gese11一

sch鼠銑，ベニバナボ資ギクーダンドボロギク群集C∫a－
ssocepha10　Crepid．蓑s－Erech蹴eもum　hie翌uci｛o王iae，

ナガバモミジイチゴークマイチゴ群落R三物卿伽2魏5
－R％勿5672砲69ゲ01翻∫一GesellSchafも，　クサイチゴ
ータラノキ群集Rubo　hirsu擁一Ara獄etum，　ネザサー
ススキ群集Aru雌聡riO　Pγgmaeo－MiscaRもhet㎜
SlnenslS

イノデータブノキ群集域で表魍土の競り取られた法面お
よび植栽のため蓑顧土の還元された緑地
K冠ns罎ch　abgeschr’蕊9むe脳㎎e　und　Gr甑f1冨chen
des　P◎1ysもicho幽Perseeむum　旗眉曲ergii－Gebieもes

海抜250～400願の範囲の襯色森林土壌，暗赤色土壌
のみられる虚腹斜面．
A韻f　f罫ischen　oder　trockenen王3r我unerde蕪und　dun－
klen　Roもerde且de罫8erg1≧釜nge（250～400m℃f．　NN）

4 ダイセンスゲーーイヌシデ群落，

チャボガヤーケヤキ群集

。碑κ砺5躍癬5－c2ψゴ解∫
寛‘乃。π05老〃一Gesellschaft　u．

TOrreyo　濁＆d玉canも量s－　Zelkov－

etu鵜　serratae

ダイセンスゲーイヌシデ群落ごβ7㍑ぬ宵躍躍躍∫一
〇27ヵ肋∫‘56加匁05翫一Gese　1玉scha負，チヤボガヤー
ケヤキ群集？◎rreyo　radicanもis－Zelkove撫m　Serra一
七ae，　ウリカエデーコナラ群落：ノ4‘87　‘7β828φ〆’o～ガ躍卿

一（海87‘％5∫8γ7碗β一Gesellschaft，ヤマウルシーア
カマツ舞羊落R加45　♂γ鉱乃。‘βプ卿一Pゴ紹5　48π5ゴ／’oアβ　一

Gesellschafも

海抜400m以上の由腹斜爾および海抜200m以上の崩
積崖錐斜藤
Am　Oberhang　der　I3erge　und　auf　Ruもschh甑gen　i　n

laftfe犠chten　Sch茎uchもen
（冠ber　200～400m冒．　NN）

5 マサキートベラ群集，ワカサハマ
ギクーミッバイワガサ群落
Euonym　o－PitもospO算eむ㎜
もobi罫ae　u．C乃7グ5σノ2∫乃〃伽籾

〃2ご2」壱∫220∫　var．　zeノの多ご2∫ζ267π∫6P－

5ρ〃08ごz　〃κ卿認　f。　o∂’π56z－

Gesel三sch践£も

マサキートベラ群集E“on）㎜o－P三Ltosρo碧et㎜tobirae，風衝地の海食崖斜面
ワカサハマギクーミツバイワガサ群落C吻3融点8博物　　Wi撮eXPGnierもe　K冒stebkliffe
溺認伽∫var・乳量∫鱗58－5μ耀β〃膨癖f・
o汐灘3β一Gesellschafむ，　ネササー・ススキ群集Ar厭｝dII1｛五「

r隻OPアgmaeo－M呈sca風heも“掛　S三ne獣S三S，クサイチゴ
ータラノキ群集Rubo　hirsuもi－Aralieもum

一q◎◎

i

6

7

8

9

ハマエノコローハマツメクサ群集
Setario　pachystachyos－　Sagi｝
裏1eむum　m　aximae

ハマボウフウクラス，ハマゴウク
ラス

G三ehnieもea　liも七〇τahs　u．

Viticeもea　roもuadifoliae

オニヤブマオーハマウド群集

80ehmefiザA㎎eliceもum
　や　　　　　　　　　　　　　　り

3apO穐1cae

自然山地
Naも罎r玉iche　vegeむat圭onlose

Fl。ぽchen

ハマエノコローハマツメクサ群集Setar童O　P＆chyS幅ch一
ア◎s－Sagi無e沁鵬maxhηae，ネザサーススキ群集Ara｝
nd呈三品io　pyg．m銭eザ醗sca曲eむ㎜s油篇sis

コウボウシバ群落02ア4κ卿甥〃4－Gesellschafも，．
スナビキソウ群落醒4∫∫87∫‘加卿読2　∫議ゴ幻‘σ一Gese11－

schafむ，チガヤーハマゴウ群集王卿peraも。　cy員ndr圭cae
一一 u童ticeもum　rotundifoliae

土壌の安定した海水の飛沫のかかる海岸風糊地
W隻nδexponierte・gischもb（戴eckもe照sもehkl圭f君e

海崖砂丘
K玉∫sもen－D肱en

オニヤブマオーハマウド群集80ehmeri◎一Angehce加一海食崖の崖錐斜面
鵬　」雛｝o雄icae，　ネザサーーススキ群集Am難dil戦riG　pyg－　Schuももhalden　der
Inaeo－　MiscanもheもU鵬　　sinenS玉S

K玉fsもe江盛くliffe

磯，岩礁，コンクリート製防波堤など
K盲stea，　K：1ippen　u践d　Hafe工戯㎜m　des　Beもon

10 開放水域
Of£ene　V儀Lsserflad』en

泄1沼，　溜2也など

Tb　iche　u磁　］艶servoirbecken

※　潜在自然植生図（1：10000）一IV参照　s．　Karもe－W



C．若狭湾沿岸地域の貴重植物および植生　Schutzbed廿rfむige　Pflanze豆arte難md

　　Vegetat三〇盤sei油eitea（Fig・47，Tab・46）

1．天然記念物　Naturden㎞ale

　　　若狭湾沿岸地域にみられる国および県指定の天然記念物（森林群落；単三）

　　については文化庁（1972，ユ976）がすでに明らかにしている。それによると今

　　回の調査範囲内に位置する天然記念物は福井県内に限られていた。これらの天

　　然記念物の内、国指定5件、県指定14件について以下にのべるとともに分布

　　地を地図上に記載した（Fig．47）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザミ

　　　　　　　ノノ　　　　ビ　　　　し　へ　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ
　　　・　1’．，）’丁ハ歌一／＼唯・ギー一＼滞一イ∫．，、

冷ぐ～べ予ジ／避
　　　麟鞭一・・画船ヂ許儲〆1　　　イほ「｛圃　脳　　　。、　へ　　　　♪
　　　　　ノ　　　　　ぬ　め　　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　あり

ご蘇叢論1㌶ノ　　恥町日…。。陣触療

Fig．47．　若狭湾沿岸地域の天然記念物および貴重な植物群落：の分布位置図。

　　　　D圭e　Lage　der　Na　turdenkmale　und　der　wichもigen　｝）flanze難gesell－

　　　　schafte難des　Gebietes　der　Buchむvon　Wakasa　im　Umkreis　von

　　　　30km．
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（1）　蒼島暖地性植物群落　　（小浜市蒼島）

　島全体に常緑広葉樹林であるヤブコウジースダジイ群集が繁茂している。森林

構成種にはナタオレノキ，カラタチバナなど暖地性の植物が豊富である（国指定）

（2）　杉森神社のオハッキイチョウ　（大飯郡高浜町六路谷）

　杉森神社境内の樹高301nに達するイチョウの巨木、葉上結実の現象で知られて

いる（国指定）。

（3）　小浜神社の九本ダモ　（小浜市雲浜）

　タブノキの古木が9本、幹が根元に集まって一株となっている（国指定）。

（4）　万富寺のヤマモミジ　（小浜市金屋）

　樹高16mに達するヤマモミジの古木（国指定）。

（5）　常神のソテツ

　常神半島の温暖な気候下に生育しているソテツの大株（国指定）。

（6）　野鹿谷のホンシャクナゲ自生地　　（遠敷郡名盤庄村頭巾山）

　野鹿谷川の上流域の頭巾山（標高871m）の南西にのびる尾根部（海抜600～80

0m）に生育するホンシャクナゲ林（県指定）。

（7）　百里ケ岳のホンシャクナゲ自生地　　（小浜市上根来百里ケ岳）

　百璽ケ岳（標高931m）の南側山腹の海抜500～700mの斜面尾根に生育するホン

シャクナゲ林（県指定）。

（8）　神子の桜　　（三方郡三方町神子）

　神子の由腹斜面に点散するヤマザクラの高木林（梨指定）。

（9）　伊射奈岐神社のウラジロガシ　（大飯郡大飯町福谷）

　神社の宮内に残存するウラジロガシの古木（県指定）。

（10）　依居神社のモミ　（大飯郡大飯町国安）
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　樹高40m以上に達する福井県最大のモミの巨木　　（県指定）。

　（11）　苅田比売神社のムクノキ　（遠敷郡名田庄村下）

　福井県下最古の樹高191nに達するムクノキの古木　　（県指定）。

　（12）　若宮八幡神社のフジ　（遠敷郡名田庄村三重）

　幹の根回りが4．5mで四方に広く枝張したフジの巨樹（県指定）。

　（13）　黒駒神社のナギ　　（小浜市西勢）

　神社宮内の樹高25mに達するナギの大木（県指定）。

　（14）　新福寺のフジ　（小浜市次者）

　幹の根廻りが5．3m高さ18mに達するフジの巨樹（県指定）。

　（15）　一言神社のサカキ　（小浜市次養）

　樹高14mのサカキの古木（県指定）。

　（16）　見昌寺のサザンカ　（小浜市下根来）

　樹高8mに達するサザンカの古木（県指定）。

　（17）　食見のヤマモモ　（三方郡三方町食見）

　樹高10mのヤマモモの大木（彙指定）。

　（18）　小川神社のカゴノキ　（三方郡三方町小川）

　福井票下最大のカゴノキの巨木で樹高161nに達する（県指定）。

　（19）　世久見の相生の松　　（三方郡三方町世羅見）

　アカマツとクロマツの幹が地上近くで癒合しているいわゆる相生の松（県指定）

2。貴重植物Sohuむzbed茸rftige　Pflanzenarten

　　若狭湾沿岸地域はB本海に流れこむ対島海流（暖流）の影響などもあり、温

　暖な海岸沿いに、中国地方の山陰側や近畿地方中南部の太平洋側から北上して

　分布をひろげている暖地生の植物が生育している。また臼本海多雪地域に生育
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するいわゆる日本海要素の植物や北方系の植物が北陸地方から海岸沿い、由地

沿いに南下して分布を拡げている（Fig．48，49）。

このように若狭湾沿岸地域は暖地生，南方系の植物と日本海要素，北方系の植

物の交錯している地域となっている。またリンボク，コクランなどのように福

井県の嶺南地方を分布の北限とする暖地生植物も少なくない（Fig．50）。

　このほか青葉山（標高699m）に分布する事書キンレイカのように本地域の固

有種（準固有種を含む）も若狭湾沿岸地域に生育するのがみられる。

Fig．48．ハマエノコローハマツメクサ群集の生育する海岸崖地には富山県以西の

　　　　　日本海岸に分布するハマベノギクがみられる（大飯町高崎）。

　　　　A簸denFelsk践sむenkommもdasSeもario　pachystach－

　　　　yos－Saginetum　maximae　vor　mit　demweiβblumigen

　　　盈、’θ701～（zρρπ3　ぬゴ3ρ♂4z6ε　var｛z7θπσ76π5，welcher　in（ier　Pr盗fektur

　　　　Toyama　nur　im　Weste註’an・de難K疑s士en・des　J・apanischen　Meeres　vorko礪

　　　　（20mu・NN，Nokogirizaki，Oi℃ho）・
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Fig，49．海岸露地に生育するワカサハマギクは福井県から鳥取県にかけての日本

　　　　　　海岸に分布している（大飯町三崎）。

　　　　　C加y3α”地翻％魏駕。々伽。ゴvar．ωo々σ3αθη3θ，desen　we脚Blumen　von　den

　　　　　K蟹stenfelsen　Ieuchten，　kommt　nur　in　（ien　Pr芝…fekturen　F櫨ui　dis

　　　　　Tottori　am　Japanischen　Meer　vor（20m　u。　NN，　Nokogirizaki，

　　　　　Oi－cho）　．

・Fig　5αイノデータブノキ群集の林

　縁には暖地性ツル植物のサカキカズ

　　ラが生育している（大飯町宮留）。

ArnV吃ldrarddes　Polysticho

－PerSeetUrn　thUnbergii
wachst　die　thermophile　Liane

肋吻難〃。η　σノア飾6　（Miyadome，Ol－

cho）．
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今回の調査範囲内では以下にのべる種が貴重植物として選定された。

（1）　オオキンレイカ　Pσ左勿如’γ〃。∂αvar．丁々6πo加α鴛α

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（オミナエシ科）

　青葉山由頂付近の岩隙地に生育する多年生草本植物。青葉由だけに自生す

る固有種である。

（2）　イブキジャコウソウ　7「勿初μεメσρo痂傭3　（シ　ソ　科）

　ブナクラス域からコケモモートウヒクラス域にかけての露岩地、騨旧地に

生育する茎葉に芳香のある三二灌木、若狭湾沿岸地域では青葉山山頂付近の

露岩地に稀産する。

（3）　ナタオレノキ　0ε辮ση魏πε伽3朗α擁ε　（モクセイ科）

　四国，九州に分布し若狭湾沿岸地域を分布の北限としている暖地生あ常緑

高木。小浜市蒼島，高浜町鷹島に自生する。

（4）　リンボク　P彫η鰐3ρ漁♂03α　（バ　ラ　科）

　関東地方以西の四国，九州のヤブッバキクラス域に広く分布するが、日本

海側では若狭湾沿岸地域を分布の北限とする暖地生の常緑高木。三方町御神

島などに分布しヤブコウジースダジイ群集の森林構成種として稀産する。

（5）ホソバニセジュズネノキD岬”oo卿％糊卿7　va・・伽伽％ε

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アカネ科）

　本州の駿河，越前以西，近畿などのヤブツバキクラス域に分布する常緑低

灌木。若狭湾沿岸地域では三方町宇波西神社のヤブコウジースダジイ群集の

林床に稀産する。
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（6）　タラヨウ　Z1θκ10〃ノ∂1毎　　（モチノキ科）

　本州遠江以西，四国，九州の暖地に分布する常緑喬本、若狭湾沿岸地域で

は高浜町松尾寺の境内に植栽されたものや、小浜市中名田和多田の神社林

　（ヤブコウジースダジイ群集）の林床に自生状態で生育するのがみられる。

（7）　コクラン　ゐψσ7誌η670030　（ラ　ン　科）

　若狭湾沿岸地域を分布の北限とする暖地生の地上生ラン科植物。小浜市丙

勢の黒駒神社の社叢林の林床に稀産する。

（8）　クロムヨウラン　ゐθooπ070厩3窺g擁6σηε　（ラン科）

　近　南部，九州などの暖地に分布する腐生のラン科植物。高浜町伊装諾神

社の社叢の林床に稀産する。

（9）　モミジチャルメルソウ　M卿〃0α067勿0　（ユキノシタ科）

　本州中部地方，近　地方のB本海沿岸の山地渓谷に生育する小型の多年生

草本。北桑田郡美山町の山地湧水岩壁地に生育するのがみられる。

（10）　ヒモカズラ　3θ1σ9吻6〃α巴鴨。如鴛θ画因　（イワヒバ科）

　中部以北の山地露岩地に稀産する常緑硬質のシダ植物。若狭湾沿岸地域で

は青葉山山頂付近の岩上に隔離分布している。

3．貴重な植物群落　SchutzbedUrf　ige　Vegetationseinheiten

　若狭湾沿岸地域に分布する自然植生の多くは、古くからの人為的干渉によって

　激減し、神院の社叢、奥深い由地の山頂部や渓谷地そしてけわしい岩峰などに

　わずかに残存するにすぎない。これらのわずかに残された自然植生は学問的に

　重要であるばかりでなく、人間社会の生存のためのよりよい生存環境創造を行

　　うための貴重な資料を提供してくれる。
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臓b．46．若狭湾沿岸地域の天然記念物および貴重な植物群落一覧表
　　　　　Ta艶11e・der　Na椥rdenk一騎夏1er　tmd　schutzbed這rftigen　Vegeもat玉on　seinhei　ten　des　KUstenlandes　der

　　　　　　Buch亀vou　Wa1くas訊

B．

国指定天然記念物（福井県のみ）　Vom　Staat　ene㎞i総Naturden㎞｝a　ler（Praf．　Fhkui）

図中番号
mr．in　d．

@Karte　＊

対　　　　象　　　　名

@　Schutzobjek毛

所在地，対象植物および群集，群落名Ort讐nd　Name葺der　Pflanzen，Assozi滋ionen

浮氏ii　GeselIschaften

1 蒼島暖地性欄物群落 ノ」、浜市西脇，ヤプコウジースダジイ群集

2 杉森神継のオハッキイチョウ 大飯郡高浜町六溺谷

3 小浜神社の九本ダモ 小浜市雲浜

4 万機寺のヤマモミジ 小浜市金屋

5 常神のソテツ 三方郡轟方町常事

県指定天然記念物（福井県のみ）V二曲rP滋fektur　eRe㎞i　tes　Na綴rden㎞1a1（Pra至Fu】㎞i
6 野鹿谷のホンシャクナゲ卓越地 遠敷郡名霞庄村’頭巾山

7 百里ケ雷のホンシャクナゲ自生地 小浜市上根来欝璽ケ雷

8 神子の桜 三方郡三方町神子

9 僻射奈妓神社のウラジロガシ 大飯郡大飯町福谷，ヤブコウジースダジィ群集

10 依居神社のモミ 大飯郡大飯町圏発

11 苅鐵比売神社のムクノキ 遠敷郡名田庄村下

12 若宮八幡神祉のフジ 遠敷郡名句庄村三重

13 黒駒神社のナギ 小浜衛西i勢，ヤブコウジースダジイ群集

14 薪学界のフジ 小浜市次吉

15 一醤神社のサカキ 小浜市次着

16 見湿半のサザンカ 小浜市下根来

17 食鬼のヤマモモ 三方郡三方町食見

18 小川神社のカゴノキ 三方郡三方町小川，ヤブコウジースダジイ群集

19 世久見の相生の松 三方郡三方町世久見

C．学術上貴重な植物群落
　　福　　：拝　　県　　　　　 Pr盃f、　　　Ftlkui

嵩

①

Schutzbed漫rftige　Vegetation　seinheiten

20 三方郡三方町雲谷山のブナ林 ヒメアオギーーブナ群集

21 三方郡三方町宇波藪神社のスダジイ林 ヤブコウジースダジイ群集

22 三方郡三方町御輝輝の森林植盤 ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集

23 三方郡三方町常理神社の社叢 ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集

24 三方郡三方町神子神社の社叢 イノデータブノキ群集

25 三方郡三方町小川神社の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

26 三方郡三方町鳥辺島のスダジイ林 ヤブコウジースダジイ群集

27 三方郡三：方町水月湖の水生植物群落 ヒトモトススキ群落

28 三方郡美浜醗田代の二二 ヤブコウジースダジイ群集i

29 三方郡美浜町松原，久々子海岸砂丘植生 チガや一華マゴウ群集，ハマゴウーハイネズ群集

30 小浜市遠敷若狭姫神社の社叢 ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集

31 小浜市西勢黒駒神社の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

32 小浜穣鯉川牛尾神社の社叢 ヤブコウジースダジイ群集i

33 小浜市霞川の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

34 小浜市宮川大戸の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

35 小浜市内外海久須夜神社の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

36 小浜市谷田部溺川沿いのシラカシ林 シラカシ群集

37 小浜市中名濁和多濁の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

38 小浜市麟分小浜神社の社叢 イノデータブノキ群集

39 小浜覆久須夜ケ岳の森林植生 ダイセンスゲーイヌシデ群落，チャボガヤーケヤキ群集

40 小浜甫上根来木地山峠付近のブナ林 ヒメアオキーブナ群集

41 大飯郡大飯町冠者鵬のスダジイ林 ヤブコウジースダジイ群集

42 大飯郡大飯町三森新鞍神社の社叢 ヒメアオキーウラジロガシ群集

43 大飯郡大飯町万願寺熊野神社の縫叢 ヤブコウジースダジイ群集

44 大飯郡大飯町鋸崎の海岸崖地櫨生 マサキートベラ群集，ワカサハマギクーミッバイワガサ群落，

nマエノコローハマツメクサ群集，オニヤブマオーハマウド群集

45 大飯郡大飯町赤礁崎の海岸植生 マサキートベラ群集，ヤブコウジースダジイ群集

46 大飯郡大飯簿宮留の椎叢 イノデータブノキ群集

47 大飯郡大飯町福谷枝神社の祉叢 イノデータブノキ群集

48 大飯郡大飯町大鶴日角浜神社の社叢 ヤブコウジースタジイ群集，イノデータブノキ群集

49 大飯郡高浜町鷹鳥の森林植生 イノデータブノキ群集

50 大飯郡高浜町鶴装諾神社の教叢 ヤブコウジースダジイ群集

51 大飯郡高浜町東三松日枝神社の社叢 ヤブコウジースダジイ群集



（Tab。46）

N餌麟号
@Karte　＊

対　　　　象　　　　名

@　Sch電zobje播

駈在地，対象植物および群集，群落名Ort　und　Na憩ender　Pflanzen，Asso2iatione盆und　GeseHscha‘ten

52 大飯郡高浜町音海の海岸植生 マサキートベラ群集

53 大飯郡高浜町山中臼枝神社の三重 イノデータブノキ群集

54 大飯郡高浜町ダンノ鋒の森林植生 ヤブコウジースダジイ群集

55 大飯郡葛浜町岩神の海岸砂丘丁丁 ハマゴウーハイ憾ズ群集，チガヤーハマゴウ群集

56 大飯郡高浜町青葉山の植物群落 クロモジーブナ群集，ダイセンスゲーイヌシデ群落，ミヤママン

lングサーヒモカズラ群落

57 遠敷郡名国書材大竜のコウヤマキ林 クロソヨゴーツが群集

58 遠敷郡名田庄轡一ツ谷の暖地生植物 シマシロヤマシダ，ホウノカワシダ，ナチシダ，アオネカズラな

ﾇの暖地生シダ類の群落

59 遠敷郡名豪富村頭r郵山の森林植生 スギーブナ群落

60 遠敷郡名爾庄村槙谷の森林穂生 ヒメアオキーブナ群集，ジュウモンジシダーサワグルミ群集

61 遠敷郡名濁庄村小禽刈田彦神歓の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

62 遠敷郡名鐵庄柑三重娼谷のウラジロガシ林 ヒメアオキーウラジロガシ群集

63 遠敷郡名田庄耕五波糠のブナ林 ヒメアオキーブナ群集

64 遠敷郡名照庄紺出鹿野のタブノキ林 イノデータブノキ群集

65 遠敷郡上申醗日笠広嶺神社の祉叢 ヤブコウジースダジイ群集

66 遠敷郡上中町共ノロ熊野神社の柱叢 ヤブコウジースダジイ群集

67 遠敷郡上申町駒ケ岱の森林植生 ヒメアオキーブナ群集

68 遠敷郡上ゆ町三宅のタブノキ林 イノデータブノキ群集

δ

ヨ
1

滋賀県
　　69

　　70

　　71

　　72

　　73

京都府

Pr装f．　Shiga

　高島郡今津町天増川の蛙叢

　高鳥郡今津町天増川上流のハンノキ林

　高鵬郡今津町椋川のモミ林

　高島郡今津町武奈ケ岳のブナ林

　高鵬郡マキノ町のブナ林

Praf．　Kyoto

ヤブコウジースダジイ群集

マアザミーハンノキ群集

シキミ・一モミ群集

ヒメアオキーブナ群集

ヒメアオキーブナ群集

イ群集

群集

集

集

74 舞鶴箔野原瑞堂寺の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

75 舞鶴慢三浜海蔵寿の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

76 舞鶴甫小禽阿良須神社の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

77 舞鶴市弥仙山の森林植生 チャボガヤーイヌブナ群集，オクノカンスゲーイヌシデ群集

78 舞鶴覆荒禽のシラカシ林 シラカシ群集

79 舞鶴市鹿原金劇院の社叢 シラカシ群集

80 舞鶴覆粟大浦田井の森林植生 ヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノキ群集

81 舞鶴市広井のタブノキ林 イノデータブノキ群集

82 舞鶴市下福井の社叢 ヤブコウジースダジイ群集

83 北桑国郡京北町八丁の森林植生 チャボガヤーイヌブナ群集

84 北桑田郡美山町田歌のモミ，ッガ林 クロソヨゴーツガ群集

85 北桑田郡美山町佐々里峠の森林植生 ヒメアオキーブナ群集，チャボガヤーイヌブナ群集，スギーブナ群落

86 北i桑園郡美山町芦生の森林植生 ヒメアオキーブナ群集，スギーブナ群落，ジュウモンジシダー

Tワグルミ群集，チャボガヤーイヌブナ群集

87 北桑薗郡美由町癌属山森の森林植生 オクノカンスゲーイヌシデ群落

88 北桑照郡美山晦知見の森林植生 オクノカンスゲーイヌシデ群落．

89 北桑磯郡美山際田歌のウラジロガシ林 ヒメアオキーウラジロガシ群集

90 北桑田郡美由町藁谷絹の渓谷地の植控 ジュウモンジシダーサワグルミ群集，ウワバミソウーモミジ
`　ャ　ノレメ　ノレソウ　群落

91 北桑霞郡美山晦豊郷洞のモミ林 シキミーモミ群集

92 北桑霞郡美由町豊郷神谷の森林植生 ヒメァォキーブナ群集，ジュウモンジシダーサワグルミ群集

93 綾部市懇冤山の森林植生 チャボガヤーイヌブナ群集，シキミーモミ群集，ヒメアオキー

Eラジロガシ群集

94 綾部毒故盤岡町大谷のウラジロガシ林 ヒメアオキーウラジロガシ群集

95 綾部市故屋岡町光野のウラジロガシ林 ヒメアオキーウラジロガシ群集

96 綾部市故屋岡町ワサ谷のスギ林 スギーブナ群落

97 綾部市睦寄町のシラカシ林 シラカシ群集

98 船井郡和知町仏主峠北部の森林植生 ヒメアオキーブナ群集，ジュウモンジシダーサワグルミ群幽

＊Fig．47参照（vg1．Fig．47類p，150）



　今回、調査範囲内で得られた植生調査資料およびすでに発表されている文化

庁（1972，1976），環境庁（1978），宮脇・奥田（1975），宮脇・藤原（1976）

服部他（1980）などの資料に基づいて学術上価値の高い植物群落としてこれを

一覧表にまとめるとともに、その生育地を地図上に記載した（Fig護7，Tab．

46）。

D．大島半島大飯町地区の土壌調査　Bode澄kundliche　Unもersuchung　des　Gebie－

　　tes　der　Stadt　Oi　auf　der　Oshima－Halbinse璽（Fig・5，5L　52～73，

　　Tab．47）

　　　植生調査と並行して土壌調査が行なわれた。ヤブコウジースダジイ群集，イ

　　ノデータブノキ群集，ウリカエデーコナラ群落，ヤマウルシーアカマツ群落，

　　マサキートベラ群集，スギ植林，ハマエノコローハマツメクサ群集など11の植

　　分において、深さ40～80cmの試写で土壌断面，土色，土壌構造，土性，堅密度，

　　水玉状態などが記載された。

　　　調査地域について最も広い面積を占めるのは、照葉樹林下の土壌である黄褐

　　色森林土である。黄褐色森林土はヤブコウジースダジイ群集，イノデータブノ

　　キ群集，ウリカエデーコナラ群落，マサキートベラ群集の土壌断面においてみ

　　られたが、風衝の強い海岸断崖地に生育しているマサキートベラ群集では、そ

　　の地形条件を反映してやや乾性の傾向を示している。他の植分では適潤型であ

　　る。赤色土はヤマウルシーアカマツ群落，ヤブコウジースダジイ群集の土壌断

　　面において得られている。タブ萌芽林の土壌はA層が薄く、礫が非常に多く混

　　入する傾向がみられた。
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　そのほか、ハマエノコローハマッメクサ群集においてはA層の厚い黒色土、

沢沿いテラス状地のスギ植林下では還元層を持つグライ土壌がみられた。

　なお、土壌調査法は農林水産省林業試験場土壌部監修「森林土壌の調べ方と

その性質」林野弘済会発行によった。

●……一■墳隅査煙点〔卜日｝を示↑

　なお囲噂。口8辱号は捜生隅査地燕書噸｝を示↑

この尾盈「3．璽蹴‘3土塩哩捜鷺胃の穐彫露15嗣Ir25．◎go｝

セ催樗し、博トしにら勇でち転

瓠　　　　1｝、　　　、ち

嵐

ズ諸適
　　簿

恥騨織

　　　騰

．∴

ゑ・諾、

Fig．51．　大島半島における土壌調査地点位置図（図中番号はTab．1およびTab．

　　　　47参照）。

　　　Orte，　an　denen　Bodenprofile　auf　der　Oshima－Balbinsel

　　　　stndiert　worden　sind　（S．　Tab．1u．　Tab．47）．
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1。マサキートベラ群集の土壌

　BodendesEuonymo－P
　（〕Fig．52，53）

　　　L・（F｝

　　　　B

　　　　C1

C2

●ttosporetum　tobirae

　　　　　土壌：弱乾性黄褐色森林土

　　　　　母材料　：塩基性火成岩類

　　　　　植　　生　：マサキートベラ群集

　　　　　1

Fig．52．マサキートベラ群集の土壌断面。

　　　　　Bode准profildesEuonymo－Pittosporetum

　　　　　もobirae．

〔断面記載〕

L一（F）

（H）一A

A

B

C

C

採取年月日

：2cm　トベラ、ヤブッバキなどの落葉。糧に堆積。半腐朽層を含む。

：1cm　黒褐色（エOYR　2／3）。腐植に富む。壌土。強度の団粒状構

造。すこぶる粗。潤。次層との境界は明。

：4cm　黒褐色（10YR　2／3）。腐植に富む。壌土。強度の塊状構造・

三度の団粒状構造。やや堅。潤。小。中根に富む。次層との境界は判。

：25cm　暗褐色（10YR　3／4）。腐植を含む。壌土。強度の粒状構造。

弱度の堅果状・塊状構造。堅。潤。小・中角礫にすこぶる富む。細・

中根に富む。次層との境界は判。

：20cm　褐色（7．5YR　3／4）。腐植に乏し。壌土。中度の堅果状。

粒状構造。堅。潤。小・中角礫にすこぶる富む。中根有り。次層との

境界は漸。

：20cm＋。褐色（7．5YR　4／4）。腐植に乏し。植壌土。丁度の塊状・

団粒状構造。やや堅。小～大角礫にすこぶる富む。

：1982年11月28日。
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Fig．53．　マサキートベラ群壌植生師面函。

　Vegetaもionsprof重l　des
1：．

sサカキ
2．

Pオニヤブソテツ

3：ヤマカモジグサ

4：トベラ

5：ミツバイワガサ

E睦onym◎一Plもtosporetum
働ηα　カρ0癖ω

（＝ン7プ0η～滅ηZ　／1210σ’挺η～

励α0；；ツクOd如7η　5ツんσ≠ゴ0μη2

var．　　劣彫εε87μz厚

躍でご05ρ07配鱗　ご0δゴ昭

5が憩θ（7　ウ～π撫θゴ　f．　o尻μ∫召

tobirae，
6　：ヤブツバキ

7＝マルバグミ

8：アオスゲ
9：ヤブニ・ッケイ

三〇：キヅタ

ユ重：ツワブヰ

Cα7ηθ〃ぎ0　ゴαρ0”∫（7σ

五ンσθ08πμ3　魏σ‘70力海ツ〃O

Cα78ズ　　’8μCOO海～070

C加ηπσ加02冴郡甥　ゴα♪o加。μηr

地4θ70　　ガZOηめ8σ

勘湧49癩7π　ブαカ0毎0μ摺
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2．マサキートベラ群集の土壌

　BodendesEuonymo－Pittosporetumtobirae
　（Fig．54，55）　L
　　　　　　　　　F
　　　　　　　　　A1　　　　　　　　土壌断面　：弱乾性黄褐色森林土

　　　　　　　　　A2　　　　　　　‘　　調査番号　：2（OS－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母材料　：塩基性火性三三
　　　　　　　　　A3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植　　生　：マサキートベラ群集

　　　　　　　　　B

　　　　　　　　　C

　Fig。54．マサキートベラ群集の土壌断面。

　　　　　BodenprofildesEuonymo－Plttosporetum

　　　　　tobirae．
〔断面記載〕

L

F

A

A

A

B

C

採取年月日

：3cm　ヒメユズリハ、タブノキ、ピサカキなどの落葉落枝粗に堆積。

：2cm　落葉三枝の半腐朽層。

：エ5cm　暗褐色（10YR　3／3）。腐植を含む。壌土。強度の國粒状構

造。軟。潤。細根きわめて多く、中根有り。次層との境界は漸。

15cm　暗褐色（10YH　2／3）。腐植を含む。壌土。強度の塊状・中

度の団粒状構造。やや堅。中・大角礫を含む。細根多く、小根有り。

次層との境界は漸。

：15cm　黒褐色（7．5YR　3／2）。腐植に富む。埴壌土。強度の団粒

状・弱度の塊状構造。やや堅。小・中角礫を含む。細・小根有り。次

層との境界は漸。

：24cm　黒褐色（7．5YR　2／2）。腐植に富む。埴壌土。強度の団粒

状・弱度の塊状構造。やや堅。潤。小・中角礫を含む。細根まれ。次

層との境界は判。

ご10cm＋　褐色（10YR　4／4）。腐植に乏し。壌土。強度の堅果状構

造。堅。潤。小。中円礫・角礫に富む。

　1982年11月28日。
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Fig．55．

　驚解tati。nsprofi1

1＝ヒメユズリハ

2＝ヤブラン

3：ヤフツバキ
4：タブノキ・

5：ピサカキ

マサキートベラ群築樒生断面図

des
　　　　　　　　o

猛uonymo一PittOSPQretum
oαクん癖ρゐy〃μη露　’虞ブ鋸απηガゴ

乙ゴ7ゴoρ8　か’σ’ンρ〃ア〃。

磁η2θ’1∫α　知ρ0癖6σ

ゐ2’5αz　’々μπδ8讐だ

魚7ツα　メσρ0癖0α

　tobirae．
6：モチノキ
7：ヤブコウジ

8＝ジャノヒゲ

9：ツワブキ

10：トベラ

βθズ　切紹9解

恵4∫5如　ブαρo加6α

0ρ海ゴoρogo”　　メσメ》o”ゴ‘μ3

幽η㍗‘9伽7η　メα♪0癖‘μ潮

躍μ0砂07邸η2　ξ0∂ゴπ～
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3。イノデータブノキ群集の土壌

Boden（iesPolysも
（Fig．56，57）

　　　　　L
　F
｛H）一Al

　A2

’cho－Pers　ee　tu　m

　　　　　　　　土壌断面

薄層・叢

磁携ラ鵜
Fig．56．イノデータブノキ群集の土壌断面。

調査番号

母材料

植　　生

thunbergii

：適潤性黄褐色森林土

：3（OM－9）

塩基性火成岩類

：イノデータブノキ群集

BodenprofildesPolysticho－Perseetum

thunbergii．
〔断面記載〕

　L

　F
　（H）一A

A

（B）一C

C

採取年月日

：4Cm　タブノキなどの落葉落枝。

：2cm　落葉落枝の半腐朽層。

：2cm　黒褐色（10YR　3／2）。腐植に富む。埴壌土。強度の団粒状

構造。糧。湿。小角礫に富む。細根きわめて多。次層との境界は漸。

：13cm　黒褐色（玉OYR　3／3）。腐植に富む。埴壌土。強度の団粒状・

弱度の塊状構造。軟。潤。小・中角礫に富む。細・中根多。次層との

境界は明。

：35cm　褐色（10YR　4／6）。腐植に乏し。壌土。中度の団粒状構造。

堅。潤。小～大角礫・半角礫に富む。中根多。三層との境界は明。

：15cm＋　褐色（7．5YR　4／6）。腐植に乏し。壌土。弱度の粒状構

造。すこぶる堅。潤。巨礫にきわめて富む（基岩）。中根有り。

：1982年11月26日
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　Vegetationsprofi圭　des

三：ヤブッバキ

2：オモト

　　　ナ3：タフノキ

4＝ホソバカナワラビ

5：ヤブニッケイ

イノデ一覧ブノキ群簗植生臨西図。

Polystlcho－Perseetum
αZ規2〃ゴ0　メの0擁00

Ro層θ0ブβρ0ηゴCO

勘プ5θσ　胡π，ψθ呂9訂

〆17【ZδZ加04θ5　α7診ε’0ご0

α朋σ加0切π増　ブ砂0加C麗蝦

thunbergii．
　6ニカラスザンショウ

　7：ニシノホンモンジスゲ

　8：シロタモ

　9：アオキ

　1G：ベニシダ

磁8σ70　0ガ～oπ酌。ゴ48ε

Cσ7θズ　∫’θη03∫0‘妙5

〈屠0～π58ロ　3θ7ゴ0θO

Aμ0μδ0　グの0物00

0ぴ。μθ7ご∫　θry擁70507σ
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4．　イノデータブノキ群集の土壌

　BodendesPolysticho－Perseetum　　thunbergii
　（Fig．58，59）

　　　　L－F

騰難　雛：轄鞘畔
　　　　　　…　塾晒⊃　　母材料・腿性火成顯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植生：イノデータブノキ群集

　　　　　160舞

　Fig．58．イノデータブノキ群集の土壌断面。

　　　　　　BodenprofildesPolysticho－Perseetum

　　　　　　thunbergii・
〔断面記載〕

L－F
AI

A2－C

B

C

採取年月日

：3Cln　タブノキ、ウラジロガシ、ケヤキなどの落葉落枝。

：5cm　暗褐色GOYH　3／3）。腐植を含む。壌土。強度の塊状・

　二度の団粒状構造。軟。潤。小・中角礫に富む。細根多く、根有

　り。下層との境界は漸。

：50cm　暗褐色（10YR　3／4）。腐植を含む。壌土。強度の塊状

　構造。軟。潤。小～大角礫にすこぶる富む。細・中根有り。次層

　との境界は明。

：10CM　赤褐色（5YR4／6）。腐植に乏し。埴壌土。中度の

　塊状・弱毒の団粒構造。やや堅。やや湿。小～大角礫に富む。細・

　中根を含む。次層との境界は明。

：10cm＋　褐色　（7．5YR　4／6）。腐植に乏し。壌土。中度の団

粒状・弱度の塊状構造。軟。潤。小～大角礫にすこぶる富む。細・

　中根を含む。

：1983年1月29日
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F重g．59．　イノデータブノキ群集摘生断面園。

　Vegetationsprofi璽　des　　　P　o　ユ　y　s　t　i　c　h　o－P　e　r　δ　e　o　t　u　m

hスダジイ　　　　　（池5砂”oρ訂5側⑫畝。佑　var．釘8か。’4∫ガ

2＝タブノキ　　　　　　P鹿58σ　’繍η加r砂ゴ

3；ベニシダ　　　　　ρ7ンoρ88アゴ5βアン’加050rσ

4：キチジョウソウ　　　尺8切8‘々8ρ　‘ση躍α

51ウラジロガシ　　　Qμ87傷55α’鋤ηα

61ヤブラン　　　　　ム〆oρ8ρ如砂助ン”ρ

7：モチノキ　　　　　 ”8ズ　海’887ロ

8：アオキ　　　　　　　湾μ‘μδρ　メβρ0雇Cσ

thugbergii．
9：ケヤキ

10：ヤマイタチシダ

11：アリドオシ

韮21ピサカキ

玉3；カブダチジャノヒゲ

M：シ9ダモ
絡：ミズキ

16；テイカカズラ

z¢疎。リロ　∫8rrσ’ρ

∠）アンoρ’8r‘5　0‘558fゴロ”α

ρσ用加‘醐∫加5　由4ゴ‘μ5

＆砂σカρo錫ご‘0

0伽ρρ080ηブρPO川σμ5》ar．‘σ岬9．’05翼∫

柚0’ゴ’58ロ　∫87ガ‘ρ0

α｝r”μ5‘or己‘脚8r5α

ησ‘ん8如5♪σ朋㈱傭σ‘蜘π3vaτ．ρ聡7，η84‘μ所
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5．ヤブコウジースダジイ群集の土壌

　BodendesAr（江is玉。．Castanopsietum
　ii　（Fig．60，61）

L－F
lH｝一A1

A2

B

C1

2

40

60

80

100

台⊃1麿

　　　　黄
熟　　，

　・　£㍉

　1　霧

土壌断面

調査番号

母材料

植　　生

s　ie　b　o　l　d一

：適潤性黄褐色森林土

：5（OM－7）

：塩基性火成岩類

：ヤブコウジースダジイ群集

Fig．60．ヤブコウジースダジイ群集の土壌断面。

　　　　　Bodenprofil　des　A　r　d

　　　　　sieboldi圭．
〔断面記載〕

L－F

（H）一A1

A2

B

C

採取年月日

◆　S

幽。－Castanopsietum

：3cmスダジイ、タブノキなどの落葉落枝。半腐朽層を含む。

：2cm　黒褐色（10YR　3／2）。腐植に富む。埴壌土。強度の団

粒状構造。粗。湿。

細根多。次層との境界は明。

：6cm　褐色（7．5Y汽4／6）。腐植に乏し。埴壌土。強度の塊

状構造。堅。潤。細・中根有り。白色養子有り。高層との境界は

判。

：22cm　明赤褐色（5YR　5／8）。腐植に乏し。埴土。強度の塊

状・弱度の堅果状構造。堅。潤。細・中根有り。薗部との境界は

漸。

：70cm＋　赤褐色（2．5YR　4／8）。腐植に乏し。埴土。強度の

塊状構造。堅。潤。細・中根まれ。斑紋を含む。　（明黄褐色10Y

R6／8、壌土、軟、乾）。

：ユ982年11月27日。
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　Vegetatlonsprofi正　des

l＝ピサカキ

2：スダジイ

3ニタフノキ

4：シロダモ

5：ジャノヒゲ

ヤブコウジースダジイ群簗植生漸面図
　　　　　　　　　む

Ardis三〇一Castanopsietum
五≧‘び。　ゴσρ0加。σ

α～5≠0η0麺∫0ゆ∫4α≠Ovar．鋸δ0雌が

勘7∫θo　≠肱舶θ碧ガ

ハな01銘5θ0　3θ7宛θ4

0ρゐ∫oρ080”ノαρo”∫α5

　siebo三dii．
6：ミツバアケビ

7：ニシノホンモンジスゲ

8：ヤマザクラ

9＝サノレトリイノくう

エ0：ベニシダ

肋θ∂ゴ。　’ηノb’如∫o

αZ7θX　∫孟θπ0ε如‘妙5

乃翻μεメ。切050々μ忽

諏〃ακ　‘ん切σ

Z）拶。μθ万ε　θ7ツ功”∫o忽
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6．　ウリカエデーコナラ群落の土壌

　Boder（ies・40θプ07碗αθ9ゴノ∂1脇駕一Q％θ70％3εθγ7α’o－Gesellschaft

　（F三g．62，63）

　　　L－F

　　　　A　　　　　　　　　　　　　　土壌断面　：紀宝性黄褐色森林土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査番号　：6（OS－3）
　　　　B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母材料　：塩基性火成岩類

　　　　C．　’．’　　　　植生：ウリカエデーコナラ群落

Fig。62，．ウリカエデーコナラ群落の土壌断面。

　　　　　Bodenprofil　der／10θ707σ忽69ゴンわ1ゴz6魏一Qz6θ76z633θ770如一

　　　　　Gesellschaft

〔断面記載〕

L－F

A

B

C

：2cm　コナラ、アカシデなどの落葉落枝。半腐朽層を含む。小・

測角礫に富む。

：23cm　褐色（10Y盆4／6）。腐植を含む。壌土。強度の団粒状

構造。軟。潤。小角礫にすこぶる富み、中角礫を含む。細根多く、

申根有り。次層との境界は漸。

：21cln　黄褐色（10YR　5／6）。腐植に乏し。壌土。強度の団粒

状構造。軟。潤。小。中角礫に富み、大角礫を含む。細・中根有り。

（塊状に分布）三層との境界は判。

：30cm＋　黄褐色（10YR　5／6）。腐植に乏し。壌土。中土の団

粒状構造。軟。やや潤。大・巨角礫にすこぶる富む。申根を含む。

採取年月日　：1983年ユ月29B
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Fig．63．

　Vegetationsprofil　der

1＝ヤマツツジ

2：コナラ

3＝シシガシラ

4：クロモジ

5：スダジイ

6：ベニシダ

7：ソヨコ

8：コウヤボウキ

ウリカエヂー識ナラ群落植生断衝図。

・4c87　c7ロ如¢8ぴb’如切一Qμθ7‘με

R’204048魔γ0”　々0㈱卿〆

Qμθ7側s　ε¢∬α毎

＆7μf配0ρ’朗’5　πψ0加σ0

ム切487σ　μ加δ8〃α∫o

α35‘σ加麺ε6ゆ∫dα’σvar．

0η0μ8万5　例y酌70ε0πZ

」7θ∫　ρ84醐Cμ’0∫0

勘πンσ　36σ魔碑ε

5θプ7σ躍一Gese1ユschaft．

3診’ ﾆウ0！4毎

9：タブノキ

10：ピサカキ

11：ニシノホンモンジズゲ

12：ダンコウバイ

13＝アカシデ

14：コバノミツバツッジ

ユ5：シュンラン

勘7∫80　’勧πウθ碧訂

勘ぴ0　ゴαρ0加‘0

ω7θκ　3‘例05∫σ0海ン5

ム伽4θπ～　0醒μ5ゴ10δα

Cσψ加μ5　如∫ψo触

尺海0404θ綴””　78μ0μ’σ如泌

Gy切δゴ4如海　go飢㎎ゴf
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7．　ヤマウルシーアカマッ群落の土壌

　Boden　der　R伽3’万。海。‘σ7ρα一P∫瑠34θ％3ゴノZo　7σ一Gesellschaft

　（Fig．64，65）

L－F

H－A10

A1

　　2

A2－B

　　如

　　60

C1

80

　　　ノ　　倉

翼鷺㌧
　気　　＼

　　／　l

＼　　　　〉

土壌断面

調査番号

母材呼

出　　生

：乾性赤色土

：7　（OS－2）

：塩基性火成岩類

：ヤマウルシーアカマツ群落

Fig．64．ヤマウルシーアカマツ群落の土壌断面。

　　　　　Bodenprofil　der　R伽3　’7ゴ。ん06αゆα一P初％ε　ゴθ％3解。プα一Gesells－

　　　　　chaft

〔断面記載〕

L－F

H－A1

A1

A2－B

C

採取年月日

：4cm　アカマツ、コナラなどの落葉落枝。半腐朽層を含む。

：1cm　黒褐色（5Y貧2／2）。腐植に富む。ミミズの糞状の腐

植塊。

：10cm　黒褐色（5YR　4／6）。腐植に乏し。壌土。強度の塊状

構造。やや堅。瀾。細・中根有り。高層との境界は判。

：50cm　赤掲色（5YR　4／8）。’腐植に乏し。埴壌土。中度の堅

果状・弱度の塊状構造。堅。潤。細・中根有り。根系のまわり：

赤褐色（5YR　4／6）、埴壌土。軟。潤。細根多く中根有り。

A　－B層との境界は漸。次層との境界は漸。

：20cm＋　暗赤褐色（5YR　3／4）。腐植に乏し。壌土。強度の

塊状構造。堅。潤。細・中根まれ。木炭辺を認む◎

：1983年1月28日

　　　　　　　　　一182一
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Fig．　65．

　Vegetationspr。fiユ

三；トキワイカリソウ

2：アカガシ

3ニッルシキミ

ヤマウルシーアカマツ群落植生断面図

4：ソヨゴ

5：ネザサ

6：クロモジ

der
　　　　　　　　　　　　　　む
Rゐμ3　〃ゴ。んooσゆσ一月πμ5　4θπ廓ノ！oγローGesellschaft・

動ゴ切θ4如鋭　3⑳ηρθ”ゴ惣π5　　　　　　　　　　　　7　＝アカマツ

Qμ8πμ5　αcμ如　　　　　　　　　　　　　　8：ツルアリドオシ

＆‘海溜如　ゴ（zカ。漉cO　var．　魏’8ηηθ4忽　　　　　9　＝タムシバ

f．78ρoπ5　　　　　　　　　　　　　　10：コナラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ゆ1Zθズ　　ρθ4μη‘μ’05α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　：コノくノ　ミ　ツノ｛ツツン’

πθゴ。δ10認μ∫4fε翻。んμεvar．8’σδ〃　　　 ユ2：ピサカキ

鳶πζ∫8η2　π〃めθ〃σ∫σ

P伽μ5　48”∫ヴ1070
ルf露‘ゐθ〃。　μπ4認ζz‘α

ム4σ9π0’ゴ0　ε0’ガαメ9～fα

Qμθ7cμ5　3θηηピ。

πんOdO4θ7㎡プ07Z　7θ彦ゴ0μ」σ∫μ辮

魚η0　ゴσρ0毎60
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8．　ヤブコウジースダジイ群集の土壌

　BodendesArdisio－Castanopsietumsiebol
　d　i　i　（Fig・66，67）

　　　　L
F

A1

A2

B

C

0

20・

如

60

80

　、く　　4　A袖　’

　カ　　　へ

と⊥二しま．ト

　　｝　＼
／レ　｝

一一
`罫一，一

・・’ q77
無嘱簸

　ヲ

轟

土壌断面

調査番号

母桝料

植　　生

：適応性赤色土

：8（OM－4）

：塩基性火成岩類

：ヤブコウジースタジイ群集

Fig。66．ヤブコウジースダジイ群集の土壌断面。

　　　　　Bodenprofi玉des　A　r　d

　　　　　sieboldii．

〔断面記載〕

L

F

A1

A2

B

C

’　S

’o－Castanopsietum

：3cm　スダジイ、コナラなどの落葉落枝。

：1cm　半腐朽層。

：6cm　褐色（7．5YR　4／4）。腐植に乏し。壌土。強度の団粒

状・弱度の塊状構造。軟。潤。細・中根有り。次層との境界は判。

：13Cln　褐色（7．5YR　4／6）。腐植に乏し。埴壌土。強度の塊

状構造。堅。潤。細・中根有り。次回との境界は判。

：28cm　赤褐色（5YR　4／6）。腐植に乏し。埴壌土。中度の塊

状構造。堅。潤。中根有り。

：35cm＋　赤褐色（2．5YR　4／8）。腐植に乏し。壌土。中度の

堅果状構造。堅。潤。小～大の角礫に富む。中根まれ。

採取年月日　：1982年11月29日

一184一
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Fig．67．

　Vegetationsprofil　des

1：スダジイ

2：サルトリイバラ

3：ソヨゴ

4：コウヤボウキ

5：ヒサカキ

6：アカマツ

ヤブコウジースダジイ群築野生麟面図
　　　　　　　　　　　　　ゆ

Ardisio－Castanopsietum　sieboldli・
磁ε’σπo力蕊36粥ρ躍郎Ovar．ε招ウ014∫f　　7：オオイワカガミ

5＞ηf～oズ　01庭π0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　：ヤブツノくキ

πθ」カβ4㈱0認050　　　　　　　　　　　　9：ヤブコウジ

勘π）履　5co漁ゴ醐3　　　　　　　　　　　　10：リョウフ

魚η0ノσρ0恋0σ　　　　　　　　　　　　1ユ：コナラ

β”μ34碑姻。掴　　　　　　　　　　12：ナガバジャノヒゲ

5海07質0　5014αηθ’～0絃θε

Cαη昭！1fo　joカ0鋭00

〆レ4fεゴα　ゴ0ρ0鋭CO

c’θゴ海70　∂07δ切97コゴ5

Qμθπ＝μ5　3θ77σ！σ

0ρ毎oρogoη　oノ卿だ

var．　”露β9齢：

一一 P85一



9。　ヤブコウジースダジイ群集の土壌

　BodendesArdlsio－Castanops玉etum
dii （Fig・68，69）

ゴ

FA1　　O
A2

A3　　2σ

B

C1

窃0

60

80

100

Fig．68．ヤブコ

　　　　　　　　　　土壌断面

　㌃　　｝　λ　　　　調査番号

　オ　　　　　　　　母材料

＿⊥一．一L　　　植　生

　；

　　　　　λ

　　　ゆノメ　獄

ウジースダジイ群集の土壌断面

siebo1

適潤性赤色土

：9（（）M－2）

：塩基性火成岩類

1ヤブコウジースダジイ群集

BodenprofildesArdisio－Castanopsietum

sieboldii．
〔断面記載〕

　　L

　　F

　　A

A

A

B

C

採取年月日

：3cm　スダジイなどの落葉落枝。

：1cm　落葉落枝の半腐朽層。

：3cm　暗褐色（10YR　3／4）。腐植を含む。埴壌土。強度の団粒状

構造。粗。湿。細根多。次層との境界は明。

：6cm　明褐色（7．5YR　5／6）。腐植に乏し。埴壌土。申度の塊状

構造。やや堅。潤。細・中根有り。次層との境界は判。

：14cm　三色（7．5YR　6／8）。腐植に乏し。埴壌土。中度の塊状構

造。堅。潤。小角礫を含む。細・中根有り。次層との境界は漸。

：27cm　黄榿色（7．5YR　7／8）。腐植に乏し。埴壌土。中度の塊状・

三度の堅果状構造。堅。潤。網・中根有り。次層との境界は漸。

：50cm＋　明赤褐色（5YR　5／8）。腐植に乏し。埴土。中度の粒状・

塊状構造。堅。潤。細根まれ。班紋（基岩風化物）を含む。

：1982年11月27日。

　　　　　　　　　－186一
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　Vegetationsprofi｝　　des

1＝ヤプツバキ

2：スダジイ

3：コシダ

4：タブノキ

5：コナラ

6＝ジャノヒゲ

ヤブコウジースダジイ群築櫨生断面図
　　　　　　　　　　　　　o

Ardisio－Castanops1etum　sieboldii
α2ηZθ〃ゴα　ゴσρ02軍此σ

Cα5ごσπoρ舘∫　‘ゆゴ40如

2）置’070η0μθ7ゴ5　4∫Cん0’0η20

施怨8｛2　功麗7め878甑

Qμθ7τμ3　ε8270‘σ

0ρ砺oρogoπ　メσ♪07zゴσμ∫

7：ピサカキ

8：ヒメユズリハ

9＝ク切モジ

10：シロダモ

1i：アカマツ

12：ベニシダ

動7ンα　ゴσρ0πご（70

エ）αρんηψ海ア〃μ彫　　∫擁ゴ57ηo”π琵

ムゴ7z4θ7と2　μ”軍δθ〃α’o

〈彪0〃彦580　　5θγ∫0θσ

凸．7；μ5　4επε認07σ

Z）7）POカごθ7ゴ∫　θ7y’ゐπ｝ε07σ
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10．ハマエノコローハマツメクサ群集の土壌

　BodendesSetariopachystachyos－Saginetum
　max重mae（Fig．70，71）　．

　　　　　　　　　　　　　　調査番号　：10（OS－6）

　　　A220
　　　　　　　　　　　　　　母材料　：火　山　灰

　　　B40　　　植生：ハマエノコローハマツメクサ群集

　　　C

Fig．70．ハマエノコローハマツメクサ群集の土壌断面。

　　　　　Boder｝profildesSetario　pachystachyos－

　　　　　Saginetummaximae・
〔断面記載〕

A1

A2

B

C

採取年月日

：5cm　黒褐色（7．5YR　3／2）。腐植に富む。壌土。強度の団

粒状構造。軟。湿。細・中根多し。三層との境界は漸。

：15cm　黒褐色（7．5YR　3／2）。腐植に富む。壌土。強度の塊

状構造。やや堅。潤。大半角礫を含む。細・中根多し。次層との

境界は判。

：30Cln　黒褐色（10YR　2／2）。腐植に富む。壌土。中度の堅果

状・塊状構造。すこぶる堅。潤。中・大角礫に富む。細根有り。

魚層との境界は判。

：15cm＋　褐色（7．5YR　4／6）。腐植に乏し。埴壌土。強度の

堅果状構造。すこぶる堅。潤。中角礫を含む。

：1982年11月28日

　　　　　　　　　一188一
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Fig．　7L

　Vegetationsprofil　des

1＝ススキ

2：ハマァオスゲ

3：ウシノケグサ

4＝チガヤ

ハマエノコ【コーハマツメクサ群藥植生断面図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

Setario　pachystachyos－Sag三net越鶉自
九4ご∫coη酌鋸α1耀”α’ε　　　　　　　　　　5：ダルマギク

Cσプ8ズノ珀厚”03α　　　　　　　　　　　6：ヒメヤブラン

角∫細oo　oρ切σ　　　　　　　　　　　　　　7：ハマボッス

加餌履oρy加47fσσvar．加傭8琵　　　8：ハマエノコロ

m　ax　im　ae　．
　　　　〆乱5’θ7　5カσ’海π！2／b～自45

　　　　㍑プゴ0ρ6　？π∫”07「

　　　　ムγ5z「7ησcぬご0　7η【2起7Σ’∫foπo

　　　　鉗。磁。〃雌5var．ρ40’；ツ5’o醸
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11．スギ植林の土壌

　Boden　des　C7夕1）’o甥θ7勿　プαρoπ20σ一Forstes　（Fig．72，73）

L

A

B

C

0
’

ρ　， 句 禽

o
20

命
φ

δ

膚瞬嶋轄一一内、”｛一備鱒贈一辱

生σ 郡 　～

S　「

、

哩
、

帰

60 　　　し
黷X

　㌃』 御

’
臓帥　　　備ヂ

編 ”
～

Fig．72．スギ植林の土壌断面。

土壌断面

調査番号

母材料

植　　生

：グライ土

：11（1－21）

：沖積土壌

：スギ植林

Bo（ienprofil　des　C7二y1）’o初67毎ブαρo疵。σ一Forstes．

〔断面記載〕

　　L－F

　　A

B

C

：3cm　スギの落葉落枝。半腐朽も含む。

：25cm　褐色（10YR　4／4）。腐植に乏し。砂土。強度の単粒状

構造。糧。潤。小・中角礫を含む。細根有り。次層との境界は漸。

：25cm　褐色（10YR　4／6）。腐植に乏し。埴壌土。強度の塊状

構造。軟。やや湿。小礫を含む。細・中根有り。次層との境界は

明。

：25cm　　暗オリーブ灰色（2．5YR　3／ユ）。腐植に乏し。埴土。

強度のカベ状構造。軟。湿。小礫を含む。細根まれ。鉄斑に富む。

　（明赤褐5YR　5／8）。

採取年月矯　：1983年ユ月29日
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Fig．　73．

　Vegetationsprofil　des

1：ホシダ

2：シロダモ

3：リョウメンシダ

4：スギ

5：イノデ

スギ植林植生断面図
　　　o

Cびμ伽θ加ゴσρ0”切一Forstes．
（＝ン0！030プπ∫　00㍑η；痂0’μ5

ムな01露5θ0　　5θ7ゴ‘8σ

〆レαC’；ηfo4θ5　　∫∫σηゴ∫5海ゴゴ

αツμ0鋭θ7ゴ0　ゴαρ0毎。α

Pb砂5ぎゴ｛ゾ3μηZ　カ0砂δ～のん0γπ鋭

6：アオキ
7：イワガネ・ゼンマイ

8：キチジョウソウ

9：ドクタミ

10＝タブノキ

み1κμδ0　ゴ0ρ0加‘O

CO7Zゴ097ση；ηZθ　切≠82Fη～θ4ゴ0

1ぞ8ゴ”θo々θo　　oα初θα

月bμμμγ加0　00プ4諺0

勘75θσ　漉μ”うθ㎎ガ
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Tab。47．　主な供試土壌の化学性

　　　　Chemische　Eigenschafbgn　der　Bδden　der　verschiedenen　Gesel　lschafもen　auf　der

　　　　Osh漁a齢Halbinsei

調　査　番　号　　層　｛立　　土姓　　PH（艶O）　PH（KCI）　　　N　　　　　　C　　　　C／N

劉臨．。，．）畿，臨　　　（全窒素）（全㈱

9（OM－2）

8（OM－4）

5（OM－7）

3（OM－9）

10（OS－6）

2（OS－8）

玉　（OS－1ユ）

AI　CL

A2　C

B　　C

A　6L
B　　CL

AI　C

A2　C

B　　C

H～AI　L

A2　CL

C（BC）L

A｝

A2

B

Al

A2

A2

B

C

C

C

C

C

C

CL

4．43

4．60

4．83

5．08

5．18

5．52

5．01

5．07

6．16

6．20

6．38

5．50

5．30

6．35

5．50

5．07

5．40

5．32

3．51

3．63

3．90

3．87

4．06

4．44

3。75

3．85

5．90

5．31

4。47

4．84

4．60

5．20

4．62

4．21

4．68

4．39

1．16

0．30

0．06

0．30

0．06

1．15

0．34

0．1ユ

1．02

0．63

0．10

0．72

0．47

0．3五

〇．76

0．45

0．80

0．33

23．34

5．25

0．86

4。37

0．69

21．24

4．61

1。51

9．20

4．63

0．89

6．23

3．77

3．72

9．29

ユ1．42

9，10

4．41

20．玉2

17．50

14．33

14．57

11．50

玉8．47

13．56

13．73

9．02

7．35

8．90

8．65

8．02

12．00

12．22

25．38

11。38

ユ3．36

※　調査地点一覧表（Tab．ユ），±壌調査地点位置図（Fig．51）参照　s．Tab．1　u．Fig．51
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